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　外に出ても凍こごえないよう冬の準備をしていたのに、いざその季節が訪れると、くるぶしまであるロングコートも羽う毛もうの分ぶ厚あつい布団もまだまだ不要だったことに気づく。きっと今年もそうなるのだろうと、今度は先走らないよう薄手の衣服をいつまでも着ていたら、そういう時に限って予想が裏切られる。

「渡わた琉る、それは風か邪ぜじゃなくてきっとインフルエンザだよ……お医者さんに行った方がいいよ」

　友達からの電話で、風邪なんだけど一発で治る方法はないかと聞かれた杉すぎ浦うら則のり義よしは、そう答えた。

　だが、話を聞けば聞くほど風邪というよりインフルエンザの症状に思えてならない。

『……そうかなあ。インフルエンザってもっときついだろ？　そこまで酷ひどくはねえよ。ま、どっちにしても、食って寝たら治るんじゃねえの？』

　熱があると言いながらも、危機感のない答えに則義は心配になる。

「ねえ、熱があんまり出るようだったら、ちゃんとお医者さんに行くんだよ。本当にインフルエンザだったら恐いんだからさ。風邪は疲れからくるっていうけど、インフルエンザはウイルスだからね。別物なんだから、侮あなどっちゃ駄目だよ」

　一通り風邪とインフルエンザの違いを説明して、もし何かあったらいつでも電話をするように強く言い、通話を終えた。

「今夜は底冷えするから、ひどくならなかったらいいんだけど……」

　ここ数日暖かかったのに、今日は珍しく朝から雪が降っていた。

　暗闇に浮かぶのは、花びらのような雪。部屋の明かりに反射して白く輝き、ヒラリヒラリと舞って、闇に消えていく。

　どこの家庭もクリスマスに引き続き、高揚した気分で年末年始を迎えようとしていた。

　日の暮れた街並みに灯ともされた明かりまでも、楽しげに煌きらめいているように見える。住まいを綺き麗れいに掃そう除じしてしめ縄なわを買い、来年こそは素晴らしい年であるよう、みなが願うのだ。

　だが、則義は毎年この季節になると、他の浮かれた人達と同じ気分にはなれない。ただじっと過ぎ去っていくのを息を潜ひそめて待つだけだ。

「また一年が終わるんだよね……」

　ため息を一つつくと、遮しや光こう性せいのカーテンを閉めて、ベッドに寝転ぶ。

　仕事でいない警察官の兄を除き両親は自宅のリビングにいた。けれどまるで家人が自分一人だけにも思えるほど、家の中は静かだった。

　五年前から、年末年始にかけて則義の家は毎年この調子だ。何度か則義が明るく振る舞って家族を盛り上げようとしたが、自らも虚むなしくなるだけで終わった。

　それには理由がある。則義には当時六歳になる妹がいた。

　五年前の年末、家族で年越しの鐘を鳴らすため、近所の神社に出かけた。深夜にもかかわらずたくさんの人達が神社に向かっていて、車もバイクも自転車も、かなり走っていた。そんな中、母親がほんの僅わずか手を離した隙すきに妹は駆け出して、運悪く車に撥はねられてしまったのだ。

　それはあっという間の出来事だった。

　毎年の墓参りは年が明けて、浮かれた人達がいなくなる頃、家族で向かう。今は家族も明るさを取り戻しているものの、妹の死以来、杉浦家の年末年始は静かに過ぎゆくものとなった。

　大きくて黒目がちの瞳が印象的だった。小さな手に、長くて柔らかな髪。兄の自分が言うのもなんだが、美少女だったと思う。

　ついこの間、親友の姉が手術で病気を克服し、元気になったことを知って、心からよかったと思いながらもそれがとても羨うらやましかった。

　妹も事故ではなく、病気だったらよかったのだ。そうすれば医学で治すことができたし、今もきっと一緒に暮らせていたはず。

「あ～あ……僕は何を考えてるんだろ。茜あかねが生き返ったらいいのにって、また考えてるよ」

　毎年この時期、必ず一度は考えることだ。きっと両親も兄も口には出さないけれど、同じように考え亡なき妹を偲しのんでいるに違いない。

「グッタイミング。妹を取り戻す方法がないわけではないんですよねえ。その方法、知りたくはないですかぁ～？」

　突然、聞こえた声に、則義は驚いて飛び起きた。

　だがどこを見回しても、六畳の部屋には自分しかいない。

「げ……幻聴……だったのかな……」

　それにしてもはっきりと聞こえたのだが、声の主がいないのだから、そうなのだろう。

　則義は浮かせた腰をベッドに下ろしてもう一度、横になろうとした。

「嫌ですねえ……幻聴だなんて」

「だっ……誰っ!?」

　幻聴とは言い難がたいはっきりとした声に則義はまた飛び起きると、戸棚やクローゼット、ベッドの下を覗のぞいてみた。だがやはり誰もいない。

「変だなあ……」

　首を傾かしげながらベッドの下から顔を上げると、見知らぬ男がベッドに座っていた。

「わああっ！」

　床に尻もちをついて驚く則義に、男はにこやかに微笑ほほえむ。

　金の刺し繡しゆうが施ほどこされた白い外がい套とうを着た男性は、ウエーブの効いた煌きらびやかな金髪をしていた。細い眉まゆ毛げはキリリと眉尻が上がり、金色の瞳はやけに輝いて見える。向かって右側のみ細いフレームの片眼鏡モノクルをかけていた。

「あ……ああ……あ……だっ……だっ……だ……誰？」

　則義は尻もちをついたまま後ろへ下がった。

　どこから男がやってきたのかわからないが、その出いで立たちもとても現実のものとは思えず、何度も何度も目を擦こする。

　けれど男の姿は消えることもなく、そこにあった。

「お～め～で～とうっ！　君は魔界の代理人に選ばれたのですよ。これで望みは思いのまま。いや～羨ましい……」

　男は握手でもしようとしているのか、ズイッと手を差し出してきた。だが、則義は顔を左右に振ってそれを拒否した。

　突然、部屋に現れた男に握手を求められて、誰が平静でいられるというのだ。

　しかもまだ夢かもしれないと疑っている。

「お……おめでとうって……貴方あなたは一体、誰なんですかっ？　どうやってここに入ってきたんです？」

「私の名前はゴールドマン・エメリッヒ。魔界からの使者なんですよねぇ。そんなふうには見えませんか？　衣裳もそれなりに凝こってみたのですけどねえ」

　エメリッヒと名乗った男は、自分の姿を則義によく見えるようにとでもいうように、クルリと回ってみせた。

「まっ……ま、ま……魔界って？」

　則義には何を言われても、全く理解ができず、見知らぬ男からの威圧感に怯えるばかりだ。

「そう、怖がらないでくださいよ。ま、すべての話を聞き終えた後、きっと君はこの素晴らしい運命に感謝することでしょう」

　ゴージャスな男は、にこやかに微笑んでいるのだが、金色の目は笑っていない。

「運命に……感謝？」

「イッツア、ショ～タイム！」

　エメリッヒは大声でそう言うと、ニイッと赤い唇を歪ゆがめて薄笑いを浮かべた。
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　渡琉は、冬休みだというのに珍しく家に籠こもっていた。

　海外出張をしている父の政まさ夫おが足首を捻ねん挫ざして身の回りのことが全くできなくなったため、一週間ほど前から母の亜あ也や子こはアメリカに行っている。亜也子は猫だと思い込んでいる銀ぎん星せいをペットホテルに預け、渡琉も連れていくと最後まで言い張っていたが、もちろん渡琉は断った。

　たまには二人きりにさせてやろうという、息子の孝行心だったのだ。

　もっとも渡琉には今、天界からやってきた面倒な奴らが二人と一匹くっついている。

　たとえ彼らが周囲の人間に見えない存在だと言っても、渡琉の行くところはどこへでもついてくるのだ。そんな彼らに囲まれてアメリカに行く気などとても起こらない。

　何より一人の方が門限も気にすることなく遊べるし、気楽でいい。

　そう考えていた渡琉だったが、クリスマスに友人から風邪をもらって、こじらせてしまっていた。

「熱が下がりませんね……病院に行かれた方がいいのではありませんか？」

　氷枕に頭をのせてぐったりしている渡琉の額ひたいに手を置いて、クロノスは珍しく心配そうに表情を曇くもらせた。

　このクロノスは天界からやってきたもと殺し屋で今は渡琉の従者だ。

「ゴホゴホ……薬を飲んで数日寝てれば治るって。ノリもそう言ってたぜ」

　そんなことは則義は言わなかった。風邪とウイルスの違いをさんざん講義されて、余計に頭痛がひどくなっただけだ。

　周囲の心配はわかるが、昔から病院嫌いの渡琉だ。注射も嫌いだし、今までも自力で治してきたから今回も大丈夫だろう。

「私達には病気という概がい念ねんがございませんので、それがどういうものかあまり理解ができないのです。本当に、噓うそをおっしゃっているわけではありませんね？　薬を飲んだら治るのですね？」

「噓じゃねえよ」

　心配性のクロノスは、渡琉の額から手を離して、氷水に浸ひたしたタオルを絞しぼった。

「ならいいのですが」

　渡琉の額に絞ったタオルをのせて、クロノスは思案顔で目を細めた。

　クロノスの容よう貌ぼうは一言で表すと、真冬に咲いたバラだ。腰まである黒髪は、非常に光こう沢たくがあって美しく印象深い。美麗な容貌は笑顔など想像がつかないほど冷ややかだが、漆しつ黒こくの瞳には知性が窺うかがえるものの、いつも仏ぶつ頂ちよう面づらをしていた。どうも感情を表現するのが苦手なようだ。

「何か召し上がりたいものはありますか？」

「いらない」

「少しでもいいですから何か召し上がった方が早く治るのでしょう？」

　クロノスの服装はまるで中世の騎士のようだ。

　襟えり元もとをクロスするベルトで締めた外套は膝ひざまであり、下に着ているシャツは光沢のあるレースがたっぷりついている。細くしなやかな腰を強調するように、こちらもクロスする二重のベルトで締め、両側に細身の剣をぶら下げていた。

「裸にひん剝むいて、寒空を走らせりゃ～、一発で治るぜ」

　無茶苦茶なことを言い、ポテトチップスをムシャムシャと頰ほおばっているのは魂たましいを導く者──死神と呼ぶと激怒する──のゼファー。

　ウエーブの効いた肩までの赤い髪に、太い眉と濃いブラウンの瞳。基本的に精せい悍かんな顔立ちをしているのだが、誠実とか真ま面じ目めという言葉が不似合いなニヤニヤとした笑いをいつも浮かべていて、軽い男に見えてしまう。何より、人を馬鹿にしたような目つきは、向けられると腹立たしい。

　全体的に黒っぽい格好をしているのだが、金のアクセサリーが好みなのか、首や腕にジャラジャラと装飾品をつけている。

　大きな襟のジャケットは丈が短く、下に着ているシャツは、パンツと同じように体型にフィットしていた。つぎはぎだらけのマントは裾すそが大きく広がっていて、ハッキリ言って邪魔だ。

　だが、一番、どこかに追いやってほしい理由は、身長を凌しのぐほどの長さがある鎌を持っていることだった。

「わしが美う味まい粥かゆを作ってやろうかの。きっと一発で治るぞ」

　銀色の毛を持つ猫の銀星がそう言って二本足で立ち上がり、渡琉のベッドに手をかけた。

　銀星は猫の姿をしているが、本来は見た目九歳くらいの美少年の姿をしている。といっても、実年齢はクロノスやゼファーよりもかなり上のようだ。

「それはなりませんっ！」

　珍しく激しい口調でクロノスは言い、ベッドに摑つかまっている銀星の身体からだを引ひき剝はがす。

「……じじいの飯はフグ毒に近ちけ～よ。食ったら、俺様でも死にそうになる」

　吐き捨てるように言うゼファーに、銀星はムッとして頰を膨ふくらませている。

　彼らとの付き合いは、渡琉が十六歳の誕生日に、とあるアンティークショップで金の懐かい中ちゆう時計を手に入れたことから始まる。

　今も渡琉が身に着けている懐中時計は、信じられないことに巻き戻した分だけ現実の時間が戻るのだ。最大は二十四時間。竜りゆう頭ずを一度押すと十二時間。続けて二度続けて押すと、二十四時間戻る。針を巻き戻して竜頭を押すと、細かく時間を戻すこともできた。

　同じ時間を繰り返して体験できるのは一度だけ。ただ、二度は戻せないが、左に二つあるボタンの上を押すと、時間を止めることはできた。

　ただし、時間を戻すと渡琉の寿命が一カ月減るらしいが、確かめる手はない。

　もとは天界という場所にあった時計だ。それを使ってバスの事故からクラスメイトを助けたことから、渡琉のことが天界に知られてしまった。

　だが、時計はそれほど重要ではなく、それを使う魂が問題だったのだ。

　この従者と死神は、渡琉の魂を奪うために天界からやってきた。

「わしは毒なぞ作った覚えはないぞ。下界の美味いものをミックスしただけじゃっ！」

　引き剝がされたはずの銀星はまたもベッドに上り、抗議するように前足を振る。

　下界は渡琉の住んでいる世界。その世界と隣り合わせに存在するのが彼らの住まう天界らしい。天界からは下界がよく見えるらしいが、こちらからは天界は見えないそうだ。

「喧けん嘩かすんなって……静かにしてくれよ……」

「うるせえ。魂はルシアスさまかもしんねえが、俺様から言わせてもらうと、てめえはただのガキだ。俺様がガキの言いなりになると思ってんのか？」

　ゼファーは嫌味を口にしてフンと鼻を鳴らすと、モシャモシャとまたポテトチップスを食べる。そんなゼファーをクロノスは厳しい口調で諫いさめた。

「ゼファー。よさないか」

　自覚はないが渡琉の魂は天界にいる十二神の一人、ルシアスという男のものだ。

　ルシアスは禁きん忌きとされる転生の実を口にした。その後、渡琉の魂として下界に転生し、この身体に納まっている。

　もっとも、だからその魂を返してくれと言われても、渡琉も納得できるわけもなく、随ずい分ぶんと抵抗し、ようやくルシアスの従者だったクロノスの理解を得た。死神のゼファーは納得していないようだが、クロノスに対して特別な気持ち──渡琉には理解できないが恋心のようだ──を持っているためか、渋々、渡琉の魂を奪うことを諦あきらめてくれたようだ。

　銀星はもとからそういう問題はどうでもよかったようで、下界で美味いものを食べることばかり考えている。

「なあ、そうやって話されてると、頭の芯が疼うずくんだよ。頼むからどっかに行ってくれないか？　俺……静かに寝たいんだって」

　熱はあるし吐き気もする。まあ、ごくごく普通の風邪だとわかっているのだが、病気になど縁のない天界からやってきた者どもは、渡琉の状態をわかってくれないようだ。

「いいえ。お一人にはできません」

　クロノスは厳しい口調でそう言った。

「そうだぜ、ガキ。俺様達はてめえの魂をぶんどることを諦めたけどよ。天界の方がそれで納得するわけねえだろ？　またどうせ誰かがやってくるに違いねえ。クロちゃんはそれを心配してるってわけだ。俺様はどうでもいいけどな」

　ゼファーは美味そうにポテトチップを頰張り、緊張感なくゲラゲラと笑う。

「ちょ……なんだよそれ……また誰……げほっ、ごほごほっ！」

　額にのっているタオルを振り払ってベッドから身体を起こすと、喉のどが裂けそうなほどの痛みを伴う咳せきが出た。
















「渡琉様、今はゆっくり身体を休めなくてはいけません」

　グラグラする身体を支えるように、クロノスは渡琉の背に手を回してくれていた。

「……ゼファーが嫌なことを……言うからだっ！」

　二人と一匹の存在だけで渡琉はいっぱいいっぱいだ。これ以上、やっかいな連中が増えるのは勘かん弁べんしてほしい。

「ゼファーの言ったことは本当ですが、ご安心ください。私が渡琉様をお守りします」

　仏頂面だったクロノスの表情に、柔らかな笑みが浮かぶ。

　クロノスがこんなふうに微笑むのは渡琉に対してだけだ。それが気に入らないのか、ゼファーが鼻に皺しわを寄せて、不機嫌な顔をこちらに向けてきた。

「……わかった」

　この状態で言い合うのも辛つらく、渡琉はゼエゼエと荒い息を吐き出しながら、もう一度ベッドに身体を横たえた。

　だいたい、風邪は疲れからひくものだ。天界からやってきた彼らの存在が渡琉の風邪をひき起こしたと言っても過言ではないだろう。

「ち、仕事が入ったぜ。ちょっくら行ってくるわ」

　魂に道を示す仕事をしているゼファーは、懐ふところから手の中に収まるほどのカードを取り出し、小さな呼び出し音を消す。そして表示された文字を読むと、また胸元へ戻した。

　ゼファーにはゼファーの仕事があるようだ。

　なんにせよ、一人でもどこかへ行ってくれると、渡琉も気が楽だ。

「あ、こいつは俺様のポテトチップスだからな。じじい、食うなよ」

　ゼファーはそう言って菓子の袋を閉じると、何度もやめろと注意しているのに、壁を突き抜けて出て行った。

　だが今日は文句を言う気も起こらない。

　渡琉は苦しい呼吸を整えながら、横になって丸くなった。ぐっすり眠りたいのに、頭痛と吐き気が邪魔をしてそうさせてくれない。

「銀星、しばらくリビングでテレビでも見ていてください」

　クロノスはそう言って、ベッドに上った銀星を抱き上げて、床に下ろした。だが銀星は不満そうだ。

「じゃから、キッチンで何か作ってくるぞ」

「いえ、結構です」

「仕方ないのう……退屈じゃが一人でテレビを見るかのぅ」

　気がかりなのか、チラリと渡琉を振り返りながらも、銀星は猫にあるまじき二本足でペタペタと歩いて部屋を出て行った。

　ようやく静けさが部屋に訪れ、クロノスの気配だけが残った。だが、不思議とクロノスとなら二人きりになっても、嫌な気分にはならないのだ。

　だからといって、クロノスに対して全ぜん幅ぷくの信頼を寄せているわけではない。

　どちらかというと、最初から渡琉の味方になってくれている銀星の方が頼りになる気がする。だが、クロノスが側にいて心に感じる安あん堵どというのは、言葉で表せない不思議な感覚なのだ。

「電気を消しますね」

　クロノスはそう言うとサイドボードの小さな電灯を残し、部屋の明かりを落とした。

「……なあ、天界の技みたいなもので、俺の風邪、治んないのか？」

「難しいですね。私は癒いやしの手を持っておりませんので……」

　クロノスは渡琉が振り落としたタオルを拾って氷水に浸つけ、絞った。行動を目で追っていると、絞ったタオルを渡琉の額にのせて、軽く押さえる。隙間なく額にフィットした濡ぬれタオルが熱のある身体に心地いい。

「そっか……」

「気分はまだよくなりませんか？」

　クロノスはベッドに腰かけると、汗で濡れた渡琉の髪にそろりと触れてきた。不思議と心地いいその仕草に、渡琉は思わず目を細めた。

「少し楽になったかも」

　触れられていても嫌な気分にならないのは、きっと自分の中に納まっている魂が、クロノスを信頼しているからだろう。けれどクロノスがこんなふうにかいがいしく面倒を見てくれるのは、渡琉の魂がルシアスだからだ。

　渡琉からすると、このあたりがなんとも複雑だった。

「……さっき、ゼファーが言ったことだけどさ。マジでまた誰か天界から来るのか？」

　また誰か天界からやってくるという言葉がずっと引っかかっていて、睡魔を邪魔している。このままでは眠れない。

「いずれそうなるでしょう」

　クロノスは静かにそう言った。

　きっぱりとした物言いからクロノスが動揺したり、不安を持っているようには見えない。

「クロノスはもと凄すご腕うでの殺し屋だっていうくらいだからさ。簡単に追い返せるんだよな？」

　どの程度の凄腕なのかは知らないが、確かにあのゼファーを抑えることもできるようだし、ゼファーがクロノスの腕に惚ほれたというのだから、相当の使い手なのだといっていいだろう。

「そういう心配はなされずに、今はゆっくり眠ってください」

「……わかった」

　渡琉は小さなため息を一つついて目を閉じたが、やはり睡魔はやってこない。そんな渡琉に気づいたのか、クロノスは言った。

「大丈夫ですよ。私は何を犠牲にしても、渡琉様をお守りいたします」

「なあ……天界の奴らはそんなに融ゆう通づうが利かねえのかよ？」

　閉じた目をもう一度開けて、クロノスの様子を窺うと、向こうもそうしていたのか、目が合った。

「どう思う？」

「そういうお話は渡琉様がお元気になられてからにしましょう」

　クロノスは感情の伴わない淡々とした口調でそう言い、最後まで残していた明かりを落とす。

　瞬時に闇に包まれる部屋で、クロノスの気配はずっと感じられる。

「……話はいくらでもあるんだからな」

　クロノスは現在、黒くろ野のという名前で渡琉の高校の副教頭に納まっているし、ゼファーなど嵐あらしという名前で恐ろしいことに保健室の先生だ。さっさと辞めてほしいのだが、なんだか続いている。これに関しても渡琉は言いたいことが山のようにあるのだ。

「今はお休みくださいませ」

　その言葉に渡琉も目を閉じて、ようやくやってきた睡魔に身を任せた。










　母親がいると学校が休みであっても、六時に起こされる。だが、さすがに風邪で寝込んでいたのもあって、起床は十時を過ぎていた。

　渡琉はまだはっきりしない頭を抱えながら、洗面所で顔を洗っていた。熱は下がったようだが、身体はまだ怠だるい。

　外の空気に触れたら少しくらい頭がはっきりするのではないかと、歯を磨みがきながら窓を開けた。すると空き地だった家の裏にいつの間にか洋館が建っているのが見えた。

　周囲には光を遮る鬱うつ蒼そうとした木々が生えていて、洋館の二階が少しばかり覗いている。工事をしていた様子はなかったのだが、いつの間に建ったのだろうか。

「……少しは気分がよくなったのかの？」

　渡琉の足元に身体を擦こすりつけて銀星は言った。ぼってりした身体の銀星のフカフカした毛に触れられるとくすぐったい。

「頭の芯がズキズキするけど、熱は下がったっぽいかも……あれ？」

　渡琉は口を漱すすぎながら顔を上げ、いつもするように鏡を見る。

　昨日は気づかなかったのだが、黒っぽい筋状の汚れが額についていた。

　渡琉はゴシゴシと額を拭ってみたが、汚れは取れない。じっくり確かめると、汚れているというより、なんだか十字架のような形が額に浮かんでいるようだ。

「な……なんだよこれ？　ゼファーが嫌がらせに落書きでもしたのかよ」

　額の髪を撫で上げたまま、銀星に見えるように身を屈かがめる。すると銀星は、渡琉の額に浮かんだ痣あざを見て、目と口を大きく開いた。

「なんてことじゃ。今年は百年目じゃったのか!?」

　銀星は渡琉には意味不明な言葉を叫ぶ。

「なんだよ、その百年目って……もしかしてこれ、あんたら関係のものか？」

　渡琉がそう言うのと同時に、仕事を終えて戻ってきたゼファーが、やっぱり天井を突き抜けて下りてきた。

「おい、見たか？　裏に魔界の館が建ってっぞ。今回は日本人が魔界の代理人に選ばれ……って、こっち側はお前か────っ！　うはははははっ！」

　ゼファーは渡琉の額を指さして叫ぶと、あとは大笑いだ。ハッキリ言って腹立たしい。

「笑ってんじゃねえよ。なんだよ……その代理人って」

　額を指しているゼファーの手を荒々しく払い、渡琉は何度も髪を撫で上げた。鏡に映る額にはどうしても取れない十字架のような形が浮かび上がっている。

「その刻印じゃとお前さんが天界側の代理人のようじゃの……」

　この印にどんな区別があるのかわからないが、渡琉の額の刻印は、天界側のものらしい。

　いや、もうそんなことはどうでもいい。

　代理人がどういうもので、今度は何に巻き込まれたのかが問題だ。

「だから……その代理人ってなんだよっ!?　誰が勝手にこんな変なマークをつけたんだっ？　俺が寝てる間にやったのかっ!?」

　渡琉は風邪で呻うめきながら寝ていたのに、こちらの承しよう諾だくもとらずに誰かが勝手に刻印をつけたのだ。人が弱っている隙を狙うなど、どういう神経をしてるのだ。

　考えれば考えるほど腹が立ってくる。

「百年に一度、年末にかけて天界と魔界が、下界から互いに一人ずつ選んだ人間を代理人として競わせるんじゃ。勝ち負けによって、その後の百年どちらが優位になるのかを決めることになっとる」

　銀星は髭ひげを前足で撫で上げながら、そう説明する。

　だが百年に一度、天界と魔界が代理人を使って競うと言われても、渡琉には理解ができない。

「ちょっと待てよ。俺が手を貸してくれって頼んでも、下界不介入とか言って非協力じゃなかったっけ？　いや、あんたらの事情はどうでもいいんだ。俺が聞きたいのは、どうして俺がその、わけのわからない代理人になってるのかってこと……げほっ、げほっ！」

　渡琉は一気に怒鳴ると、息が苦しくなって咳き込んだ。まだ文句はあるのに、咳が止まらず言葉にならない。

「だから……げほっ……俺は……げふっ……ぜって～に……ごほっ！」

「……この誤解だけは解いておいた方がええようじゃから話しておくが、わしらが企たくらんだんじゃないぞ。どうも天界が新たな方法でお前さんの魂を連れ戻そうとしとるようじゃ」

　銀星は咳き込んでいる渡琉のふくらはぎを撫でて憐あわれむように言う。涙目で顔を上げると、ゼファーも珍しく両手を振って否定する。

「そうだぜ。俺様も知らねえよ」

「これ、消せないのか？」

　刻印をゴシゴシと額が赤くなるほど擦るのだが、薄くもならないし、もちろん取れない。

「ま、それは普通の人間には見えないものじゃから、気にすることはないぞ」

　慰なぐさめにもならないことを銀星は言い、苦笑している。

「そういう問題じゃないだろっ！」

「怒鳴ったところでどうしようもないぞ。わしらではその刻印を消すこともできんし、代理人に選ばれた以上、どうにもならんのじゃ」

　ちょっぴり申し訳なさそうに銀星は髭を震わせ、ため息をついている。ゼファーと言えば、横目でこちらを眺ながめ、笑いを堪こらえるように唇を歪めていた。この状況を楽しんでいるのはゼファーだけのようだ。

「じゃあ時間を戻してさ、この印が刻まれるのを阻止できねえか？」

　渡琉はいつも身に着けている金の懐中時計をポケットから取り出した。だが銀星は顔を左右に振った。

「わしらにお前さんの力が通用しないように、一度つけられた刻印は、時間を戻しても初期化はされんのじゃ」

　渡琉が時間を戻しても、天界の者達の行動はリセットされない。銀星の言葉を信じると、この額にある刻印も、渡琉が時間を戻したところで消えるものではないようだ。

「あっ……俺様はまた仕事の呼び出しだなあ～。ま、大変だろうけど、がんばれよ～」

　ゼファーはゲラゲラ笑いながら飛び上がると、天井を突き抜けるように姿を消した。

「あんたはもう帰ってくんなっ！　くそ……なあ、クロノスはどうしたんだよ？」

　部屋にずっといたはずなのに、起きてからこっち、姿が見えなかった。考えたくはないがこの件にクロノスが一枚嚙かんでいるのかもしれない。

「こちらに」

　背後からクロノスの声が聞こえ、渡琉は慌あわてて振り返った。するとクロノスの隣に、見たこともないゴージャスな男が立っているのが目に飛び込んできた。

　片眼鏡モノクルをかけたその怪しい男は、ウエーブのある金髪を腰まで伸ばし、同じ色の瞳には楽しそうな光が灯っている。白いマントには金の刺繡がふんだんに施されていて、眩まぶしくて目を細めてしまうほど煌びやかだ。

「……まっ……また、新しい天界の奴かっ!?　もう勘弁してくれよ……」

　渡琉が睨にらみつけると、男はそれを受け流すように、フフッと艶あでやかに笑う。

「君がルシアス様の魂を持つ人間ですね。なかなか強情な性格をしているようですが、逆に楽しめそうで、立会人の私はとても……と～っても、興奮していますよ」

　男はクロノスに同意を求めようとしているのか、肩を叩いて目め配くばせをしている。

　だがクロノスは恐ろしく冷えた瞳で男を睨みつけていた。二人が知り合いかどうかは不明だが、決して仲はよくないようだ。

「……てことは、あんたも俺の魂が目当てなんだろ？　今度はどういう手を考えたんだ」

「私は天界の者ではなく魔界の者ですよ。ゴールドマン・エメリッヒと申します。今回の天てん魔ま杯はい争そう奪だつ戦ゲームの見届け人に指名されています」

　エメリッヒと名乗った男は、微笑しながら片眼鏡モノクルを正す。

「魔界？　そんなものまであるのか？」

　この世界の他に天界があるということだけでもようやく受け入れられたところなのに、さらに魔界があると言われても困る。

「この世界は天界と魔界に挟まれていると考えていただけばいいでしょう。光あるところに影があるように、天界があればそれに反する世界があるのは当然の摂せつ理り。何事もバランスが大切なんですよねえ」

　十六歳になったばかりの渡琉に、世界のバランスを説かれたところで、どうしようもない。

「摂理なんて俺はどうでもいいんだよ。でもあんたが魔界の住人だっていうなら、俺の魂なんてどうでもいいんじゃねえの？」

「それがそうもいかないのですよ。魔界的にはゲームに勝ちたいのですよ。ですから、今回の私どもの代理人はあなたの身近な人を選びましたので、楽しみにしてくださいねえ」

　エメリッヒはふうんと鼻を鳴らし、クロノスの肩に回していた手を解いて、今度は腕組みをする。

「身近な人？」

「あのですねぇ、百年に一度選ばれる代理人は、人種も国籍も全く異なる二人を選ぶのが通例なのです。もちろん、天界と魔界がそれぞれその魂に相応ふさわしい中で選考しているのですが……ほらあ今は天界の十二神の一人が下界にいるという異常事態でしょう？　というわけで選ぶまでもなく、天界の代理人が決まったんですよねぇ。もちろんその相手となる魔界の代理人は、天界の代理人に近しい人間に決定しました。まあ……魔界としてもここで勝っておいた方が後々いいだろうということになりましてね。今回は特別ルールで行われるというわけです」

　エメリッヒは微笑しながら、まるで世慣れたセールスマンのように、よどみなく説明する。だが、説明されても渡琉には納得できるわけなどない。

　天界には十二神と呼ばれる重要なことを任されている者達がいるらしい。

　運命を司つかさどる者から、命を司る者、自然界を司る者と、いろいろ十二人いるらしく、渡琉の中に収まっている魂の主ぬしであるルシアスは時間を司る。クロノスが言うには、彼らはこの下界に干かん渉しようすることなく見守り、観察しているらしい。

　渡琉からすれば、ただ見守って観察しているだけなら、別にどこに存在しようと問題ないように思えるのだが、天界からすると下界に十二神の一人の魂が存在すること自体が大問題なのだそうだ。

「どういう行事なんだよ、それは……」

「天魔杯争奪戦ゲームといいましてぇ、魔界側の代理人が二千万人を目標に大量殺人を行います。天界側の代理人はそれをいかなる手を使っても阻そ止しします。どちらとも自分の目的を達成するために、三つの命令が使えます。一つの命令を入力後は二十四時間次の命令は出せません。互いに三つの命令を使い切った時点、もしくは一月一日午前零時までの間に、死者の数が二千万人を越えていたら魔界の勝ち。越えなかったら天界の勝ち。勝った方の代理人がこの世界で一つだけ願いを叶かなえることができますが、負けた方は魂を差し出さなければなりません。ただし、勝った方も、相手の魂が取られるのを阻止するといった願いだけは聞き届けられませんので注意してくださいね～」

　信じ難い言葉を口にしているのに、エメリッヒの表情はピクリとも動かない。それより楽しくて仕方がないといった様子だ。

　彼らにとって二千万もの人の命などどうでもよいのだろうか。

「……ちょっと待てよ。大量殺人なんて簡単に言うけど、マジでそんな命を賭けた戦いをしろっていうのか？　無理に決まってるだろっ！」

　失敗したら魂を奪われることがわかったものの、そのやり方が大量殺人だというのだから、とんでもない。現実にそんな戦いをどうこの世界で行い、阻止しろというのだ。あまりにも非現実的な内容で、まるで夢物語にしか聞こえない。

「いえいえ、そういう面倒なことはお願いしませんよ。こういったことが手軽にできるシミュレーションの装置があるんですよねえ……これこれ」

　エメリッヒはどこからともなく、サッカーボールほどの大きさの丸い玉を取り出した。

　球はエメリッヒの掌てのひらから五センチほど離れてプカリと浮いている。それは地球儀のようにも見えた。だが、ボールの表面に描かれた青い海は、波音が聞こえてきそうなほどリアルで、そこに浮かぶ大陸や島は、宇宙から見た地球の映像にそっくりだった。

「高級な地球儀みたいだな」

「そのように見えますが、これは地球を忠実に再現したものです。この凝縮された世界で戦っていただきます。君がすることはただ一つ。一人でも多くの人間を助けること。君が失敗すれば、問答無用でその魂は奪われるのですよ。もちろん、どれほどルシアス様の魂を守ろうとしたところで、この行事に関してはなんの力も発揮できません。ああ、そうそう、クロノスくんの野良犬よりは優れた忠誠心に常々感心していましたが、これに関しては諦めてくださいねえ」

　明らかな嫌味を口にしてエメリッヒはニヤリと笑い、クロノスの肩に再度手を回そうとしたが、ゼファーの鎌の柄がそれを阻止した。

　クロノスは冷えた眼まな差ざしをエメリッヒに向けたまま、無言だ。

　だが、シミュレーションというところで、渡琉も気分が少し落ち着いた。だったら自分達が地球儀を使って天界か魔界でやればいいだろうと思ったが、もう怒鳴る元気もない。

「どうして異界の奴らはこう当人に許可を取らずに勝手にやるんだよ……」

　ああもうと呟つぶやいて、渡琉は頭を忙せわしなく搔かいた。

　天界だろうが魔界だろうがどうでもいい。ただ、いちいち巻き込まないでほしいのだ。もっともそれをいくら訴えたとしても、渡琉の魂がルシアスである以上、彼らはそれを大たい義ぎ名めい分ぶんにして巻き込むつもりなのだ。

「ああ、そうでした。対戦相手ですが、君もよくご存じの方ですよ」

　エメリッヒはまるで今思い出したかのように、手をポンと叩いて、指をさす。

「一体、誰のことを言ってるんだ？」

「杉浦則義くん。彼が魔界の代理人です」

「はあ────っ!?」

　渡琉は聞かされた名前に驚きよう愕がくし、一瞬、思考が停止してしまった。

「そうですねえ～。杉浦則義くんには、自分の魂を引き替えにしても叶えたい願いがあるのですよ。だから選ばれたのです。いくら事情があるとはいえ、嫌がる人間を代理人にはできませんからねえ」

「自分の魂を引き替えにしても叶えたいノリの願いって……？」

　エメリッヒの言わんとしていることが、渡琉にはわからない。

　則義が自分の魂を引き替えにしても叶えたいほどの願いなどあっただろうか。

「おや？　彼には亡くなった妹がいたはずですよ。そうですねえ……亡くなったのは五年前だと聞いていますが」

　エメリッヒは眉み間けんに皺を寄せ、怪け訝げんな表情で片眼鏡モノクルを人差し指で押す。

　渡琉はもう一度エメリッヒに言われたことを頭の中で繰り返す。そこでようやく記憶が蘇よみがえった。

「そういえば……確かノリには事故で亡くなった妹がいるんだった。なんで忘れていたんだろ。でも死んだ人間を生き返らせる願いなんて、いくらなんでも叶うものなのか？」

　自分が時間を止められる時計を持つことを理解していてもなお、死んだ人間を生き返らせることができるなど、どう考えても常識では信じ難い話だ。

「片方だけの問題だと無理ですがねえ、これは天界と魔界共同の契約、いえいえ……お祭りなんですよ。ですから勝者には奇き跡せきだって起こります。私達にとって死んだ人間を生き返らせることなど、わけないのですよ」

　エメリッヒは驚くほど愛あい想そよく、艶やかな笑顔を見せている。こういう相手ほど信用できない。だいたいどうしてこう、天界や魔界が下界に断りなく勝手に決めたことを、さもそれが正しいように口にしているのだ。

　しかも彼らにとってこれはお祭りなのだ。シミュレーションといえど人の死と代理人の命を玩おも具ちやにして、何がお祭りなのだろう。こうなると腹が立つのを通り越し、怒りが身体を駆け巡る。

「あんたらにとってこれは……お祭りだって言うのかよっ！」

　エメリッヒに摑みかかろうとした渡琉を、銀星が腕にぶら下がり、止める。

「落ち着かんか」

「おっ……落ち着いていられるかっ……げほっ、げほっ！」

　頭に上った血が噴き出しそうなくらい、怒りが満ちている。けれど本調子ではない身体は思うほど言うことを聞いてくれず、咳が止まらない。
















「渡琉様」

　クロノスはただ渡琉の名を呼び、小さく顔を左右に振った。

　今は逆うなということなのだろうが、渡琉はそれほど物わかりがいい人間ではない。

「俺はな……いつも……げほ、ごほっ！」

　腹は立つし、頭も痛くて熱い。怒りか風邪かわからないごちゃ混ぜで、失神しそうだ。

「魂はさておき、君はとても頭がよさそうには見えませんねぇ。そんなに興奮ばかりしていると、君、負けてしまいますよ。まあ、私としても不本意ですが、中の魂だけには敬意を払わなければなりませんので、からかうのはこの程度にしておきましょうか」

　エメリッヒは咳き込む渡琉から病原菌をもらうまいとでもいうように距離をとる。

「くそ……マジでむかつくぜ」

「いくら相手が友達だからといっても、手を抜かずしっかり人間を助けてくださいよ。来年からの百年がかかっているのですからねぇ。もちろん私は魔界側の則義くんを応援させていただきますが。天・魔、年末特別スペシヤルきっか～く、スッタ～ット！」

　エメリッヒは声高らかにそう宣言すると、クルリと華やかに回って消えた。










「……くそ……どこに行ったんだよ」

　則義の自宅に連絡を取ったが、電話に出た母親から、則義はお友達の家に泊まりに出かけたと言われた。仕方なしに則義の携帯に電話をかけるのだが、繫つながらない。

　渡琉は留守電に連絡をくれるようにと伝言を残し、さらにメールを送った。その手を止めることなく、今度は則義とも共通の友人である赤あか松まつ健けん吾ごの携帯にかけた。

「あ……俺、渡琉。ちょっと聞きたいんだけどさ、ノリはお前んちに行ってねえよな？」

『いや、来とらへんで。だいたい毎年この季節はノリは誘っても出てけえへんやろ。ほら妹さんのことがあるよって』

　渡琉がすぐに思い出せなかったことを健吾はあっさりと口にした。

　これほど大事なことを忘れていたことに、渡琉は羞しゆう恥ちを覚える。何より則義に申し訳ない。

「ノリの妹って……いつ亡くなったのか、覚えてるか？」

『五年前の年末やったと聞いてんなぁ。事故はしゃ～ないけど、あっという間やったらしいなあ。写真見せても～たことありよるけど、べっぴんさんやったで。ええ子やったらしいのに残念やったな』

「……あっ、そうだ。茜ちゃんだ。茜ちゃんだったよな？」

　健吾の言葉を聞くとようやく渡琉の記憶からも、則義の妹である茜の顔が浮かんできた。長い髪に大きな目が印象深い少女だった。

　どうして今まで忘れていたのかわからないほど、渡琉も鮮明に思い出した。

『そうやで。お前、今頃何、言うとんねん。それが、どないしたんや？』

「いや、なんでもないよ。じゃあ、初はつ詣もうでで会おうな」

　渡琉は通話を一方的に打ち切って、深いため息をついた。

「今更じゃろうが……決着がつくまで代理人同士、連絡を取り合うことはできないんじゃ」

　銀星がこたつテーブルに顎あごを置いて、携帯をポケットに戻している渡琉に言った。

「言うの遅おせえよっ！」

「そう、いきり立つんじゃないのう」

　みかんの皮を器用に剝きながら、銀星はこたつで温まっている。それが余計に、渡琉の気持ちを苛いら々いらとさせた。

「俺の友達が魔界の代理人なんだぜっ！　俺は混乱してるんだよっ！　なんだよ、いつも口にしてやがる下界不介入はどこへいったんだよっ！」

　自分の身だけに問題が降りかかってくるのなら、まだ許せる。けれど友達を巻き込むなんて、どうしても許せない。

「そうじゃのう。この行事に関してはあらゆる例外が認められておるからの。下界を見守る権利がこの結果次第で決まるんじゃから、仕方ないんじゃ」

　いやだからそういう決まり事を下界の人間に押しつけるなと言いたいのだ。

　だいたいどちらが勝っても問題がある。負ければ魂が奪われてしまう。すなわちそれは死だ。そんなルールを勝手につくられた方の身にもなってほしい。

「……なあ、俺達がこの代理人を今からやめる方法は、絶対にねえのか？」

　ゼエゼエと息を吐き出しながら、渡琉は額に氷水に浸したタオルを当てて、聞いた。

　渡琉の斜ななめ右に座っている銀星ははっきりと「無理じゃ」と言い、目の前に座るクロノスは無言のままでやけに静かだ。

「もう少し悩んでくれよ……」

　テーブルの真ん中にはエメリッヒが置いていった小さな地球がプカリと浮いている。時間が経たつごとに球の表面を覆おおう雲が移動し、同時に大陸に落ちた影も動く。しかも自転でもしているようにゆっくりと空中で回転しているのだ。本当に地球をそのまま小さく再現したように見える。

「だいたい俺が成功したら則義の、則義が成功したら俺の魂が問答無用で持ってかれるって、なんだよ。勝手に俺らを巻き込んでさ。わけのわかんねえルールを押しつけるなよっ！」

　頰を赤く染めて、渡琉は何度目かわからない怒鳴り声を上げた。

　頭痛も吐き気も戻ってきたのだが、だからといってのんきにベッドで寝てなどいられない。

　もう少しこっちの状態も考えてほしいのだが、そういう優しさはないようだ。

「魔界側としては、これで天界に恩を売ったつもりなんじゃろうな。お前さんが失敗すれば、天界はルシアスの魂を取り戻せるじゃろうし、魔界側の勝ちとして、来年から百年下界は自分達のものじゃ。たとえお前さんが成功しても、普通は手に入らない綺麗な魂を魔界は手にする。綺麗な魂は魔界ではずいぶんと価値があるんじゃよ」

「……綺麗な魂って……どういうことだよ？」

　天界が天国のような存在だとすると、魔界は地獄とでも考えればいいのだろうか。

「代理人は普通、天界側が純粋な魂の中から決め、魔界側が人を殺すことを快楽に覚えるような魂の中から決めるんじゃ。汚れた魂の集まる魔界では綺麗な魂を手に入れることはめったにできんのじゃ」

「そんなもん手に入れてどうするんだよ」

「魔界にはそういうコレクターがおるんじゃよ。特にエメリッヒなんぞは極めて悪趣味なコレクターとして天界でも有名なんじゃよ。その一つに魂が抜けたキュートな少年少女の身体をコレクションしておると聞いとるな」

　エメリッヒはこれまでの天界からの使者に比べても際きわ立だって変人だと感じたが、そんな趣味まで持っているとは思わなかった。

「どういうコレクションだよっ！　頭がいかれてるんじゃねえの」

　渡琉はドンとテーブルを叩き、ハアッと息を吐く。

「まあいかれとるな、あやつは。のう、クロノス」

「……そうですね」

　黙り込んでいたクロノスはようやくそう言ったが、珍しく何かを考え込んでいる。

「クロノス……どうしたんだよ？」

　どちらかというと寡か黙もくで、必要以上にベラベラと話したりはしないが、それにしても静かすぎるのが気になる。

「渡琉様、ご友人の妹様の件ですが……どのように思い出したのです？」

　顔を上げたクロノスは、渡琉をじっと見つめて視線を逸そらさない。あまりにも美しい容貌のクロノスに凝視されると、同じ男であっても、居心地が悪くなるのだから不思議だ。

「どのようにって……まあ、ちょっと忘れてたみたいだけど、ちゃんと思い出したぜ」

「誰かが亡くなるということは、この世界においては非常に辛く悲しい出来事なのではないのですか？」

　クロノスは怖いほど真剣な顔で言った。

　まるで渡琉が友人の妹の死を忘れていたことを責めているようにも聞こえ、肩を竦すくめた。

「そ……そうだけど」

「それを忘れていたのですか？」

「だから……上う手まく言えないんだけどさ、ノリの妹の話が出た時、実感がなかったんだよ。普通、忘れるようなことじゃないから、俺だって自分の記憶力の悪さに驚いたけど。今は全部思い出せてるよ」

　慌てて説明すると、クロノスは今度、話題を変えてきた。

「まだ肝心なことを渡琉様は知らされておりません」

「肝心なこと？」

「確かに……戦いはこちらのミニ地球上で行われます。ですがもし天界の代理人が負けたら、ここでシミュレーションされた出来事は、新たな百年の間に実際に起こるのです。渡琉様がご友人思いなのはわかっておりますが……私はそれをとても心配しております」

「ちょ……ちょっと待ってくれよ。そのルールはなんだよっ！　聞いてねえよっ！」

　渡琉はエメリッヒが登場してきた時よりも、驚いた。

　では渡琉が負けたら、二千万人以上が死ぬことになるというのだろう。いや、どういうことが現実に起こるというのだ。考えようとしてもあまりの事の重大さに、想像が追いつかない。

「……じゃあ、じゃあ……俺が負けたら大変なことになるっていうのか？」

「ええ」

　クロノスはなんの感慨もない表情でそう言う。

　この中で、興奮しているのは渡琉だけのようだ。

「このことをノリは知ってるのか？」

「知らないでしょうね。普通、このことは代理人に知らされないのです」

　当然のように言われ、渡琉は目を見開いた。

　彼らにとってはどうでもいいことなのか、それとも知らせると代理人が躊ちゆう躇ちよするから話さないのか。

「それは反則だろっ！」

「なぜ、それほど腹を立てていらっしゃるんです。渡琉様は私達が魂を奪おうとした時、大変抵抗されましたね。にもかかわらず、ご友人のためなら奪われてもいいと、思われているのですか？　その次は二千万人の命がかかっていると知ると、今度はそちらが大事のようにおっしゃっている。では今の渡琉様にとって何が一番重要なのです？」

　クロノスは恐ろしく整った表情に、からかうわけではなく、本当に疑問を浮かべている。

「……なんかさ、お前って時々変なこと、言うよな？」

「そうでしょうか。私は渡琉様の優先事項がどこにあるのかを確認しているだけです。それを知った上で私の行動が決まります」

　そんなことを言われても、どれもこれも渡琉にとって大事なことなのだ。それを一つに絞ることなどとてもできない。

「一つに絞ることなんてできねえよ。だいたい、どれもこれも大事だから困ってるんだろ。ノリの魂も持ってかれるわけにはいかねえし、だからといって俺が負けて、大量に人が死んじまうのも困る。じゃあ、どうすればどっちも上手く解決できるのかを俺は考えたいんだ。銀星、なんかいい手はねえのか？」

「ないのぅ」

　モグモグとみかんを頰張りながら、銀星は言った。

　諦めが早いのか、それとももう関心が失われたのか、銀星はみかんを食べるのに夢中だ。

「お前さ……もうちょっと悩んでくれよ。で、クロノスはどうなんだよ？」

「これに関しましては、渡琉様はご自身で考え、この小さな世界で起こる問題を解決しなければならないのです。天界の代理人なのですからね」

　クスリとも笑うことなくクロノスは、目の前の浮かんでいる小さな地球を指さした。

「わかった。そういう時だけ、下界不介入って言うんだよな」

「いつもそう申しております」

　だが、その表情がいつもより鋭く感じられ、なんとなくクロノスが怒っているように見えた。

「俺の見間違いだったら悪いけど、お前、もしかして怒ってるのか？」

　クロノスは静かに立ち上がり、言う。

「……気のせいですよ。ところで、渡琉様しかご存じないご友人の秘密はございますか？」

「ノリの秘密ってことか？　なんでそんなこと知りたいんだ？」

　そういうことに興味がないはずのクロノスの質問に、渡琉は驚いた。けれど、クロノスは真剣な眼差しを渡琉に向けていて、本気で知りたがっている様子だ。

「聞いてはいけませんか？」

「そういうわけじゃねえけど……。そうだなあ、ノリは昔『もやし眼鏡』って言われて苛められてたんだけど、俺とノリは苛めてた奴らがプールの授業に行ってる間に、パンツをこっそり盗んで川に捨ててやったことがあったんだ。プールから戻ってきた奴らが慌てる姿は、すっげ～面おも白しろかったな。でもさ、面白かったのは最初だけで、だんだんやりすぎたかもって罪悪感に苛さいなまれてさ。誰にも言えなかったよ。これは二人だけの秘密なんだけど、そんなの知ってどうするんだよ？」

　クロノスは沈黙したまま何かをじっと考え込み、そのまま岩にでもなるんじゃないかと思うほど微動だにしなかったのだが、不意に顔を上げた。

「お話しくださってありがとうございます。……少し調べたいことがありますので、出かけて参ります。銀星、このような事態の中、渡琉様の魂を奪おうとする輩やからは現れないでしょうが、私が不在の間、渡琉様をお守りください」

　礼儀正しく一礼して去ろうとするクロノスを渡琉は呼び止めた。

「え……あ、クロノスって」

「すぐに戻って参りますので、ご心配なく」

　切れそうなほど鋭いを視線を持つ美貌の従者は渡琉の心配など気にならないのか、ゼファーと同じように天井を突き抜けて姿を消した。

「だから……そういうのやめろって……はあ～もう、言い疲れた」

　渡琉は額に置いたタオルを取り去って、何度も顔を手で撫で上げた。

「クロノスってもともとああいう奴なのか？」

　渡琉はいくつめかわからないみかんを食べている銀星を見つめる。銀星は猫の姿をしているが、クロノスと違って話しやすい。

「ああいう奴とはどういう奴じゃ？」

「そりゃあさあ、クロノスは楽しく話ができるタイプじゃねえことは見るからにわかるけどさ。もうちょっと何か行動する前に説明してくれるといいんだけど……それって、言って聞いてくれると思うか？」

　少し前まではクロノスやゼファーに魂を狙われて大変な目にあったが、今は味方になってくれている。学校では副教頭として過ごしながら、渡琉を見守ってくれているし、自宅に戻ると他の人間には見えない姿で側にいてくれた。渡琉としてもどうせまたやってくるだろう天界からの使者を追い返すためには、どうしてもクロノスの力が必要だ。

　クロノスがルシアスに忠誠を誓うのと同じように、渡琉にも接してくれるのはありがたいと思うし正直助かっている。だが、やはりそういったことに慣れない。

　だいたいどれだけ年が離れているのかは確かめる気もないが、クロノスの方が年上で、渡琉はようやく十六歳になったばかりの少年なのだ。しかもやんごとない生まれではないので、誰かに傅かしずかれるというのは気持ちが悪い。

「無理じゃ」

「あっさり言うな」

「お前さんはどうしたいんじゃ？」

「……俺はクロノスとは主人と従者っていう間柄じゃなくて、どちらかというと兄さんとか、友達のような関係になれたらいいなあ……ってずっと考えてるんだよな。俺的にはできるだけそう努力してるつもりなんだけど、何をどう誘っても気に入らない感じなんだよ」

　テレビゲームに誘ってのってくるのはゼファーか銀星だ。

　面白いマンガを貸すよと言って喜ぶのもゼファーか銀星だ。

　飯をごちそうすると言うと飛んでくるのは銀星で、ゼファーはスナック菓子ばかり食べていて、クロノスは興味なさげに佇たたずむだけ。

　お笑い番組を見て喜ぶのは銀星で、メロドラマが好きなのはゼファーだ。ニュースに関してのみクロノスは興味深い目を向ける。

「まあ、お前さんがクロノスをどう見ておるのかは知らんが、クロノスはそういうお前さんのことを嫌がってはおらんようじゃぞ。あれでの、構われるのは嫌いではないんじゃ。天界でももっぱら話しかけているのはルシアスじゃったが、クロノスはそれが嬉しかったんじゃろ。孤独に過ごしてきた男じゃからのう」

「ぶっす～としてるのにか？」

　銀星が言うことを渡琉には信じられずにいる。

　クロノスが興味を引きそうなことをいろいろ話しかけたことを思い出してみるものの、あの仏頂面が楽しそうな笑顔を浮かべた記憶などない。もっとも逆に、嫌な顔を見せることもないのだが。

「もともと、ああいう顔じゃろうが」

「まあ……それはそうだけど」

　子供が大人と仲良くするのは難しいのかもしれない。まだ腹は立つものの、ゼファーのようにガキだと馬鹿にされる方がましだと思うほど、渡琉様と呼ばれることに抵抗があるのだ。

　もっとも銀星とはとりあえずいい関係を築けているようだ。きっとクロノスやゼファーよりさらに年齢が上であるため、銀星の方が渡琉の扱いに長たけているのだろう。

「まあのぅ、お互い出会ったばっかりじゃ。お前さんだって今の友達と仲良くなるまでにはそれなりの時間を要したじゃろうが。それと同じように、相手をよく理解するには時間が必要じゃよ」

「まあ……そうだけど」

　確かに銀星の言うとおり、時間は必要なのだろう。

「放っておいてもクロノスはお前さんのことしか考えておらんじゃろうし、すべての行動はお前さんのためじゃ。何も言わなくても信じていい相手じゃと安心しておればいいんじゃよ。話してくれる頃には面倒なことを片づけてくれとるよ。それよりのぅ、今のお前さんの問題はまずはそいつじゃ」

　と、銀星はミニ地球を尻尾しつぽで指した。すでに緊張感がない。

「……そうだった、問題はこっちなんだよ」

　焦あせったところで今は頭も痛いし、熱もある。目の前には最大の問題が浮かんでいる。

　体調がこれ以上、ひどくならないことを願いつつ、渡琉は浮かぶミニ地球に視線を向けた。










　則義は魔界からやってきたエメリッヒに連れられ、怪しげな洋館にやってきた。

　知らない場所ではない。裏には渡琉の家があって、則義が覚えている限り、ここはずっと空き地だった場所だ。

　高い鉄てつ柵さくは敷地を囲み、密集して植えられている常緑樹は、洋館の姿を外から見えなくしていた。しかも街灯がないため、どこまでも闇が広がっているように思える。

「僕……やっぱり家で……」

　とりあえずエメリッヒの勢いに押されるようにして則義は洋館までついてきたのだが、ここにきて急に不安に襲われた。

　エメリッヒがこの世界の法則を無視する存在であることは、則義の部屋の壁を突き抜け、出たり入ったりするのを見て、理解した。とてもよくできた地球儀を空中で取り出し、ちょっとしたゲームをしようと提案され、その説明も受けた。

　誰が自分の相手なのかわからないが、則義が上手く勝つことができたら、この世界で一つだけ願いを叶えてもらえるのだという。そのことも半信半疑なものの、エメリッヒの存在を認めることで、信じてみることにした。

　エメリッヒが他の人間に邪魔をされずにゆっくりと考え、作戦を練られる場所を提供してくれるというから、則義はついてきた。だが人の気配がしない薄暗い洋館のホールに立つと、お化けでも出てきそうな異様な雰ふん囲い気きに、言いしれぬ不安を感じたのだ。

「ああ、ちょっと暗いですからねえ……大丈夫。君のために用意した部屋はとても明るいんですよ。もちろんベッドも広くて毛布はフカフカです。バスルームは広々としていて、ゆっくり疲れを癒せるでしょうねえ。そうそう、高級スイートルームと言っても差し支つかえないんですよ。ああ羨ましい。そうそう、部屋の隣はちょっとした図書館になっています。作戦をいろいろ練るだけの情報がそこにあるでしょう。参考にしてくださいねえ」

　エメリッヒはやたら大げさに身振り手振りを交えて言った。愛想はいいのだが、信用はできない抜け目のないしたたかなところも垣かい間ま見られる。

　何か本当の目的を隠しているような気もするのだ。

　とはいえ、エメリッヒはこの世のどんな人間にも該がい当とうしない人物だった。壁を通り抜け、空を飛び、奇妙なゲームに誘ってくる。

　まだ宇宙人だと言われる方が信じたかもしれない。

「本当に……僕が勝つと妹を生き返らせてくれるんですか？　そんなことできるんですか？」

　階段を上っていくエメリッヒの後ろをついて歩きながら、則義は聞いた。

「君は本当に同じ質問ばかりしてきますねえ。頭の悪い問いかけにはうんざりですよ。いいですか。信じられないというのなら、他に権利を回してもいいんですよ。君のように心から叶えたい願いを持つ人間はごまんといますから」

　エメリッヒは振り返りはしなかったが、腹の底に響くような声で言った。もしかするとこちらからは見えないものの、恐ろしい顔をしていたのかもしれない。

「い……いいえ。信じてます」

　則義は慌ててそう答えた。

　現実では考えられないことに巻き込まれているが、上手くいけばそれこそ、普通では叶えられない願いが現実になるのだ。エメリッヒからやってみないかと言われた時、自分の魂をかけることには少し悩んだが、それよりも願いを叶えたい気持ちの方が強かった。

　負けなければいいのだ。

　運動なら勝つ自信はないが、頭を使うゲームなら得意だった。対戦する相手が誰なのか知らされていないが、同じ高校生と争うらしいので、その点、不公平はないだろう。

　ただ、則義がどうやって大量殺人を行うか、相手がそれをどう止めてくるのかが問題だ。できれば自分が止める役目の方をやりたかったが、先に決まっていたらしく、則義には選ぶことができなかった。

「さあ、さあ、こちらですよ。好きに使ってくださっていいですからね。好きな時に眠り、シャワーを浴び、テレビを見る。年が明けるまでどんなふうに過ごしてくださっても構いません。もちろん、ゲームを進行させるのも、全く手出しをせずに終わらせるのも、プレイヤーの自由です。ただ、そうなると敗者となってしまうので覚悟はしてくださいねえ。その小さな世界で起こるすべてのことは、当事者が決め責任を負うのですからね」

　最後はよくわからないことを口にして、エメリッヒは則義の背を押して部屋に入れると、役目は終えたとばかりに出て行った。

「あ……あのっ……」

　則義はエメリッヒを追うように廊下に出たが、すでに姿は消えていた。捜したところで見つかりそうにない。則義は部屋に戻ると改めて周囲を見渡した。

「確かにすごいかも……」

　一人で寝泊まりするのがもったいないくらい、豪華な部屋だ。

　二十畳ほどあるだろうか。

　奥にベッド、手前の部屋には家具が置かれている。それらのほとんどは素晴らしい細さい工くがなされていた。丁てい寧ねいに磨かれたことがわかるように、木目が飴あめ色いろに輝いていた。椅い子すやテーブルも同じく、どっしりしていながらも、足や縁に繊せん細さいな彫ちよう刻こくがなされていて、見るからに高そうだ。

　ベッドのある部屋の窓は上下が大きくとられており、ベランダに出ることができるようになっていた。花もあちこちに飾られていて、部屋にはいい香りが満ちている。

　ただ、手前の部屋にあるテーブルには、例の地球を象かたどったボールが浮かんでいた。

　どういう仕組みなのかわからないが、ぷかぷかと浮かんでいることから、中には水素ガスでも入っているのかもしれない。

　則義はソファに座って目の前に浮かぶ地球を眺めた。

　本物の地球を凝ぎよう縮しゆくするとこんな感じになるのではないかと思えるほど、リアルにできている。

「両手を地球の下に差し込むと、キーボードが現れるんだっけ」

　則義はエメリッヒに聞いた使い方を思い出しながら浮かんでいるミニ地球の下に両手を差し込んだ。すると格子状の光がミニ地球から放たれて手に当たった。ゆっくりとミニ地球の下から手を引くと、テーブルの上に赤い光のキーボードが現れた。

　以前キーボードが赤外線で表示され、持ち運びに便利だという最新式を見たことがあったが、それとよく似ている。

　試しに赤いラインで区切られて光っている「１」を指で押すと、ミニ地球の脇に水色のモニターが現れ「１」の数字が白く光った。

「ＳＦみたい」

　赤外線のキーボードから手を離し、ため息をつく。

　キーボードに入力しなくても、心に願いを強く思い浮かべることでも、入力ができるらしい。

　確かに普段からゲームで敵を倒したり、ゾンビを倒したりしている。その数を改めて数えたことなどないが、好きなゲームは二週、三週と回を重ねることから、二千万人くらい倒しているかもしれない。

　だが倒すと殺すでは感じる生々しさが違う。

　エメリッヒの言うこのゲームは、架空とはいえ二千万の人を殺す方法を考え、実行するというものだ。たとえゲームだといっても、二千万人の命を奪うことに、躊躇してしまう。どのゲームも表現が違うだけでやることは同じなのに、言葉が違うだけでこれほど嫌な気分なる。

「そこの下界のサル。何を躊躇ためらっておるのじゃ。さっさと、抹まつ殺さつゲームを始めぬか！」

　可か愛わいらしいのに、傲ごう岸がん不ふ遜そんな声が部屋の入口から聞こえて、則義は顔を上げた。

　そこには九歳くらいに見える少女が立っていた。

　現実にはありえないピンク色の髪は長くて裾がクルクルとカールしており、小さな顔立ちには大きすぎる目がついていて、たっぷりの睫まつげが覆っている。

　ヴィクトリアン調の姫袖シャツに、フリルがたっぷりついたミニスカート。編み上げのブーツは細い足を強調している。そして一番目につくのは、左の中指にはまっている指輪だ。五百円玉ほどの大きさがある真っ赤な石が煌めいていた。

「ええっと……君は誰？」

「おんしのような品性の卑いやしい下界のサルに、わらわの名を告げるのも腹立たしいわ。じゃが、まあ、聞くがよい、サル。わらわの名はローズ」

　可愛らしい顔からは想像もつかない偉えらそうな口調に驚いて、則義は目を丸くした。

　突然現れたローズという少女にどうしていいのかわからない。

「……ローズ……ちゃん？」

「おんしはわらわを馬鹿にしておるのかえ？」

　こっちこそ馬鹿にされているのではないかと思いつつ、ローズの〝フン〟という顔を見て、言葉にするのをやめた。
















　ローズは子供には不似合いな、優雅な足取りで則義の側まで来ると、大振りの扇せん子すを振る。

「そ……そうじゃないけど……じゃあ、どう呼んだらいいのかなぁ？」

　行動を目で追うと、ローズはテーブルの上に腰をかけて足を組んだ。ミニ地球の隣に陣取られて、則義は困惑していた。

「ローズ様と呼ぶがいいのじゃ。我が名を呼べることを名誉に思うがよいぞ」

　名誉と言われても、則義にはこのローズという少女がどう偉いのかよくわからない。

「は……はあ。あの……それで、僕に何か用ですか？」

「なんともふがいない下界のサルにアドバイスに来たのじゃ。エメリッヒに聞いたが、おんしは死んだ妹を呼び戻したいそうじゃのぅ。では、負けてはならぬはずじゃ。ぼんやりしておる時間なぞないぞえ。さっさと人殺しの計画を立てるがいい」

　ローズは少女には似つかわしくない、冷酷な微笑を浮かべた。










　渡琉は空っぽの胃にスープを入れてから、風邪薬を飲んだ。

　こういう時に限って体調が万全ではないことが悔くやまれる。とはいえ則義のためになんとかしなければならない。

　渡琉はテーブルの上に浮かび上がったキーボードを眺め、ため息をついた。

　高校でパソコンの授業もあるが、渡琉はキーボードを操作するのが苦手なのだ。このミニ地球に向かって強く望めば、キーボードを使わなくてもいいと聞いているが、それもまたなんだかややこしそうだ。

「なあ、エメなんとかって奴……魔界では偉いのか？」

「エメリッヒじゃ。魔界では確か百二十三番目の貴族じゃったはず」

　銀星は髭を震わせて言う。

「……微妙な数字だな、それ。つうか、偉いのか下したっ端ぱなのかどっちなんだよ」

「まあ、上位になるじゃろう」

　渡琉が偉いと思えるのは感覚的にせいぜい十番以内だろう。それが百二十三番目で偉いと言われても、ピンとこない。

　それよりその番号で上位なら魔界の貴族というのは何人いるのだ。

　あまり詳しく知りたくない。

「……でさ、魔界まであるなんて反則じゃねえか。天界の存在だけでも俺からするとやっかいなのに。考えれば考えるほどむかつくぜ。……それで、俺は何をしたらいいんだよ？」

　テーブルにティッシュの箱を準備して、頭痛薬に熱冷ましの葛くず湯ゆも用意した。体調だけが優すぐれないが、とりあえずなんとかするしかない。

「向こうが何かを仕掛けてくると、画面に出てくるはずじゃ。それに臨りん機き応おう変へんにお前さんが対抗策を入力する。わかるかの？」

「何度も聞かされて、耳にタコができそうだよ。けどさ、俺はノリみたいに頭がいいわけじゃないから……上手くできるかどうか、すっごく不安だ」

　すでにゲームが始まっていて、どちらとも参加を辞退できない以上、やるしかない。

　渡琉の作戦は非常にシンプルだった。

　どうにかして引き分けに持っていくこと。そうすれば互いに魂をとられないですむ。具体的な方法は今のところ探せないでいるのだが。

　問題は、則義は運動こそ苦手だが、学年の成績では常に五本の指に入る秀才だ。勉強の苦手な渡琉はいつも則義を頼りにしている。だから頭脳戦になるととても敵かないそうにない。

「わしも不安じゃ……」

　と言っている銀星がこたつでみかんを食べているのを見ると、なんだか緊迫感がない。

「でもさ、銀星。もし、ノリの命令が『二千万人が病気で死ぬ』なんてものだったらすぐにゲームは終わるんじゃねえの？」

「そういう直接的なやり方は入力できないんじゃ。ゲームにならんからのお。ちゃんと意味のあるものを利用したり、天災を発生させたりして目標を達成するんじゃよ。じゃから、魔の命令を天の命令で取り消すということもできんのじゃ」

「でもこのミニ地球……すっげ～よくできてるよな。よく宇宙から撮影された地球ってあるけど、それに似てる。いや……それ以上かも」

　ミニ地球を見れば見るほど、本物のように見えてくるのだ。

「これはのう。中もまんま同じように作られておるんじゃよ」

「まんま同じ？」

　銀星の顔とミニ地球を交互に見ながら渡琉は言った。

「この戦いに参加している二名を除いて、すべての人間が再現されておるんじゃ。状況や結果を同じ環境で見られるようになっとるんじゃよ」

「もしかしてこのちっこい地球の中に入れるとか？」

「ああ、そうじゃ。片手で触れると中の様子が画面に映し出され、両手を地球に突き刺すと中に入れるんじゃ。見てきたらどうじゃ。この中では何をしてもええんじゃぞ。幻まぼろしじゃからの」

　とてもそんなふうに見えないのだが、さすがにこの世界にはない代物だ。銀星の言うとおりのものなのだろう。ただ、中にまで入って確かめたいとは思わないが。

「いいよ……なんかすっげ～悪趣味だぜ。あ、何か画面に出てきたな」





　≫十時二十五分・魔の第一の命令、実行。

　　海水の温度が十度上昇する。






　空中に浮かんだ画面には、チカチカと文字が点滅している。これが則義の考えた最初の命令なのだろう。

「上昇したらどうなるんだっけ？」

「わしは下界のことなぞ、わからんぞ」

　銀星は顎をテーブルにのせて、髭を震わせた。

「……海の温度が上昇するって……ええっと……地球温暖化？」

　学校でも地球温暖化のことを勉強した記憶はあるが、だからどうなるのかという細かいところまで覚えていない。

「じゃから、知らん」

「お前も使えねえなあ、もう。確か、学校で温暖化防止活動推進センターの冊子が配られてたよな……とってくるよ」

　渡琉はこたつから出ると、ヨロヨロとリビングから出て、階段を上った。なんだか頭の芯が重くてグラグラする。

　自分の部屋に入るとすぐさま勉強机から社会科の教科書を探す。教科書はすぐに見つかったが、今まで寒気すらしていたのに、ふと暑苦しく感じた。

「……なんか……暑い？」

　厚いセーターを脱いで、渡琉は薄手のパーカを羽は織おった。窓の外を見ると、ずっと降っていた雪がいつの間にかやんでいて、積もっていたはずの雪まで姿を消している。

「大変じゃっ！　大変じゃぞ、渡琉っ！」

　下から銀星が声を上げて叫んでいるのが聞こえ、渡琉はすぐさま階段を駆け下りた。

「どうしたんだよ、銀星」

　リビングに戻ると、銀星はこたつの上に上って、例のミニ地球に右前足で触れていた。

　触れている部分が拡大されて映像が浮かび上がっていた。

「落ち着いて見るんじゃ。まずは……こっちじゃ」

　銀星はミニ地球の海の部分に浮かび上がっている白い渦巻きを指さした。先程はなかったその白い渦巻きはたくさんあって、大陸に向かって移動している。

「……見た。ノリが入力した地球温暖化のせいか？」

「じゃあの、落ち着くんじゃぞ……わしも何がどうなってるのか……混乱しとるよっての」

　銀星は尻尾でテレビのリモコンを前足で持ってくると、電源を入れた。画面はすぐに明るくなって、臨時のニュースを映し出した。




『現在、カリブ海・メキシコ湾・北大西洋西部・北太平洋東部に大量のハリケーンが同時に発生しています。原因は不明。大変な暴風雨が予想され……』




「なっ……何がどうなってるんだよ────っ!?」

　テレビに映し出されたニュースと、こたつの上に浮かんでいるミニ地球を交互に見ながら、渡琉は大声を上げた。

　現実にはならないと聞いていたゲームが、どういうわけか現実の世界に災害をもたらそうとしている。こんなことがあってもいいのか。

「わしにもわからん」

　銀星は本当に驚いている様子で、口をあんぐりと開けている。

「現実になるのは俺が負けた後だろ？」

「そのはずじゃが……どうなっとるんじゃ？」

「じゃあ、なんでこんなことになってるんだ？　あ、ちょ……ちょっと待ってくれよ。考える時間が……いや……俺が止めるしかないんだな」

　渡琉はポケットから金の懐中時計を取り出した。

　蓋ふたには鳥や花、星や月の細やかな装飾がされている。竜頭がトップに一つ、向かって左手には二つ、右に一つのボタンがついていた。文字盤は一から十二までのローマ数字がぐるりと囲み、内側には五の倍数のアラビア数字が六十まである。右真ん中には秒を測る目盛りがあり、十の倍数のアラビア数字の間には金色の星の刻印が円を描いていた。首からもかけられるような長さの鎖くさりがついている。

　綺麗なだけの懐中時計ではない。これは、時間を操作できる時計なのだ。

　渡琉は左に二つあるボタンの上を押した。すると水面に落とした石が美しい波紋を作るように、光の波が渡琉を中心として内から外へ一瞬のうちに広がり、時間が停止する。

「止めたのかの？」

　銀星がキョロキョロ周囲を眺め、テレビの画面が静止したことや、ミニ地球の自転が止まっていることを確認していた。

「そうするしかねえだろっ！　時間を進ませたまま考えてたら、どんどん死者が増えるってことなんだからなっ！　止めて……考えるしかないっ！」

　怒鳴りながらも咳き込み、渡琉はこたつに入って座った。

　手の中にある懐中時計を眺めながら、どうするのかを必死に考える。だが、答えはすぐに出ず、則義がこの事実を知っているのかどうか、そんなことばかりが頭に浮かぶ。

「地球の温度が上がるんだったよな……じゃあ、同じだけ下げたらどうだよ？」

　上がるというのなら、こっちは下げてやるのだ。

　これなら何事も起こらないはずだろう。ただ、本当にそうなるのかが、わからない。

「……そうじゃのう……いや、よくわからんの」

　銀星は髭が縦に九十度になるくらい首を傾げて唸る。

「だってな、とりあえず気温が上がるっていうんだから、俺が気温が下がるって願ったら、プラマイゼロだぜっ！　ぜって～そうなるよ……な？」

　と考えて、止めた時間を進めようとした渡琉だったが、『下がる』という願いを今の時点で出しても、すでに海上に生まれたハリケーンが消えてくれるという保証はない。

「ノリの願いが実行されたのは何時だ？」

　空中に浮かんだ画面を見つめ、命令が実行された時間を確認する。





　≫十時二十五分・魔の第一の命令、実行。

　　海水の温度が十度上昇する。







　≫五〇〇一






「ええっと十時二十五分なんだな。じゃあ……俺はその時間より少し前に戻って、『海水の温度は、十度下降する』ってキーボードに打ち込んで、一分遅れの二十六分に実行すればいいのかもしれない」

　そう言いながら、銀星の同意を得ようと視線を向けたが、やっぱり逸らされた。

　銀星にもわからないということだろう。

「なあ、さっきはなかった数字が画面上に現れてるんだけど……こいつはなんだよ？」

「第一の命令によって現在の時点で死んでいる人間の数じゃ。まだまだ増えるじゃろうな」

「あっさり言うなよ……シミュレーションじゃなくて、現実になってんだぜ」

「なんでじゃろうなあ……わしにもわからん。こんなことは今までなかったことじゃ」

　渡琉と違って危機感はなく、不思議そうに首を傾げる銀星に、渡琉は涙が出そうだ。

　それでもずっと時間を止めておくこともできないし、かといって相手の実行された願いを直接消すことはできない。

「やるしかないか」

　なんとなく言葉で誤ご魔ま化かすだけのもののように思えたが、渡琉が考えられる最良の案はこの程度のものでしかないのだ。

　渡琉はもう一度ボタンを押して時間を進めると、すぐさま懐中時計の針を戻し、十時二十分に合わせた。

「ええっと……これでいいんだよな」

　時間を操作できる時計は、一分でも一度戻すと、もうそれ以上前には戻せなくなる。

　やり直しは一度しかできず、時間を戻すということは、自分の寿命が一カ月縮まるということでもある。だからよく考えて戻さなくてはならない。

　それでも今は必要な処置だ。

「渡琉っ！　はよう、せんかいっ！」

　銀星がなぜかフリルの似合う、見た目キュートな九歳の美少年に戻って、窓を押さえている。

「なんで少年に戻って……えっ……わあ──────っ！」

　窓のガラスがあっという間に割れて、外から暴風が吹き込んできた。

　渡琉はすぐさま柱にしがみついて時計を操作しようとしたが、風で視界がまともに見えない。

「ちょ……何がどうなってるんだよっ！」

　リビングにある、あらゆるものが部屋の中で渦巻いて、母親が大事にしていた花瓶や、カレンダー、銀星が食べていたみかんの皮まで一緒くたにグルグル目の前で回っている。

　これも地球の温度が上がったために起こったのだろう。

「止めるか、戻すかどっちでもいいが、さっさとせんかっ！」

　銀星は向かい側の柱にしがみついて声を上げていた。

「ぎぎぎ……銀星～っ！　時計の画面が見えないんだよっ！」

　必死に目を凝らしているのだが、吹き込んでくる風が強くて、視界がはっきりとしないのだ。

　いや、何か操作をしようと手を離すと、身体が飛ばされそうで怖い。

「じゃから、戻すんじゃのうて、とりあえず止めるんじゃっ！」

「そ……そっか！」

　止めることなら手探りでできる。

　渡琉はもう一度、時計のボタンを押して時間を止めた。だが、同時に身体が風で浮き上がり、天井まで吹き上げられた。

「うわああっ！」

　時間は止まったが、それに影響を受けない渡琉の身体は、今度は下へと落ちる。

「おおっと、俺様のクロちゃんはどこへ行ったんだ？」

　下で受け止めてくれたのは、いつの間にか戻ってきたゼファーだった。

「なっ、なんだよゼファー！　おっ……俺を下ろせっ！」

　ゼファーに抱えられていると、なんだかとてつもなく嫌な気分になる。

　魂に道を指し示すというが、どう言葉を変えてもゼファーはただの死神にしか見えない。いや、ゼファーがクロノスに特別な感情を持っているからかもしれない。だから触れられたくないというか、近寄ってほしくないというか。どちらにしても、そのあたりは微妙だ。

「俺様に命令する気か？　大体、助けてやったのに、礼もねえのかよ。最近の人間は礼儀を知らねえようだな」

　渡琉が嫌そうな顔をするのと同じく、ゼファーも鼻の頭に皺を寄せ、犬けん歯しを剝き出しにしている。だったら、さっさと下ろしてくれたらいいのに、内心では渡琉の反応を楽しんでいるのか、そうしてくれない。かえって顔を近づけてくる始末だ。

「じゃあ……サンキュ。これでいいだろ。もう、いいから下ろしてくれよ。格好悪いだろ」

「仕方ねえな。下ろしてやる」

　ゼファーの腕から下ろされた渡琉は、息を整えながら、周囲を見回した。

　いろんなものが砕けて風に舞い、空中に浮かんでいる。グシャグシャになったリビングを母親が見たら、きっとしばらく立ち直れないに違いない。

　そんな中、なんの被害も受けずに、こたつのテーブルの上に浮遊しているミニ地球の姿だけが異様だ。

「そういや俺が時間を戻したり止めたりするの、すっげ～嫌がるじゃないか。仕事を勝手に減らされるって言ってさ。なのに、今日は何も言わないのか？」

「本当は勝負がついてから現実になるはずの現象が起こってっだろ？　ま、どうせガキが時間を戻してなんとかすっだろうと思ってなぁ。決着のついてねえ魂を案内するほど、俺様も暇じゃねえんだよ。つうか、面倒くせぇ」

　ゼファーはフンと鼻を鳴らし、持っている鎌を肩にのせて、空中に浮いているみかんを手に取った。

「あんたらしいなあ……って。俺、こんなことしてる場合じゃないんだよ」

　ここで止めた時間を進めると、また暴風に晒さらされる。とりあえず、風が来ないところで時間を進めてから、改めて戻した方がいい。

「わしは髪が乱れるのは嫌じゃ。身だしなみはいつも整えておかんとのう」

　人型の銀星は巻き毛の髪を手で撫でつけて整え、フリルについたゴミを払う。

「中身はじいちゃんのくせに、何が身だしなみだよ……ああもう、しゃべってる場合じゃねえよな。どこなら落ち着いて時間を進められるんだ……」

　リビングのあちこちにガラスの破片が飛び散っていて、素足で歩くと怪け我がをする。渡琉は空中に浮いて静止しているスリッパを手にとって履はく。

「そういえばゼファーって外から来たんだよな？」

「あ？」

「外はそんなにひどいのか？」

「ひどいって、何がだ？」

「だから、ここみたいにグチャグチャなのかって話だよ」

「ああ、そういうことか。竜たつ巻まきが通っていったようだな。ここは掠かすめただけのようだが、中心地点が通ったところはもっと面白いことになってるぜ」

　ゼファーはソファに横になると、いつの間にか自分のものだと主張していたポテトチップスの袋を手に持って、またモシャモシャと頰張りだした。

　天界関係者はどいつもこいつも緊張感がなさすぎる。どうせ自分の住んでいる世界ではないから、竜巻が縦断しようが、家が壊れようがどうでもいいのだろう。

「時間が動きだしたら、大事そうに抱えてるポテトの袋をしっかり持ってろよ。風で吹っ飛ばされるだろうからなっ！」

　渡琉が怒鳴ると、ゼファーは珍しくきょとんとした目をして、次に爆笑した。

　何が面白いのかよくわからないが、ゼファーにはウケたようだ。

　渡琉は大おお股またで歩いてリビングから出ると、トイレに入った。トイレのような狭い場所は、家の中でも造りが頑丈だと聞いたことがあるからだ。

　幸い窓も割れることなくそこにあり、渡琉はホッと一息ついた。

「時間を進めて……戻す」

　渡琉は慎重に時間を進めるボタンを押すと、すぐさま針を戻して、竜頭を押した。










　趣味の悪い建物だ。

　きっと昼間でも薄暗いであろう、鬱蒼とした木々が洋館を取り巻くように生えている。

　そのくせ虫の気配すらなく、負のエネルギーがあちこちに満ちていて、生あるものが誤って紛まぎれ込めばすぐさま腹を見せることになるはずだ。

　こんな近くに勝手に魔の洋館を建てられて腹立たしい限りだが、渡琉を無理やり代理人に仕立て上げたことが、何より許せない。

　クロノスは門も洋館の玄関も通り抜けてホールに入った。エメリッヒはクロノスが来るのを見越していたように、階段の手すりに座り待ちかまえていた。

「来ると思っていましたよ、クロノスくん」

　絹のような金髪は緩やかにウエーブがかかっていて、やけに白い肌がまるで燐りん光こうを帯びているようで周囲の景色がぼんやり滲にじむ。

　足元まである白いケープには金糸の刺繡が施されていて煌びやかだ。エメリッヒは派手な容貌をさらに際立たせようとしているのか、いつだって首や腕に金のアクセサリーを垂れ下がるほどジャラジャラとつけていた。

「どういうつもりです？」

　クロノスがジロリと睨ねめつけると、エメリッヒは何もかも知った顔でニッと笑った。

　この男は心がねじ曲がっていて、噓つきなのだ。いつだって本当のことより噓の方が多い。

「どういう……とは？」

「大がかりな記憶操作が行われたようですが、まさかあの方まで巻き込んだのですか？」

「記憶操作？　そんな事実はありませんよ」

　エメリッヒは両脚をブラブラとさせて、高い天井からぶら下がるシャンデリアを眺めている。

「確かに下界の人間には違和感なく記憶操作が行えたようですが、渡琉様の魂はルシアス様のものです。あの方に記憶操作など通じません。だから渡琉様の記憶だけが曖あい昧まいになっているのでしょう。それが計算違いだった。違いますか？」

　睨みつけたまま、僅かも視線を逸らさずにクロノスがそう言うと、エメリッヒは「チッチ」と口を鳴らして、人差し指を左右に振った。

「嫌ですねぇ、クロノスくん。そういうことは気づいても知らぬ振りをするのが、同じ魔界の者のよしみでしょう？」

「もと、ですよ。表現は正確にお願いします」

　そう言って目を細めると、エメリッヒはやれやれと言わんばかりに両掌を天に向けた。

「闇は光に焦がれ、光は闇に焦がれる。それはもう、とてもよくわかりますよ。でもねえ、お互い相あい容いれない存在であることを、君もわかっているでしょうに……」

「そうですね、衣裳で憧あこがれを表現するよりましだと思っていますよ」

「……おや、クロノスくんは私の格好が気に入らないようですねぇ。白と金は天界の専売特許ではないでしょうに」

　クロノスは色ではなく、衣裳や飾りを身に着けることで、エメリッヒが光を纏まとおうとしているのではないかと言っているのだが、面倒だから訂正はしなかった。

「では、貴方は私の居所が気に入らないようですね。それより話題を戻しましょう。あの方がいらしているのですね」

　今度は有う無むを言わさぬ声で告げると、エメリッヒはふうんと鼻を鳴らし、肩を竦めて口を閉ざした。その代わり、耳にしたくなかった声がクロノスの名を呼んだ。

「おお、そこにおるのは裏切り者ではないか。わらわに今更何用かえ？」

　声は階段の上からかけられ、クロノスは顔を上げる。そこには鋭い眼光を放つ瞳を持った少女が立っていた。

　クロノスはこの少女をよく知っている。

「……やはり、ローズ様が記憶操作をされたのですね」

　ローズはルシアスの妹であり、記憶操作の力を持っている。

　友人の亡くなった妹について、渡琉の性格からすると、本来ならば絶対に忘れるはずがない。それがとても曖昧だったため、クロノスはルシアスの妹の関与を疑ったのだ。

　何よりローズは、兄に対する思い入れが異常なほど強い。

　ローズがここにいるということは、クロノスがこの世界に来た時と同じように、何を犠ぎ牲せいにしても兄の魂を連れ帰るつもりでいるはずだ。

　クロノスが渡琉の魂を持ち帰らないと決心する前に一度天界へと戻り、ローズに対してなぜルシアスが誰にも相談せずに転生の実を口にしたのかを、伝えるべきだった。いやそうするつもりだったのだが、こんなにも早くローズの方から行動するとは思わなかったのだ。

　そう後悔するものの、もう遅かった。

「では、天界側の立会人はローズ様なのですね」

　普通は双方に立会人がいるはずなのに、エメリッヒの姿しか見えなかったことも、クロノスは気になっていたのだ。その立会人がローズとは思いたくなかった。

「そっおうなんですよねえ～。でもほら、ローズ様はどうしても下界の人間の立会人になどなりたくない、私に協力したいと強く希望されまして……。普通ならば許されませんが今回の天魔杯争奪戦ゲームはいつもと状況が違いますので、まあ……こういうのもありでしょう」

　楽しげに笑うエメリッヒをクロノスは睨みつけた。

　この不敵な笑みを懇願に変えてやりたい欲求に駆られるものの、天魔杯争奪戦ゲームの期間中、立会人に手出しは許されない。

「ローズ様はどちらに？」

「わらわの前におめおめとようもその姿を見せられたものじゃのぅ。おんしはわらわに約束したではないか。必ずわらわの兄上様を連れ戻してくると。あれは噓だったのかえ？」

　ローズは顎をやや上げて、ツンとした表情のまま、ゆっくりと階段を下りてくる。その姿をじっと眺めながら、クロノスは言った。

「私はこちらでルシアス様と直接お話をする機会がございました。ルシアス様はご自身が納得された上で、下界に転生されたのです。この世界で人間として生き、自らの魂に人としての経験を刻みたいと望まれるルシアス様のお気持ちを、私は尊重するつもりです。ローズ様にもそうしていただきたいと私は強く希望いたします」

　階段の半ばまで来るとローズはフワリと飛び下りて、クロノスの前に立った。

「……わらわはおんしの言い訳を聞きに来たのではないぞえ」

「申し訳ございません」

「おんしにはその気がないようじゃが、わらわはどんなことをしても兄上様を連れ戻すつもりじゃ。でなければこんな、臭くて汚らしい下界になど来ぬわ」

　ローズはドンとクロノスの胸を叩く。クロノスは少し下がり、それでもローズの向ける視線を逸らすことなく受け止める。

「ローズ様。貴方の兄上様がお決めになられたことです。妹君の貴方がそのようなことをおっしゃったことを知れば、ルシアス様はとても悲しまれますよ」

　その言葉にローズは目を怒らせる。彼女の気持ちもわかるため、これ以上強くは言えない。

「そうですかねえ……誰もルシアス様の口から事実を聞かされていないのですから、クロノスくんの妄想かもしれないのですよ」

　成り行きを見守っていたエメリッヒが間に割って入ってきた。この男はローズを自分の側に巻き込んで、ただでさえややこしい事態をさらに搔き回そうとしている。

「私は妄想を語ったりはしない」

「おや、それは失礼」

「ローズ様。貴方にとって私は信用できない相手かもしれませんが、そこにいるエメリッヒよりは信じていただけると思います」

「渡琉という人間にほだされて、本来の目的を放棄したクロノスくんなど、本当に信じるに値しますかねぇ。無理無理」

　ローズの真横に立ち、まるで自分がローズの味方とでもいうように、エメリッヒはニンマリ笑っている。

「エメリッヒ、いい加減にしろ」

「わらわは誰も信じてはおらぬわ。じゃが、兄上様を連れ帰るためなら誰とでも組むつもりじゃぞ。それにの、クロノスがわらわの目的達成に邪魔な存在ならば、しばらく黙っていてもらうだけじゃ」

　意味深なローズの微笑に、クロノスはそこで初めて、彼らの目的に気づいた。

　逃げ出そうとした瞬間、二重の円に囲まれた六ろく芒ぼう星せいが足元から目も眩くらむような閃せん光こうを放った。クロノスはいつの間にかその中心に立っており、噴き上げた光の渦が頭上で交差して床に突き刺さる。

「……くうっ！」

　急激に身体のエネルギーが奪われ、肌が粟あわ立だつような感覚が広がる。

　クロノスは立っていることができずに膝をついたが、鞘さやから抜いた二本の剣を支えにして、なんとか身体を支えた。

「……閃光の……檻おりかっ！」

　クロノスには決して触れることのできない、天界の光によって作られた檻で、そこに入っているだけで身体の力が吸収されてしまうのだ。

　クロノスがその美貌に焦りを浮かべた頃にはすでに遅く、光の檻の向こうで、してやったりという笑顔のエメリッヒと、クロノスを冷ややかに見つめるローズの姿があった。

「ええ。ローズ様にお願いして、用意していただいたのですよ～。私が準備してもよかったのですがねえ……もと魔界の者にはやはり閃光の檻が似合いでしょう？　だ～い成功！」

　パチンと指先を鳴らすエメリッヒは嬉き々きとしている。

「ローズ様、聡明な貴方でしたら理解できるはずです。ルシアス様はいい加減なお気持ちから下界に転生されるような方ではないと。あの方はこの世界で人間を学びたいと思われたからこそ、転生の実を口にされたのですよ。人間の一生など瞬まばたきをする程度の時間。それなのに、僅かの時間すらお待ちになれないのですか？」

　クロノスが必死にこの愚行を説こうとしているのに、ローズの冷ややかな表情は変わらない。

　ルシアスを連れ戻すことだけに囚とらわれた妹の心は冷え固まっているようだ。

「……裏切り者と話すことなどもうないぞえ」

「ローズ様」

　立ち上がる力をも奪われたクロノスは、浅く息を吐き出しながらも、なんとか剣で身体を支えていた。

「なぜじゃ……わらわはこのようなおんしの姿など見とうなかったわ」

　寂しげに伏せられる睫に、クロノスは言った。

「ローズ様……。どうかご理解ください。ルシアス様が……この世界で生きることを望まれているのです。たとえ……妹君のローズ様であっても……ルシアス様が選んだ生き方を否定することも……それを奪おうとすることも……許されないでしょう」

「……おんしはわらわのことを何も知らぬ。じゃからそのようなことを言えるんじゃ。もうよいわ。好きなだけそこにおるとよい」

　ローズはクルリと背を向けるとトテトテと階段を上がり、姿を消した。

　クロノスはまた浅く息を吐き出した。

　確かにローズは気位が高く我わが儘ままなところもあるが、決して悪意を持っているわけではない。口調もきついがそれはただ、自分を表現することが少し苦手なところからくる、彼女なりの照れ隠しだ。

　ローズは兄であるルシアスを本当に尊敬している。ならばその生き方も尊重しているはずなのに、なぜこれほどまでに兄を連れ戻そうとするのかがわからない。

「月光のごとく美しい顔が悲ひ愴そうに歪むのを見ると、ゾクゾクしますねえ」

　エメリッヒは閃光の檻に近づいてくると、顎を撫でながら興味深げに中を覗き込んでくる。

「何を……考えている？」

「大したことではありませんよ。ただ、あの渡琉という人間に知らせてあげるつもりなんです。クロノスくんが裏切って私の味方についたとねぇ。そうすれば金魚のフンでしかないゼファーはま～ず、人間の味方などしないでしょう？　まあじいさんには確かに手こずるでしょうが、本気で自分の立場が危うくなれば、それこそ尻尾を巻いて逃げ出すはずです」

　笑顔でエメリッヒはそう言い、息が荒くなっているクロノスの姿をじっと目で追っていた。

「エメリッヒ……貴様という男は……」

　怒りに反して、剣で支えている身体が鉛なまりのように重くなっていくが、なんとか意識を保った。

「人間はとても脆もろいのですよ、クロノスくん。君が裏切ったと知れば、たいそうショックでしょうねえ。いいえ～。いずれ味方など一人もいなくなるのです。もともとお一人でいらっしゃったのですから、構わないでしょう。この勝負、天界の負けになるのは想像しなくてもわかることですねえ。ああ、愉ゆ快かい」

　あざ笑うエメリッヒに、クロノスは額に汗を浮かべながらも、微笑を向けた。

「……渡琉様の魂は……ルシアス様のもの。だからこそあの方の心の強さや……人に対する思いやりを人一倍……渡琉様も持っていらっしゃる。そんなに……簡単に貴様の言うとおりになると……本気で思っているのか？」

「ええ。もちろん、そうなりますよ。だってねえ、クロノスくん。この麗うるわしい美貌の私に敗北という屈くつ辱じよくは似合わないでしょう？」

「……貴様の存在が敗北……そのものだ」

　身体を支えていた手や膝が震え、剣を持っていることすらできなくなってきた。

　クロノスは、荒くなった息を吐き出しながら、とうとう床に四よつん這ばいになっていた。

　長い髪が床に落ち、歯を食いしばる表情に影が落ちる。

　クロノスはルシアスに永遠の忠誠を誓った。

　今は同じように渡琉に対しても忠誠を誓ったのだ。

　ルシアスならばクロノスの忠誠を決して疑わないだろう。

　だが、渡琉はどうだろうか。

　初め自分が渡琉の命を狙っていたことを考えると、まだ信頼には遠いのではないか。

　いや、大丈夫だ。

　出会って間もないものの、渡琉の性格をある程度理解していた。

　渡琉は正義感が強く、真まっ直すぐな心の持ち主で、根に持つタイプではないのだ。クロノスは上手く応えられないものの、渡琉がいつも気遣って話しかけてくれるのを嬉しく思っていた。

　渡琉はクロノスを信頼してくれている。

「口だけは達たつ者しやで困りますね」

　エメリッヒがそう言うのと同時に、時間が戻る空間の流れが身体を駆け抜けた。

　渡琉が今、なんらかの理由で時間を戻したのだろう。

「ああ……大変、いけませんねぇ。時間を操作するのはどう考えても反則ではありませんか」

　エメリッヒは面白くなさそうにそう言い、いつの間に用意していたのか、ワインを注いだグラスを手の中で揺らしている。

「反則？　……渡琉様を……天界の代理人に選んだ段階で……彼の力は許されるはずだ」

　ギリギリと歯を食いしばり、クロノスはようやく言った。

「ですからねえ、こっちも少し条件をつけさせてもらったのですよ。本来は決着がついてから現実のものとなる命令の現象が、実は、すでにこの下界で起こっているのです。ゾクゾクしますねえ～。本物の命をかけて戦うんです。身体中に歓喜が駆け巡っていますよ～」

　うっとりとした表情のエメリッヒに、クロノスは異を唱となえた。

「それこそ……反則ではないかっ！」

「いえいえ。天界たっての依頼でしたからね～。魔王様も条件を出されたわけですよ。仕方ないでしょう？　人間とはいえ中の魂はルシアス様ですからねえ。それなりにハンデがあってしかるべきでしょう？」

　誰か一人でもこの戦いで命を失うことになれば、渡琉の責任というより、ルシアスの無む垢くの魂が汚けがされることになるのだ。

　天界は多少汚されても、ルシアスの魂を奪い返せたらいいと、判断したのだろうか。

　それは間違っている。

「……く」

　なんという不覚……。

　エメリッヒがどういう行動に出るのかなど、少し考えたらわかることだったはず。それを予想できずに、簡単に罠わなに捕とらわれてしまったのだから情けない。

　この世界に、守護者がいないまま渡琉を一人にするわけにはいかないのだ。

　渡琉は若さゆえの無鉄砲さや、真っ直ぐな正義感を持っている。

　時を操ることはできるが、渡琉はあまりにも幼く、無力だ。

　誰かが守護してやらなければ、魂の望みは叶えられない。

　渡琉を守る……ひいてはその魂の持ち主であるルシアスを守ると誓ったのに、それが果たせないかもしれない。

　いや、ここで弱気になるわけにはいかないのだ。

「貴様のしていることこそ……この神聖な行事を汚すことだと……なぜわからない？」

　クロノスの言葉にエメリッヒは、やれやれという表情を浮かべて、姿を消した。










　時間を戻すと、渡琉はキッチンに立っていた。

　空っぽの胃では風邪薬を飲めなくて、インスタントのスープを作ろうとしていたのだ。

　だが、渡琉は時間を戻す前にすでに飲んだのだから二度目のスープや薬も飲まず、銀星や先程はいなかったゼファーのいるリビングに戻った。

　時間を戻すと自分の胃の中のものはどうなるのか考えたことがなかったものの、なんとなく胃がタポタポしている感じがしたので、スープも薬も飲まなかったのだ。

　こたつの上にはミニ地球が浮かんでいて、猫の姿に戻った銀星は、今度は髭を前足で整えている。

　ゼファーはソファに座って、どこから持ってきたのかわからない雑誌を読みながらポテトチップスを食べている。今の状況に興味がないのだろう。

　渡琉はゼファーをいないものだと無視し、銀星の斜め前に座って、ミニ地球の下に手を入れて左右に振った。すると赤い光のキーボードがテーブルの上に現れる。

「……これって普通のパソコンみたいに、キーボードを打って、『ＥＮＴＥＲ』キーを押して実行なんだよな？」

　両手の人差し指でポツポツと打ち込み、何度も宙に浮かんだ文字を確認する。

　本当にこういうのは苦手だ。

「そうじゃ」

「これって天界製か魔界製か知らないけど、キーボードってなんか下界的だな」

　一字一句目で追い、渡琉は『ＥＮＴＥＲ』キーを押す準備をして、待つ。

　則義より後で打ち込まなければいけないからだ。

「下界の人間が使いやすいようにしてあるんじゃろ。ほら、さっさとせんと、また部屋がシェイクジュースじゃ」

　銀星は前足で頭を押さえて、身だしなみを乱されたくないというポーズを取る。今は猫の姿なのだから気にしなくてもいいと思うのだが、違うようだ。

「ノリが先に打ち込むのを待ってるんだよ」

　二十五分まであと一分なのに、こうやって待っているとやたら長く感じる。

「……きたっ！」





　≫十時二十五分・魔の第一の命令、実行。

　　海水の温度が十度上昇する。






　渡琉は永遠とも思われる一分をさらに待ち、『ＥＮＴＥＲ』キーを押した。





　≫十時二十六分・天の第一の命令、実行。

　　海水の温度が十度下降する。






　これで解決するのかどうかわからないが、とりあえず窓ガラスが割れることも、リビングの中で嵐が巻き起こることもなく、二つの命令はただ静かに光っていた。

「……で、どうなるんだよ？　上手くいったのかよ？」

「画面に結果が出るはずじゃぞ」

　渡琉は銀星と顔をつきあわせるような感じでじっと画面を見つめ、結果を待った。





　≫第一の命令、相そう殺さい。






「よっしゃっ！」

　渡琉はガッツポーズを決めてみたが、不意に立ち上がって窓の外を確かめた。

　雪は相変わらずチラチラと降っていて、世界は今も静かに時を刻み、リビングの破壊も免まぬがれている。

　次にテレビをつけてみたが、どこも年末の特別番組ばかりで騒がしく、世界の異常気象を伝える臨時ニュースもなければ、そういった速報も流れなかった。

「大丈夫そうだな」

　渡琉は安堵のため息をつくと、ドッと襲ってきた倦けん怠たい感かんからヨロヨロとこたつに足を突っ込んで座り、今度は仰あお向むけに寝転がった。

　だが、すぐさま身体を起こす。

「……待てよ。こういう命令ってまたすぐに来るものなのか？」

　いくつめかわからないみかんを手にとっている銀星に渡琉は聞いた。

「エメリッヒがちゃんと説明しとったじゃろ。一つ出せば、二十四時間は次の命令を出せないんじゃよ。その代わり、年が替わるまでなら何日じゃろうと次の命令を伸ばすことができるんじゃ。もっとも、今のようにすぐに相殺されることはまあ、めったにないがのぅ」

　その言葉に緊張がほぐれた渡琉は、おかげで自分の体調がどうだったのかをようやく思い出すことができた。

「それを聞いて安心した……。俺マジでもう限界だったんだよ。身体は熱っぽいし、頭は痛いしさ。俺、朝までここで寝る。なんかあったら起きるだろうし、いくらなんでも二十四時間寝続けないと思うけど、次の命令が出てるのに俺が寝てたら起こしてくれよ」

　風邪をひいているのにこたつで寝るのはよくないのだろうが、何かあったらすぐに動けるようにしておきたい。

「部屋のベッドで寝た方がいいんじゃないのかの？　二十四時間は絶対に命令は出ないんじゃから、それまではゆっくりすりゃあ、ええ」

　銀星のアドバイスはありがたく、一瞬はそうしようかと考えたものの、やはりできなかった。

「……わかってるんだけどここにいた方がホッとできるんだよ。」

　はあ～っとため息をついて、渡琉はミニ地球を眺めた。

　なんかもう、第一の命令だけでドッと疲れた。

「天魔杯争奪戦ゲームはどうでもいいけどよ。俺様のクロちゃんがどこへ行くと言ったのか、聞いてねえか？」

　ソファに座ってバリバリとポテトチップスを食べていた手を止めて、ゼファーがおもむろにそう言った。

　言われてみれば、そろそろ姿を見せてもいいはずのクロノスがまだ戻ってきていない。

「確かにそうだけど……いつも勝手に出て行って、勝手に帰ってくるだろうから、しばらくしたら戻ってくるんじゃねえの？」

　渡琉の言葉にゼファーは鼻の頭に皺を寄せると同時に鋭い犬歯を見せて、不満を表した。

「下界のどこにも気配が感じられねえんだよ。よ～、じじいはどうなんだよ」

「私用という感じで出ていきよったんじゃが……確かに気配が感じられんのぅ。変じゃ」

　銀星は天上をぐるりと見回し、髭を上下にピクピクと震わせる。

　渡琉にはわからないが、彼らには互いの存在場所を確認できるアンテナがあるようだ。

「ガキは心当たりはねえのか？」

「俺？　全然。……てことはさ、今は下界にいないってことになるのか？　じゃあ、なんかの用で古巣に戻ってるんじゃねえの？　あんたらは上とか下とか簡単に行き来してるじゃん」

「これだからガキはどうしようもねえな。クロちゃんは上の命令に背そむいたんだぜ。そう簡単に戻れるわけねえだろうが」

　それは渡琉にもわかるが、クロノスは学校の副教頭を普通にやっているし、ゼファーは留守がちだが保健室の先生として生息している。そういうわけで二人とも普通に下界に馴な染じんでいて、危機感がそこまで湧かなかったのだ。

「それを言うならゼファーもそうだろ？」

　クロノスが裏切り者になるのなら、ゼファーも同じなはずだ。

　なのにゼファーは今もポケベルみたいなものを持っていて、そこに連絡が入れば普通に天界の仕事をしている。

　渡琉からするとなんだか不思議だ。

「ガキの魂を無理やり引き剝がせという命令と、寿命が尽きた魂を導くごく普通の命令は、出どころが違ちげ～んだよ」

　面倒くさそうにゼファーは言い、凝りもしないだろう肩を鳴らす。

「……なんか役所みたいだな」

「下界にも仕事をすっためにゴミみたいなシステムがあっだろうが」

「ゴミ言うな。お前みたいに悪い奴は一部で、きちんと仕事する人の方が多いんだっ！」

　ジロリと睨む渡琉に、ゼファーは馬鹿にしたような笑いを浮かべている。

「まあ、お前さんが変だと思っても仕方ないじゃろうて。じゃがそのシステムに救われとるんじゃぞ。ルシアスが下界に転生したことは十二神の中でも数えるほどしか知らされてないからのぅ。普通の天界人は何も知らされておらん。まあのう……時を司るルシアスが下界に転生したことが知れ渡ったら、大変なことになるじゃろうから、穏便にすませるためにも、クロノスやゼファーへの処分が先延ばしにされておるんじゃろうて」

　だんだん険悪になってきた二人の間に銀星は割って入ってきて、ムッとしている渡琉を宥なだめてきた。

「なんか俺、その十二神っていうのがよくわからねえんだけど……天界って十二人だけしかいないってことか？　で、死んだら魂はどこへ行くんだ？」

「どう話してやればわかるかのう……。下界で暮らす人間の魂というのはのう、天界か魔界、そして下界を行き来しとるんじゃよ。入口で選別をするのがゼファーのような魂に道を示す者じゃ。じゃからわしらにとって下界でいう人の死は、それほど重要ではないんじゃ。お前さんにとっての死の感覚は違うがのう。それでじゃ。天界では十二神が頂点におっての、その下に十二神の命令を遂行したり世話をする天界人がたくさんおる。さらに下に魂の存在があるんじゃよ」

　なんだか凄いことを聞いているような気がしたが、渡琉は真剣に聞いていた。

「……それって、天国みたいなものか？」

「天国の概念がわしにはよう理解できんからのう……」

　銀星は首を傾げて唸っている。

　とはいえ、渡琉だって天国という漠然とした世界を銀星にどう説明していいのかわからない。

「魔界ってじゃあ、なんだ？　地獄みたいなところか？」

「いや。お前さん達の思うておるような世界とはちと違うかもしれんぞ。魔界は貴族社会じゃ。魔王が頂点におって、貴族の裾が広がっておる。絶対的な力の差があっての。上か下か。同位というのがおらんのじゃ。天界は十二神の一人が一番偉いんじゃが、それ以外の十一人はみな同じ位じゃ。同じと言いながら、まあ……微妙に建たて前まえのようなところがあっての。多少の力の差はあってのう、互いに牽けん制せいし駆け引きもあるんじゃて」

「……もういいよ。なんか余計に混乱してきた。まあ、なんていうか。ルシアスが天界に戻らねえと、いずれクロノスやゼファーが処分されるってことか？」

　ますますややこしくなる異世界のことを、今はこれ以上聞かされても、頭に入らないだろう。

　渡琉にとっての関心は、クロノスがいずれ処分されるかもしれないということだ。

「今、どう上が考えとるのか、わしにもわからん」

「俺様はそんなことどうでもいいぜ。クロちゃんとなら俺様はどんな罪にでも問われてやると誓ったからなあ……二人でならどこまでも堕おちても本ほん望もうだ。ああ……俺様って本当に健けな気げだよなあ～。……じゃなくて、だから俺様のクロちゃんはどこへ行ったんだ？」

　独ひとりよがりの色ボケが酔よったように呟いているが、確かにこの緊迫した状況下でクロノスがいまだに戻ってこないのはおかしい。

「下界に存在がないってことは……普通に考えたら天界にいるんじゃねえの？　で、なんか処分を受けたとか」

　渡琉がそう言うと、なぜか銀星とゼファーが意味深な目配せをした。

「今のなんだよ」

「俺様もちょっくら行ってくるわ」

　ゼファーはそう言って天井を突き抜けて姿を消した。

　もともとゼファーの行動に興味はないが、こんなふうに行かれると、気になって仕方がない。

「ゼファー!?」

「わしも寝るぞ」

　銀星は渡琉の隣で猫としては大きすぎる身体を丸くさせる。

「銀星？」

「朝食はスクランブルエッグに、蜂はち蜜みつのたっぷりついたトースト四枚じゃ」

　上目遣いでそう言った銀星は渡琉が呆あつ気けにとられている間に目を閉じた。

「……なんだよ、俺だけのけ者か？」

「病人はさっさと寝るんじゃ」

　その病人を起こした張本人は姿を消し、わけを聞ける相手は寝たふりをする。

「ちょ、待てよ。俺になんの説明もなしか？」

「ぐうぐう……」

　狸たぬき寝入りは明らかなのだが、これでは何を聞こうと答えてくれそうにない。

「……もういいよ」

　今度は部屋の明かりを落としてからこたつに入り横になった。

　闇の中、テーブルの上に浮かんでいるミニ地球がやけに青く光っている。同じものを則義もどこかで見ているはずだ。

　渡琉は知っているが、則義は相手を知らない。

　時間を戻して訪れた最悪の未来を変えたものの、命令が実行されると現実になることを、則義は知らされているのだろうか。

　いや、則義は勝てば相手の魂が奪われることさえ知らないのだろう。

　知っていれば則義はきっと後悔し、やめようとするはずだ。

　きっかけは妹を取り戻すためだったとはいえ、だからといって大おお勢ぜいの人の命を代わりに差し出してもいいなんて、絶対に則義は考えたりしない。

　渡琉が則義と友達になったのは小学生の時だ。引っ込み思案なところがある則義は、同じ学年のクラスメートより小柄ということもあってか、昔からよく苛いじめられていた。

　渡琉は喧嘩早いわけではなかったが、もともと正義感が強かったためそういうことが許せず──苛めていた中にはもともと渡琉の友達もいたが、この時から疎そ遠えんになった──いつの間にか則義と一緒に過ごす時間が増えた。

　則義は確かに少し内気だが、とても物知りで話してみると話題の尽きない相手だ。そして、いじめられる痛みを知っているからこそわかる、優しさと気遣いを持っている。

　頭がいいのを鼻にかけることなく、勉強が苦手で塾をよくサボっていた渡琉の面倒を見てくれたのも則義だった。

　則義のそんな人柄に少しずつ、苛めに加わっていたクラスメイトが気づき、普通に接してくれるようになっていった。また則義は、自分を苛めていた相手にも何もなかったように宿題の解き方をアドバイスしたり、昨日見たバラエティー番組の話題で楽しく盛り上がることもできる男なのだ。

　そんな則義が渡琉は大好きだ。

「……妹か……」

　渡琉には兄妹きようだいがいない。

　母の亜也子はもう一人欲しかったらしいが、渡琉を産うんだ時にそれが望めない身体になったのだ。普通なら渡琉が、兄ちゃんが欲しいとか、妹が欲しいとか言いだしそうなものなのだが、亜也子の方がそう口にすることが多かったためか、自分で言葉にした記憶がなかった。きっと幼おさな心ごころにそれを母親に求めるのはいけないことだと敏感に察知していたのかもしれない。

　でも、もしも妹がいたら、溺でき愛あいしていたと渡琉は思う。

　茜ちゃんか～……。

　記憶にある則義の妹を心に浮かべようとすると、睡魔が遠のいていく。

　それにしても変なのだ。理由がよくわからないのだが、さっきまでは茜の顔がはっきり思い出せていたのに、今ではのっぺらぼうになっている。

　さっきからずっと則義との出会いを思い出していたというのに、則義と茜が一緒にいた姿がなかったことにも違和感を感じた。普通ならごく自然に則義と茜が一緒にいる場面を思い出してもいいはずだろう。

　則義の家に初めて遊びに行った時、彼の母親がどれほど歓待してくれたのかを渡琉はよく覚えている。

　なのに、きっとはにかみながらも母親か兄にまとわりついていただろう、茜の姿がない。

　食べきれないほどの料理とお菓子はすべて手作りで、残ったものを包んで持ち帰らせてくれたのだ。確か私も欲しいと駄だ々だをこねていたはずの、幼い茜の姿はどこにもない。

　フルーツケーキを食べた亜也子が、作り方を学びに則義の家にしばらく通っていた。そこで亜也子が則義の母親とキッチンに立っている姿は思い出せても、やっぱりどこにも茜の姿がないのだ。

　何かが変だった。

　本当に則義の妹はこの世に存在していたのだろうか。

　それとも渡琉が単に忘れているだけなのか。いや、いくら物忘れがひどくても、親友の妹の顔や姿を思い出せないなんて、絶対におかしい。本当に死んだというのなら、墓はかがあるはずだ。

　明日、確かめてみるか……。

　墓があったら信じるしかないのだろうが、果たしてそんな気持ちになれるだろうか。

　渡琉は内心では不安に陥おちいりながらも、ようやくやってきた睡魔に身を任せることにした。

　渡琉は一人ではない。

　親や友達には相談できないものの、味方になってくれているクロノスも銀星もいる。ゼファーはあまり頼りにならないが、数は多い方がいい。

　今回も乗り切ってみせる。

　渡琉が渡琉としてこの世界で生きていくためには、どうしても必要なことだからだ。










　翌日渡琉は病やまいをおして健吾を誘い、街はずれにある公営霊れい園えんに向かった。

　入口は簡素で、道なりに地じ蔵ぞうがいくつか立っている。

　形だけの管理人の在駐する平屋が右手にあったが、人の気配がしない。左手には水場があり、水を運ぶバケツが無む造ぞう作さに置かれていた。

　水くらい持っていこうかと考えたものの結局やめて、手ぶらで則義の妹の墓に向かった。

　最初渡琉は則義の妹の墓までは知らなかったから、則義の家に電話をして聞こうとしていた。だが、先に連絡した健吾がよく知っていると教えてくれたためしなくてすんだ。

　だが友達の妹の死についてよく知っていたとしても墓の場所まで知っているものだろうかという疑問が浮かんだ。

　健吾が知っていてもおかしくないとも思えるし、いや、そこまでわかっているのは変じゃないかとも思う。

　則義の妹である茜の存在について疑問に思えば思うほど、何もかもがおかしく感じるのだから不思議だ。

「そやけど渡琉、えらい顔赤いで。風邪ひいとんのか？」

「……ああ、でも今日は熱も引いてるみたいで、ちょっとましかな」

　朝方やんだとはいえ、一晩降り積もった雪があちこちにあって、世界を白く染めていた。

　大気は冷たく、呼吸するだけで身体の内部から凍えそうだ。

　地面を覆う雪はキシキシと音を立て、二人の歩調に合わせて踏みしめられていく。

「そないな時は、家で寝てた方がええんやけどな」

「完全防備で来たから大丈夫だよ」

　渡琉はセーターにダウンのジャケット、ピッタリしたジーンズに、スニーカーを履いていた。健吾はセーターに黒の細身のパンツ、濃い茶色のジャケットがよく似合っている。

　二人が完全防備で冷えた空気に身を縮めながら歩いているのに、銀星はふっくらとした毛と、でっぷりとついた脂肪のおかげか、寒さなど感じない様子で歩いていた。

「そやけどなぁ渡琉。なんで今頃茜ちゃんの墓参りやねん」

「ちょっとさ、気になってさ。ほら、このくらいの季節だったんだろ？」

「なんや昨日から渡琉はその話ばっかりやな。ノリとも連絡つかへんし、どないしたんや？」

　健吾は怪訝な顔を向けてきた。

　確かに則義の妹はもう五年も前に亡くなっていて、それまでチラリと話題に上ることがある程度だ。

　健吾が疑問に思うのも無理はない。

「ノリと……その……ちょっと喧嘩してさあ……それで……なんていうか……妹さんに神頼みっていうか……」

　自分でも呆あきれるほど渡琉は陳ちん腐ぷな言い訳しかできなかった。当然、健吾の顔には疑問が浮かんだままだったが、ため息とともに微笑に変わる。

「理由はどうでもええわ。それに、渡琉は墓の場所もわからんて、言うてたからな」

「そうなんだよなあ。こんな大事なこと、どうして忘れたのかなあ……」

　渡琉がそんな話をしていると、前を歩く銀星がチラリチラリと視線をよこしていた。何か言いたげに髭の生えた頰を膨らませているのだが、健吾がいるためもちろん言葉を発することはない。ただ、そんな銀星の様子がちょっぴり気になる。

「ほら、確かあれやな」

　整然とした区画が並ぶ中、健吾は一番奥から一つ手前のスペースを指さした。そこは他の敷地より随分と広く、周囲から一段高くなるように造られている。

　通路から階段状になっていて、そこを上がると向かって正面に、四個の石で構成された大きな墓石と、左手に細長い小振りの墓石が立っていた。

　二つともついさっきまで誰かが来ていたとでも言うように、花立てに生き生きとした墓花が生けられていて、線せん香こうはないのに香りが漂っている。

「そのちっちゃいのが茜ちゃんの墓やて聞いてるで」

　小さい方の墓石をじっと見つめている渡琉に、背後から健吾が声をかけてくる。だが、健吾は上まで上がってくることはなく、ジャケットに手を突っ込んでちょっぴり猫背になりながら行ったり来たりしていた。

「……」

　どれほど眺めても、まるで心に響くものがない。

　茜の顔も浮かぶこともなく、則義が可愛がっていた姿も思い浮かばないのだ。

　友人の妹の墓だからこういうものなのだろうか。

　なんとなく健吾の意見も聞きたくなった渡琉は、肩越しに振り返ってみたが、逆に健吾はこちらに背を向けて携帯で誰かと話していた。

　渡琉はもう一度、墓石に視線を戻して眺めながら、ため息をつく。

　思い出せないだけなら、ここまで来る必要などなかった。だが、これははっきりさせなければならないという気持ちにかきたてられてここまできた。

「お前さん、もしや、自分の記憶がおかしいと感じておるのかの？」

　足元にいた銀星は何もかもわかったように小声でそう言う。

「……え、あ……そうなんだよ」

　渡琉はそっと背後の様子を窺ったが、健吾は電話相手と何かもめているのか、大声で関西弁をまくし立てていた。これなら銀星と話していても気づかれないだろう。

「最初は漠然としたものだったんだよ。それが気がつくと急速に記憶が色いろ褪あせていったっていうか……上手く言えねえんだけどさ。ノリには妹がいて五年前に死んでるっていう事実が、噓に思えてならないんだ。健吾だって茜って子を知ってるし、目の前には墓もあるんだけどな。なんか違う。銀星、俺……頭、大丈夫だと思うか？」

　則義の妹が亡くなっていたという話を、みんながしっかりと覚えているのに自分だけがあやふやだったことに罪悪感があって、疑問をなかなか言葉にできなかったのだ。だが、ここまでくると疑問のまま放っておくことはできない。

「ゼファーはクロノスを捜しに行きおったが、クロノスが先にどこぞへ行きおったのは、それを確かめるためじゃったのかもしれんの」

　銀星は大きな目をぎょろりと動かし、真剣な表情で言った。

「確かめにって？」

「クロノスがお前さんに記憶の確認をしておったじゃろ？　わしはあの時はピンと来なかったんじゃが、こうなってくるとクロノスが何を確かめに行ったのかわかったんじゃよ」

　ううむと唸り、銀星は困惑した表情で髭を震わせる。

「どういうことだよ？」

「ルシアスの近親者に、記憶操作のできる者がおるんじゃ。わしら天界の人間には通用せんが、下界の人間は簡単に操作できよる。じゃが、お前さんは下界の人間とはいえ、その魂はルシアスのものじゃ。じゃから記憶操作が上手くいかんかったんじゃろうて」

　ということは、則義に妹がいたことや、その妹が亡くなったこと自体が、すべて記憶操作された噓の情報だということなのか。

「記憶操作？　じゃあこの墓はなんだよ？　これも記憶操作で、できるものなのか？」

「過去を変えるというものではないんじゃ。そうじゃのう……新たな記憶を植え付ける場合、そのための記憶や、辻つじ褄つまが合うすべてのものを存在させることができるという力じゃの」

「それって……あっ、健吾。どうしたんだよっ！」

　健吾は背後ではなく、いつの間に移動したのかわからないが、墓地の入口のところを歩いていた。急な用事でもできたのかと、渡琉が銀星に「この話は後でな」と言って、墓地から飛び下り、健吾を追った。

「健吾っ！　健吾って……さっさと帰ろうとして、どうしたんだよっ！　何かあったのか？」

　ようやく追いついて健吾の肩を摑んだ渡琉だったが、振り返った健吾はそれこそまるで赤の他人でも見るような目を向けてきた。

「なんで俺の名前知っとんねん。あ、そや。学校でお前の顔、見た記憶あったわ。隣のクラスの奴とちゃうか？　そやろ？」

　健吾は冗談を言っているような顔ではなく、どちらかというと話しかけられて不快だという表情を浮かべていた。

　突然の態度の豹ひよう変へんに、渡琉は啞あ然ぜんとなる。

「けっ……健吾？」

　最初は冗談でも口にしているのだと考えた。だが健吾の態度はあまりにもおかしい。

「誰と間違えとんのか知らんけど、俺はお前のことなんて知らんねんで」

　驚いている渡琉にさらに追い打ちをかけるような言葉を健吾は口にした。

「知らんって……ちょ、健吾っ！　俺は渡琉だっ！　緋ひ野の渡琉っ！　お前の友達だろっ！」

「そう言われてもな、俺は渡琉ちゅ～名前も知らんで。そらな、同じ学校やよって、顔見たことあるか～？　て、聞かれたら、見覚えはあるかもしれん……て、言うわ。けどな、健吾て呼び捨てされるような知り合いとはちゃうやろ。あんまり慣れ慣れしいせんとってくれや」

　面白くなさそうに健吾は無造作に髪を撫で上げて、渡琉を睨んでくる。

　渡琉には何がなんだかわからない。

「け……健吾……な、頭でもどこかにぶつけたのか？」

「何言うとんねん。頭、ぶつけたのはお前とちゃうんか？　知らん相手に友達や言うの、マジ、やばいで。もうええから、俺に近寄んなっ！　気持ち悪いっちゅうねん」
















　健吾はそう言うと、まるで気味の悪いものでも見るような目をしたまま渡琉に背を向けると、墓地から去っていった。

「……ど……」

　健吾はここまで渡琉と一緒に来たことも、それまでずっと普通にしゃべっていたことも、忘れていた。

　いや、健吾は渡琉という友達自体を記憶からすっかり消してしまったようだ。

　あんなに仲の良かった友達が、渡琉を知らないと断言する。つい先程まで普通に話していた友達が、詐さ欺ぎ師しでも見るような目を向けてくる。

　それがやけにショックで、渡琉は思わず背後にいる銀星に怒鳴っていた。

「どうなってるんだよっ！　銀星っ！」

「落ち着かんか」

　銀星はそう言い、なぜか周囲をキョロキョロ見回している。そんな姿が渡琉には無視をされたような気がして、余計に興奮していた。

「落ち着いていられるかっ！　これも記憶操作ができる奴の仕し業わざっていうことかよっ！　どういう権利があってそんなことをやるんだよっ！」

「おんしが悪いんじゃろうが」

　背後から可愛らしくも厳しい声色が響き、渡琉はギョッとして振り返った。

　そこには人型の時の銀星と同じくらいの年齢に見える少女が立っていた。

　ピンク色の髪は長く、毛先がクルクルと巻いている。小さな輪りん郭かくに似合わない大きな目に、瞬きをするたびに音がしそうなほどの豊かな睫。小さな唇はほんのり色づいていた。

　姫袖のブラウスはたっぷりのフリルがついていて、ベストにもなっているビスチェは、細い紐ひもで縛しばられている。ミニスカートのフリルから伸びる両脚はバンビのように細くて、膝まである編み上げブーツはしつらえたようにピッタリしていた。

　だがもっとも目につくのは、左手の中指にはまっている赤い石の指輪だろう。

「やはりお前さんか、ローズ」

　銀星はため息交じりにそう言うと、人型の姿に戻り、渡琉の前に移動する。

　少女が襲いかかってくるようには見えないが、もしもの時のために銀星は渡琉を守ろうとしたのだろう。

「久しぶりじゃのう、もうろくじじい」

「もうろくはしとらんの。……全く、口の悪さは相変わらずじゃのぅ」

　仲がいいとは思えない会話に、渡琉が驚いていると、ローズは渡琉の側までやってきて、ジロジロと上から下まで見つめた。

「なっ……なんだよ」

「なんて頭が悪そうで品のない顔をしておるんじゃ。これが兄上様の洗練された汚れのない美しき魂の入れ物とは冒ぼう瀆とくにもほどがあるっ！　ああ、見に来ねばよかったえ」

　嫌悪感丸出しでローズはそう叫び、扇子を広げて鼻と口を隠す。

「……銀星っ！　誰だよこいつはっ!?」

「あの子はの、ローズというてルシアスの妹じゃ。記憶操作ができる力を持っとるんじゃよ。じゃから、お前さんの友達が突然お前さんを知らんと言うのも、ローズが記憶操作したからじゃろうて。そうじゃろう？」

「いかにも、その通りじゃ」

　ローズは見た目には似合わないとても大人びた微笑を浮かべると腰に手を当て、モデルよろしくポーズをとった。

「ルッ……ルシアスの妹？　妹なんていたのかよ？　俺聞いてねえよ」

「そりゃあのう、言う必要がなかったからじゃ」

　確かにそうなのだろうが聞いているルシアスの性格や容貌からは、とても妹には見えない。

「お前っ、どうして俺の友達に記憶操作をやってるんだよ!?　何が目的なんだ？」

「無礼者め。お前とは誰に向かって言っておるのじゃっ！　だいたい、その程度のこともわからぬ馬鹿者に話すことなど何もないわ。わらわはただ、兄上様に帰ってきてほしいだけじゃ。おんしのことなぞどうでもいいのじゃえ」

　ルシアスの魂を返そうとしない渡琉に、ローズは怒りを浮かべた瞳を向ける。

　だが、どれほどローズに怒りをぶつけられようと、また恨まれようと、渡琉は自分の魂を渡す気はない。魂を返すということは、渡琉という人間の死を意味するからだ。

「……お前さんの気持ちはわかるつもりじゃが、エメリッヒと組むのは関心せんのぅ。あやつはお前さんを利用しとるだけじゃぞ」

　銀星が珍しく厳しい口調でそう言ったが、ローズの表情は冷えたままだ。

「そのようなこと、もうろくじじいに言われなくても、わかっておるわ。わらわを馬鹿にするでない」

　扇子を畳んで、パンと手で一つ打つ。ローズは随分と気位が高い少女のようだ。

「なあ、お前の兄ちゃんは自分で……『転生の実』ってのを食って下界に転生したかったらしいぜ。妹として兄ちゃんの意志を無視するのか？」

「おんしの意見など聞いておらぬわっ！　おお、わらわにはありありと想像できるぞえ。おんしが『ローズ様、貴方のお兄様の魂をお返しいたします。どうぞお持ちください』と言う姿がのぅ。どうじゃ、言いたくなってきたんじゃないのかえ？　ほれ、ほれほれ」

　犬でもからかうように、ローズは扇子の先を渡琉に向かって上下させる。それを渡琉は手で払って怒鳴った。

「言うか！」

「のう、クロノスのことじゃが……まだ戻ってはおらんじゃろう？」

　また扇子を広げ、その隙間からローズがこちらを窺う。どこか勝ち誇ったような笑みを浮かべて意味深な視線を向けたローズに、渡琉の心拍数が上がった。

「だからなんだよ」

　結局、朝になってもクロノスは戻ってこなかったし、ゼファーも同じだ。

　こんなふうにクロノスが一晩留守にすることはまずなかった。

　いると面倒なゼファーでも、こう姿を見ないと不安になる。とはいえ、そんな弱気な表情を見せてはローズの思うつぼのような気がした。

「あいつにもいろいろ用事があるんだろ」

「違うのう。クロノスはわらわのもとにおるわ。もうおんしのところには戻らぬ。あの男はわらわの力になってくれると約束したからのう。他の誰からの命令が聞けなくとも、わらわは違う。おんしはそれをわかっておらんえ」

　ローズは噓をついているようには見えない表情で、鼻で笑った。

「そんなこと信じるわけねえだろ」

「信じなくともわらわは一いつ向こうに構わぬわ」

　そう言うと、ローズは目の前で二回転して消えた。

「銀星、則義の妹の話は……噓ってことかよ」

　では則義はいもしない妹のために自らの魂を賭けたことになる。

　こんな馬鹿げた話がどこにあるというのだ。

「そうなるのう」

「魔界の代理人に俺の友達をどうにかして引き込むために……噓の記憶をあっちこっちに植えつけてるってことかっ！」

　考えれば考えるほど腹が立ってくる。

　渡琉の魂が下界にあることの問題は何度となく聞いた。だからといって、それを取り戻すために渡琉の友達を巻き込んでいいわけなどない。

　もっとも下界の人間を馬鹿にしている連中にそんな理屈など通じないだろう。

「そのようじゃ」

「なんだよそれっ！　どうして銀星達が真っ先に気づいてくれなかったんだよっ！」

　渡琉は確かに時間を戻したり止めたりはできるが、天界の人間がこの世界で何をしようと目にするまでわからないのだ。

「じゃから、落ち着かんか。お前さんが時間を操作するとわかるが、狭域の記憶操作に気づくのは難しいんじゃ。お前さんの友達に妹がいたのかいなかったのか、そこまでの情報はなかったからの。比較するものがないと、判断はつかんじゃろう？」

　渡琉を宥めるように銀星ははっきりした口調でゆっくりと言った。

　興奮していた渡琉も、少し落ち着きを取り戻し、心拍数も平常どおりに戻る。

「……確かにそうだよな。じゃあ、あのローズって子は健吾の記憶から俺を消して……動揺させるのが目的なのか？」

「一人だけじゃないかもしれんの……わしが心配しとるのはそこじゃ」

　あまりにも現実離れしたことに、渡琉はすぐにその言葉の恐ろしさを理解できなかった。

「……え？」

「ローズなら緋野渡琉という人間の存在自体を人々の記憶から消すことができるんじゃ」

　では健吾だけではなく、両親や親戚、学校のクラスメイトからも忘れ去られると言うのだろうか。

「今の百年に一度の祭りがすんだら……それもリセットされるんだろ？」

　そう、これはすべて天界と魔界が百年に一度行うゲームの一環だ。

　だったら、どちらが勝つにせよ、終わればすべて元通りになるはずだろう。

「天界と魔界のゲームと、ローズの力は別物じゃ」

　ではもし渡琉がこの勝負に勝ったとしても、人々の記憶から渡琉のことが消されたままというのだろうか。

　両親の記憶からも消され、友人からの記憶からも消されたら、渡琉の居場所はなくなる。

　誰も自分を知らない世界で一人、渡琉はどうやって生きていけばいいのだ。

「そんな……いくらなんでも……そんなの……やっていいわけないだろ？　俺の存在が消せるなんて……無理に決まってるじゃないか。だってそうだろ？　戸こ籍せきだってあるし、部屋だってある。そんなの簡単に消せるのか？」

　否定してほしいという希望を持ちながら渡琉は銀星に問いかけた。

「消す場合も同じじゃよ。ローズは過去を変えることはできんが、お前さんという存在に不要なものをこの世界からすべて消し、関わりのあった人間の記憶を操作することができるんじゃ」

「そ……そんなの……冗談だろ？」

　否定してほしかったのに、銀星はただ暗い表情を渡琉に向けるばかりだ。

　渡琉は思わず家に向かって駆けだしていた。

　自分の存在がこの世界から消されるなんて、考えたくない。

　両親や友達がみな健吾のような態度をとったら、どうすればいいのだ。

　家に着くと、渡琉はすぐさま鍵かぎを取り出して、玄関を開けた。まずは自分の部屋に走ったが、あるはずの部屋が物置になっていたし、渡琉の制服、着替え、学校の鞄かばんなど、果てはアルバムからも渡琉の姿は消されていた。

　恐る恐る両親に国際電話をかけたが、電話に出た亜也子が「渡琉などという息子は知らない。私は子供が産めない身体なのよっ！　からかうのはやめて！」と怒鳴り、切られた。

「銀星っ！　どうしたらいいんだよ、俺……こんなの耐えられねえよっ！」

　両親まで渡琉を忘れているのだから、これで混乱するなという方が無理だ。

　今まで渡琉は孤独を感じたことなどなかった。

　両親が共働きをしているので、平日の夕食はほとんど一人で食べなければならなかったし、勉強を見てくれることもまれだった。それでも両親から愛されていることは言葉にされなくても知っていたし、それに感謝してきた。

　また、ずば抜けて何かに才能を発揮することはなかったが、友達には恵まれた。友達はどんな時でも親身になって相談に乗ってくれたし、何か問題を抱えると一緒に解決しようとしてくれた。だからこそ、自分も彼らにとって誠実でいい友人でありたいと願ってきたし、そうしてきたつもりだ。

　そんな、十六年間の思い出は、もちろん一晩や二晩で語りきることなどできない。

　人間の歩みというのは、生きてきた同じ年数だけ、エピソードがある。なのに、あのローズというルシアスの妹は、一瞬にして渡琉という人間の生きた証あかしをすべてこの世界から奪ってしまったのだ。

「しっかりせんか。まだ終わっとらんじゃろうが」

　また二階に上がろうとしている渡琉の前に、銀星は人型の姿で立ちはだかった。猫の姿だと進行方向に立ちはだかっても跨またいでしまうからだろう。階段に足をかけているため、子供の背丈でも同じ視線になる。

「だってな、銀星。母さんですら俺のこと覚えてねえんだぜっ！　父さんも同じってことだよ。じゃ……じゃあ、戸籍からも消されてるっていうのかっ!?　俺、これからどうなるんだ!?」

「渡琉っ!!」

　パンと甲かん高だかい音が響いたかと思うと、頰に痛みが走った。

　銀星に頰を打たれたことに、すぐには気づかず、渡琉は呆然としたままその場に座り込んだ。

　何をどうしていいのかわからない。

　元通りにしたくとも、渡琉には方法がないのだ。

「落ち着くんじゃ、渡琉。大丈夫じゃ」

　銀星は渡琉の背に両手を回してギュッとしがみつくと、幼い子供をあやすように、ゆっくりと撫で上げる。

「わしらがついとるんじゃから、今は冷静になるんじゃ。いいのう？　自分ではわからないじゃろうが、お前さんはとても強い心を持っとる。大丈夫じゃ」

　銀星の小さな手が今度は渡琉の頭を撫で上げて、宥めようとしてくれている。その優しさに胸が熱くなって、痛む。

「……」

　必死に自分に冷静になれと言い聞かせるのに、こたつのテーブル上に浮かんでいるミニ地球が視界に入り、あれがすべての元げん凶きようなのだと思うと、腹立たしい気持ちと苦痛からまた涙が浮かんだ。

　人から自分の存在が忘れられるというのがこれほど辛いこととは思わなかった。

　自分を知る人がいて、初めてこの世界で存在できるのだと気づく。

「これは向こうの策略じゃ。お前さんを混乱させて、正常な判断ができないようにしようとしとる。じゃからこそ、お前さんは今は目の前のことに集中するしかないんじゃぞ」

　確かにショックは大きいが、だからといって自分にそれを解決する手だてはないのだ。今、泣いたり騒いだりしてもこの状況は変わらない。

　そう、どうにもならないのだ。だったらできることをするしかない。

　泣いてもいられないし、落ち込んでもいられないのだ。

「……銀星に当たって悪かったよ。ごめんな。なんか俺も頭が混乱しててさ。自分でもどうしていいのかわからないんだよ。こういうの普通では考えられねえことだからさ」

　気づかれないよう、涙が浮かんでいた目元をそっと拭い、銀星の身体から離れた。

　銀星は少年の可愛らしい表情で微笑する。

「気にしとらんよ」

　銀星の言うとおり、今は目の前のことに集中するしかないのだ。ただ、そう思う気持ちとは別に、自分を知る人がいないのだという孤独感が、渡琉の気持ちを乱す。

「これって……ちょっと思ったんだけど、時間を戻しても無む駄だなんだよな？」

「そうじゃ」

「全く……俺、今不法侵入してることになるんだぜ……自分ちのはずなのにさ。なんだか笑えるよな」

　落ち込んでいる気持ちをできるだけ明るくしようと、渡琉は笑ってみせた。

　だが、家の鍵は使えたが、すでに住人ではなくなった渡琉にとって、ここでの滞在は不法侵入以外何ものでもない。

「お前さんの両親が帰る頃には片づいておるはずじゃ。大丈夫じゃ。わしらはお前さんを忘れやせんし、味方じゃぞ」

「……ありがとう、銀星。でもさ、クロノスはどうしたんだろ。あのローズって子はクロノスが俺を裏切ったみたいなことを言ってたぜ」

「それはありえんの。クロノスはルシアスに、そしてお前さんに忠誠を誓ったんじゃ。あの男が魂に誓ったことを反ほ故ごにするわけなどないじゃろうて。もっとも、ゼファーが今捜しておるから、いずれ居所がわかるじゃろう。気にせんでええ」

　それは渡琉にもわかるし、今では渡琉もクロノスのことを信じている。けれどもっと強い信頼が渡琉の中にある。

　言葉では上手く説明できないのだが、クロノスのことを考えると、心の奥底から信じていいという強い感情が湧き上がってくるのだ。きっと魂の持ち主であるルシアスがそう渡琉に教えてくれているのだろう。クロノスの忠誠心はどんな時でも揺るがない。

「腹が減ってはなんとかって言うし、俺も体力をつけないと風邪がぶり返すだろうし……なんか作って食うか」

　渡琉の提案に銀星は、満面の笑みでキッチンに走っていった。
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　昨日、第一の命令が相殺されたことで、次の入力が可能になるまで時間が空あいた。

　則義は今度、相殺するのが難しい命令を考えることに時間を費ついやした。

　次の命令の候補をいくつか考え、頭の中でシミュレーションをする。

　そんなことをしているうちにいつしか睡魔に襲われて、気がついたらテーブルの上で目を覚ましていた。

　朝食は部屋の冷蔵庫から缶コーヒーとサンドイッチを取り出してすませた。

　窓から見える景色は屋敷を覆うように立ちはだかる鬱蒼とした木々ばかりだ。

　雪が降っていたにもかかわらず、なぜか屋敷内の敷地に生えている木々には全く雪が積もっていない。

「はあ……待つのも辛いかも……」

　昨日、則義の命令が一分と待たずに相殺されて、本気で驚いたのだ。

　何事も簡単にはいかないことはわかっていたものの、こうも鮮やかに返されるとは思わなかった。しかも則義の命令が実行されてからわずか一分後のことだから、相手は相当頭のいい人間に違いないのだ。

　だが、感心している場合ではない。

　則義は椅子に深く腰をかけて腕を組むと、フウッと息をついた。

　こちらが魔の代理人で、向こうが天の代理人だ。

　二千万人をシミュレーションで殺せば勝ちなのだが、たとえゲームだと割り切っていてもあまりいい気分ではない。

　これも妹茜のためなんだ……。

　則義は何度もそう自分に言い聞かせることで、どこか気の進まない自分を盛り上げている。

　そうでなければ、とてもこういう残酷なことに手を貸すなどできない。

「一度目は失敗ですねえ……」

　エメリッヒがいつしか背後に立っていて、テーブルに凭れ、ワイングラスに入ったワインを優雅に飲み干す。赤ワインよりもなお赤い唇に、ワインの雫しずくが一つ零こぼれ落ち、細くて長い指がそれを優美に拭う。

「向こうも……僕と同じようにいろいろ考えるタイプの人なんだよね……きっと」

「君が望むのなら相手が誰なのか、お教えしましょうか？」

　エメリッヒの言葉に、則義は少し逡しゆん巡じゆんしたももの、やはり聞かない方がいいだろうと思った。もしも知っている相手だったら相手の願いを奪うことになる……そう思うと、怖かったのだ。

「次に入力ができるのは二十四時間経たなくちゃならなかったよね？」

「ええ。そうですよ」

「じゃあ……僕。次の作戦は上手くいくよう、いろいろ調べてみます」

　則義は伸びを一つして、椅子から腰を上げた。

　改めて二千万人を目標に、ゲームの中で殺してみろと言われても、かなり難しいことに気づいたのだ。

　実際はミニ地球の中で起こることだから、問題はない。けれど、どうすれば何人死ぬんだろうと計算することに罪悪感が生まれていた。

「それがいいですねえ。簡単に力が相殺される命令など、面白くともなんともありません」

　エメリッヒは吐き捨てるようにそう言い、片眼鏡モノクルを正すように人差し指で押し上げている。

「あの、図書室はどこに？」

「廊下の斜め向かいですねえ」

「ありがとうございます。じゃあ、僕、図書室に行ってきます」

　あまりエメリッヒと話をしたくなかった則義はそう言い、急いで廊下に出た。

　妹茜には帰ってきてほしいが、すでにこの世にはいない。常識で考えても、失われた命が戻ってくることなどないのだ。しかも、そういうお話の主人公は、ほとんどが騙だまされていることに気づかず、上手く利用されて破滅する。

　うまい話には必ず裏があるのだという戒いましめだ。だが万が一、これが本当ならば、則義が勝ったら茜は帰ってくる。そうすれば、家族はまた明るい日常を取り戻せるはず。

「はあ……」

　図書館で参考になりそうな本を借りて部屋に戻ろうとした。が、ふと、一階のホールの光が気になり廊下からホールを見下ろした。

「……あれ？」

　上から見下ろすとよくわかるのだが、ホールの真ん中に誰かが座り込んでいる。その男の足先には二重の円に六芒星が光で描かれているように、鈍く発光していた。

　則義は本を落とさないよう両手で抱え、そろそろと階段を下りた。

「……黒野先生？」

　横顔を見ると学校の副教頭に似ている。

　けれど、着ている衣裳は中世の騎士のようだ。表情は険けわしく、それでいて病気でも患わずらっているかのように肌が蒼白い。だが、副教頭はいつもはスーツ姿で長い髪を後ろで束ねていて、表情ももう少し柔らかかったような気がして、自分の知る副教頭の黒野とは別人にも見える。

「あの……」

「杉浦則義……くん、ですね」

　横向きのまま視線だけをこちらに向けて、言う。

「えっ……あ、はい。あの……黒野先生？」

「いいえ。私は……そういった名前ではありません。人違いですよ。それより……貴方はどうしてここにいるのです？」

　黒野に似た男はなぜだか少し苦痛を堪えたように話した。

「あ、すみません。僕の知っている人によく似ていたから。それで僕……僕は……いえ。なんでもないんです」

　言ったところで信用してくれないだろうから、則義は言葉を濁にごした。

「魔の代理人……ですね」

　あっさりとそう告げられて、則義は驚いて抱えていた本を床に落とした。

　けれど普通なら落とした本を一緒に拾ってくれてもいいはずなのに、黒野に似た男は銅像のごとく微動だにせず、円の中に座っていた。

「どっ……どうしてそれを知ってるんですか？」

「どうして知っているのかは問題ではありません。ただ、貴方が魔の代理人になり、三つの命令を使って、天の代理人と戦っていることは存じております」

　こちらの慌てようとは逆に、黒野に似た男は悟さとりきった表情で、淡々とそう言った。

「……いいことか悪いことか……わからないけど……僕は亡くした妹を取り戻したいんです。頭がおかしいと思われても仕方ないんですけど……僕が勝ったら妹を蘇らせると約束してくれました。全面的に信じているわけじゃないんですが、少しでも希望があるんだったら、信じてみようと思ってます」

「魔の代理人が勝てば、天の代理人の魂が奪われ、天の代理人が勝てば魔の代理人の魂が奪われます。それをご存じですか？」

　知らなかった事実に、本を拾おうとする手が止まった。

「ど……どういうこと？　僕だけの問題じゃないの？　僕が勝ったら向こうの魂が奪われるって、そんなの聞いてません。噓ですよね？」

「いいえ」

　つっけんどんでとりつく島もない言い方だが、黒野に似た男はじっと前を見み据すえたまま、言う。

　自分だけの問題だから引き受けた。

　だが、実は同じリスクを相手も課せられているのだ。

　もっとも普通に考えたら条件は同じで、相手にもリスクがあって当然だ。

　その事実から目を逸らせていたのは、相手のことを考えると自分の妹を奪だつ還かんする気持ちが揺らいでしまうと無意識に思ったからに違いない。

「そ……そうなんだ」

「ただ、もう戦いは始まっています。今からやめることはできません。どうするつもりです？」

「やります」

「対戦者がとても仲のいいお友達でも？」

　見知らぬ相手なら事実から目を逸らすことができるが、知り合いだとそうはいかない。

「友達っ!?　そうなの!?　ねえ、誰!?　健吾のことを言ってるの？　教えてよ！」

「……緋野渡琉という貴方のお友達が、対戦相手です」

「緋野……渡琉？」

　名前を聞かされても、クラスメイトでそういう名前の人間がいたような、いなかったような、思い出せない相手だった。

「……僕の友達じゃないよ。知らない人だ」

　ホッとして胸を撫で下ろし、拾い上げた本をもう一度抱える。

　そんな則義に、黒野に似た男は恐ろしいほど怖い視線を送ってきた。

　友達となら対戦できないが、そうでないなら構わないと則義が考えていることを、責めているような視線だ。

「そんな目で見ないでくださいっ！　僕……亡くなった妹にどうしても戻ってきてもらいたいんだっ！」

　いいことではないとわかっている。もし失敗しても責任を負うのは自分だけだから、やってみる価値があると思った。だが、今はその気持ちが揺らいでいる。

「いいえ。そういう理由で腹を立てているわけではありません」

　黒野に似た男は則義の気持ちを察したように、静かにそう言った。

「じゃあ……何に腹を立ててるんですか？」

「本当に妹がいたのか、その事実を自分自身に問いかけてみてください」

　チラリと向けられた瞳は真摯で、噓をついているようには見えなかった。

　それが則義の動揺に拍車をかけた。

「なっ……何を言ってるんだよっ！　茜はいたに決まってるだろっ！　可愛い僕の妹だよっ！　五年前の年末、事故で亡くなったんだっ！　葬式を出したこともちゃんと覚えてる！」

「緋野渡琉。忘れてはならない名前ではないのですか？」

　繰り返された名前に何も感じない。

　以前に聞いた覚えもなければ、心の奥底にしまわれている名前でもない。

　則義にとって断言してもいいほど、知らない名前だった。

　対戦相手は見知らぬ相手だったことを知り、ホッと胸を撫で下ろす。

「緋野渡琉なんて名前、知りません」

「『もやし眼鏡』」

　黒野に似た男がぽつりと囁ささやいた言葉に、ギョッとした。

「えっ……どうしてそれを知ってるんですかっ！」

「こういう事態を想定して、渡琉様から聞いておりました。貴方は小さい頃『もやし眼鏡』と言われて苛められていたそうですね？」

「そんなの……ちょっと調べたらすぐにわかることだよ」

　則義は小学生の頃、小柄でやせっぽっちで引っ込み思案だったことから、よく『もやし眼鏡』と言って苛められた。だが、そのことは当時のクラスメイトならみんな知っている。

「……苛めっ子がプールの授業に出ている間、彼らの下着を盗んで川に捨てましたね」

　黒野に似た男の言葉に則義は目を見開いた。

　それを知るのは則義と一緒にいた友達だけだ。

「どっ……どうして知ってるんだよっ!?」

「最初は笑っていたのに、時間が経つと自分達のやったことに罪悪感が芽生えて、いい気分にはなれなかった。違いますか？」

　だから誰にも言えなかった。

　一緒にいた友達とも黙っていようと決めたのだ。

「……そ……そうだけど……」

「その時、一緒にいたのは誰ですか？　渡琉という名前の友達だったはずです。私はその方からこのお話を教えていただいたのです」

　あの時、確かに友達と一緒に下着を盗んだ。二人でくすくす笑いながら、教室を飛び出して近くの川へ向かった。下着を水面に投げ入れた時は、本当に気持ちよかったが、半日も経たないうちに後悔してしまった。

　一緒にいた友達……。

「多分、健吾って友達だと思うけど……」

　黒野に似た男は目を細め、何かを口の中で呟いたが、則義には聞こえなかった。さらに近づこうとしたが、黒野に似た男は何かに殴なぐられたように突然床に突っ伏した。

「どっ……どうしたんですか？」

　苦しそうに顔を歪めている男に近づこうとした則義だったが、背後から肩を摑まれて阻止された。驚いて振り返ると、エメリッヒが冷えた眼差しで立っていた。

「邪魔はしないでくださいねぇ、クロノスくん。そんなつもりでここに引き留めているわけじゃないんですから」

　エメリッヒは触れなくてもクロノスと呼んだ男に痛みを与えられるようで、クルクルと回るエメリッヒの動きに合わせるように、クロノスは苦しんでいる。

「……周囲を記憶操作することで……渡琉様を……孤立させる気か？」

　クロノスと呼ばれた男はエメリッヒに恐ろしいほど冷たい視線を向けた。

　床に片手をついてこちらを見上げている姿からは、怒りが立ちのぼっている。

　則義は自分がそんな目で見られなかったことに、内心感謝していたが、そのクロノスの言葉に驚いていた。

　記憶操作とはどういうことなのだろうか。

「あれあれ、変な言いがかりはよしてほしいですねえ……。私はただこの戦いゲームのジャッジに来ているだけですよ。なのにローズ様が勝手にされていることまで、チッチッ、面倒など見られません。さて、君は君の仕事をするのですよ。さあ、行きなさい」

　階段の方へ押しやられた則義は、振り返りながらも言った。

「……僕……聞きたいことが……」

「君に話すことは何もありませんよ。行きなさい」

　有無を言わさぬエメリッヒの声に、則義はクロノスという男の存在が気になりながらも、きびすを返そうとした。

「則義さんっ！　貴方は友達思いで……とても賢い方だと聞いています。誰に惑まどわされることなく……何が正しいのかを……きっと……見つけられるはず。ですから……っ！」

　クロノスの言葉を遮るように、今まで見えなかった白い閃光が走る。それはクロノスの周囲をまるで檻のように取り囲んでいた。その光が消えるとクロノスの姿が現れたが、彼は床に倒れていた。

「……ああっ！」

　蒼白い表情で倒れているクロノスに走り寄ろうとしたが、エメリッヒに腕を摑まれた。

「死んでるわけじゃありませんよ。痛めつけたところで、簡単に死ぬ男じゃありませんしねぇ。だいたい、君は人の心配をしている場合じゃないでしょう？　自分のやるべきことをなさい」

　則義はクロノスが気になりながらも、仕方なしに階段を上がり、部屋へ戻った。

「大変なことに巻き込まれてしまったのかも……」

　部屋の中で行ったり来たりを繰り返し、則義は椅子に座った。

「次の手か……」

　テーブルの上に浮かんだミニ地球を眺めながら、則義はため息をついた。

　本当にこのまま続けていいのだろうか。

　則義は聞かされていなかった事実をクロノスから知らされて、気持ちが揺らいでいる。

　妹のために勝たなくてはとあれほど意気込んでいたのに、自分が勝てば相手の魂が奪われるという事実が則義の決心を揺るがせているのだ。

　そして何より驚いたクロノスの言葉。




『本当に妹がいたのか、その事実を自分自身に問いかけてみてください』




　茜は確かに存在した。手を繫いだときの温もりでさえ鮮明に思い出せるほど、心の中にしっかりと茜のことが刻まれている。

　なのにあの一言に気持ちが揺らいでいるのだ。




『……周囲を記憶操作することで……渡琉様を……孤立させる気か？』




　そして、決して忘れることのできない、大変な言葉。

　記憶操作というのはなんだろうか。

　周囲と言うことは、則義も含まれるのだろうか。

　では、茜という妹がいたという記憶操作でもされているというのだろうか。




『もやし眼鏡』




　小学生の頃、小柄で瘦やせていた則義はこう言って苛められたのだ。五、六人に囲まれて、真ん中でこづき回されることもしばしばあって、毎日が憂ゆう鬱うつだった。そんな則義を助けてくれた友達がいた。

　そう、赤松健吾という友達だ。

　大阪から転校してきた健吾は、バリバリの関西弁を使う。一見、とっつきにくく恐そうに見えるが、話すと全く違うことがわかる。

　なのにクロノスはあの二人だけの秘密を渡琉から聞いたというのだ。

　渡琉という友達は知らないし、クラスメイトにもいない。

　記憶操作というのはそんなことも変えてしまえるのだろうか。

「どうしよう……」

　エメリッヒだろうがクロノスだろうが、則義からするとどちらも胡う散さんくさいし、全面的に信用しているのかと聞かれたら、違うと答える。

　エメリッヒが唐とう突とつに現れたり消えたりする姿は、奇術でもトリックでもない。同時に、自然の法則を無視した彼らの存在。そして見たこともないミニ地球の素晴らしい出で来き栄ばえは今の技術では作ることができると思えない。それらの事実は、彼らがこの世界の人間ではないことを示していて、則義のその判断は正しいはず。

　そうすると記憶操作くらいお手のものなのかもしれない。

　別にクロノスの言葉を信用したわけではない。だからといってエメリッヒやローズを信じているわけでもない。冷静に状況を把握して、何が本当で何が噓なのかを判断するためには、あらゆる可能性を予想して、対処の方法を考えておくのが一番だ。

「茜は存在しなかったかもしれない。対戦相手は友達かもしれない。でもその友達の記憶がない。本当に記憶を変えられていると仮定して……それをどう確認したらいいんだろう……」

　ミニ地球をじっと見つめながら則義は考えた。

　このキーボードは入力をして『ＥＮＴＥＲ』キーを押すまで、相手の画面に表示されない仕組みになっているようだ。

　では普通の会話が入力できるかどうか、則義は試しにキーボードに「こんにちは」と打ち込み、『ＥＮＴＥＲ』キーを押してみた。

　だが、画面にエラーの文字が出るだけで、入力がされない。

　他の文字はどうかと「僕の名前は則義です」と打ってみたが、やはりエラーが出た。

　きっと、このゲームに関係のない内容は入力できない仕組みになっているのだろう。

　渡琉という対戦相手の自宅がわかれば、ここを出て探しに行くのだが、記憶に全くないのだからどうしようもない。健吾に電話をして聞いてみたいのだが、室内に電話はなく、また自分の携帯も持ってこなかった。

　他に通信手段がないものか、部屋から出ようとしたが、いつの間にか鍵がかけられていて、扉が開かなかった。

　扉を叩いたり、何度もノブを回したがピクリとも動かない。

「閉じ込められたんだ……」

　こうなると、ますます怪しく感じる。

　あのホールにいるクロノスと二度と話ができないよう、エメリッヒが鍵をかけたに違いない。きっとこのゲームが終わるまでここに閉じ込める気でいるのだろう。

　……どうする？

　則義の対戦相手は友達の渡琉だという。

　渡琉という友達の記憶はないが、その記憶が怪しい今、彼と繫がりがあったかもしれない事実を知る何かいい方法がないのだろうか。

「……う～ん」

　則義はミニ地球を眺めながらそればかりを考えていた。
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　渡琉はキッチンでチャーハンとインスタントの卵スープを作り、銀星と一緒に食べた。

　お腹がいっぱいになると、強こわ張ばっていた気持ちに少し余裕が出てきた。まだ風邪気味だったがすでに熱はなく、鼻水も咳も止まっている。

　あんなに怠かったはずの身体も随分と楽になっていた。

　昼間はかなり気持ちも落ち込んでいたが、身体が回復するのと同時に気分もよくなって、元来の楽天的な性格も戻ってきていた。

　すでに記憶操作が行われてしまった今、どれだけ騒ぎ立てようと、また、暴れたところでどうしようもないのだ。

　今は天界と魔界のゲームを上手く終わらせなくてはならないのだ。

「そろそろ、次の入力ができる時間だよな」

　渡琉はミニ地球の前に座り、金の懐中時計も手に持った。

　入力された瞬間、その内容にどう対処するのかを決めるまでの間、まずは時間を止めなければならないからだ。

「……来たっ！」





　≫十一時五分・魔の第二の命令、実行。

　　火の不始末で第七小学校のウサギ小屋に敷かれている藁わらから出火。






　渡琉は第二の命令に驚きながらも、時間を止めた。

「なんじゃ……えらく限定的で妙な命令じゃのう」

　銀星は首を傾げていたが、渡琉にはわかった。

　則義は自分の相手が誰なのか、この命令で探りを入れているのだ。

『僕の友達ならあの時どうしたのか、覚えているよね？』

　──則義はこの命令でそう問いかけているのだ。

「俺にはわかるぜ……ノリが聞いてるんだ。僕の友達ならわかるだろう……ってな」

　自分の対戦相手がもしかすると友人かもしれないという疑問を、どうして則義が持ったのかはわからない。それでもこの命令を見る限り、意図を持って出されたものだとすぐにわかる。

「どういう意味じゃ？」

「第七小学校って俺とノリが通ってた小学校なんだ。ノリを苛めてたクラスの悪ガキ二人に仕返しする隙を狙ってずっとつけてた。追っかけてると、ウサギ小屋で火遊びしてるのを目撃したんだよな。あいつらに仕返しする前に、俺とノリが大慌てで火を消したんだ」

　よく覚えている。二人の秘密その二だ。

　用具室にあった敷物を見つけてそれを水で濡らし、二人で端と端を摑んで、燃えている場所に被かぶせたのだ。

　もう消せたかと恐る恐る被せた敷物を覗き込んだら、まだ消えていなかった炎が鼻先を掠めて、尻もちをついた。渡琉と則義は慌ててもう一度敷物を被せ、その上を二人で何度も踏みつけた。

　そうやって火を消した後は、裏が真っ黒になった敷物を、最初見つけた時のように丸めて、用具室に押し込むと、二人で笑いながら学校を後にした。

　何が楽しかったのかよくわからない。けれど、おかしくてたまらなかった。

　すでにウサギもいなかったウサギ小屋だ。ウサギが死ぬこともなく、燃えたのも地面の真ん中に敷かれていた藁だけだったので、騒ぎにならなかった。

「……お前さんの友達は、対戦者に気づいたということかの？」

「気づいたというより、確かめようとしてるって感じだな……」

　ではこちらも則義がわかるような命令を出さなければならない。

　渡琉は止めていた時間を進めるとすぐさま数分戻し、キーボードに次のように打ち込んで、『ＥＮＴＥＲ』キーを押した。





　≫十一時六分・天の第二の命令、実行。

　　出火に気づいた二人が、水で濡らした敷物で、火を消す。






「これでいいと思う」

　渡琉と銀星がじっと画面を見ていると、しばらくして結果が表示された。





　≫第二の命令、死者ゼロ。終了






「……こんな命令を見たのは初めてじゃ」

　銀星は苦笑しているが、渡琉にとっては価値のある命令だった。

　則義の記憶から渡琉の存在が消えていたとしても、この命令から、相手が友達であることに気づくはずだ。

「ノリも気づいたはずだぜ。自分の対戦相手は友達だってさ。まあ……一緒にいた友達の記憶が俺じゃなくて健吾にすり替わっていたとしてもいい。対戦相手がどういう人間なのか、知ってくれるのが大事なんだからな」

　あとは、どうすればお互いの魂がとられずに助かるのか、それを考えなければならない。

「お前さんの友達は頭のいい子じゃのう。じゃが、どうしてそんな質問のような命令を選んだのかが問題じゃ。エメリッヒやローズが自分達の計画の邪魔になるような情報を、わざわざ明かすことはないじゃろうからの」

「……じゃあ、クロノスかもしれねえぜ。俺に『渡琉様しかご存じないご友人の秘密はございますか』って聞いてから出て行ったからな」

　それならそうと、一言言い残していってくれたらよかったのに、クロノスはいつも一人で物事を片づけようとする。

「……そうするとまずいのう」

　銀星が腕組みをして唸った。

「まずい？　何が？」

「お前さんの友達に会うために、クロノスが魔の館に行ったということじゃ。それから出て行って随分になりよる。まだ戻ってこないということは……エメリッヒに拘こう束そくされているのかもしれんのぅ」

「……捕まったってことか!?　あんたら異界の者同士、仲はいいんじゃねえの？」

　渡琉がそう叫ぶと、銀星は嫌そうな顔をしてみせた。

「天界と魔界自体、仲が悪いわけじゃないがのう……いいとも言い難いのう。じゃが、それはおいて、対戦者同士の情報は本来互いに与えてはならんのじゃよ。まあ……お前さんは特殊な立場にあるから仕方ないんじゃが、お前さんの友達には知らせてはならん。対戦に影響が出るからのう。それをクロノスが破ったか、破ろうとして拘束されたのかもしれんの。立会人であるエメリッヒにはそういう権限が与えられておるからのう」

　ではクロノスは牢屋にでも入れられて、逃げ出せないのだろうか。

　壁をすり抜けるような存在でも逃げられないとなると、特殊な檻にでも入れられているのか。

「……じゃあ、このゲームが終わったら解放されるんだよな？」

「クロノスの場合は……わからんの」

　銀星は顎をテーブルにのせて、前足をぺたりと伸ばしている。こちらを見ないのは都合の悪いことがあるからかもしれない。

「どういう意味だよ」

「もともとクロノスは魔界の出身なんじゃよ。そんなクロノスが、ルシアスの命を狙ったにもかかわらず、天界に住むことを許されたのは、ルシアスの庇ひ護ごがあったからじゃ」

　クロノスがもと魔界の住人だったと言うことを聞かされても、あまり驚きはなかった。どちらかというと、もと殺し屋だったと聞かされた時の方が驚愕した。

「ちなみに、ゼファーは魔界出身だよな？」

「何を言うておるんじゃ。どう見てもあれは天界出身じゃろうが」

　いや、どう見てもあれは魔界出身の顔だ。

　だいたい魂を導く者と言わなくてはならないが、どう考えてもただの死神だ。天界に死神は似合わないだろう。

　もっとも、今はゼファーがどこの出身であろうと、どうでもいいのだが。

「ゼファーのことはもういいけど、じゃあ……この件が終わったら、クロノスは魔界に連れ戻されるってことか？」

「さてのう……エメリッヒがどういうつもりでいるのかが問題じゃ」

「銀星……なんでそう、言葉を濁してばっかなんだよ……。ゼファーが見つけて連れ帰ってきてくれるんじゃねえの？」

　ゼファーも行ったっきりで戻ってこないのは、彼がクロノスを助けるために手を打ってくれているのだと思っていたのだが、違うのだろうか。

「無理じゃろうな」

「銀星～！」

「今回はいろいろと複雑なんじゃよ。百年に一度の行事が最優先じゃからの。妨さまたげになることは問答無用で排除されるんじゃ」

　フウッと銀星は珍しくため息をついてそう言った。

「……排除って。殺してもいいってことか？」

「最悪、強制送還かもしれんが、死ぬより悪いじゃろうて。魔界にはクロノスにルシアスを殺せと命令した者がおるじゃろうからのう。クロノスは絶対にその名を明かさなかったんじゃが、命令した者は忘れておらんはずじゃ。強制送還されたらどうなるのか、わかるじゃろうて」

　銀星の言葉に渡琉はようやくことの大きさを実感することができた。

　今の渡琉にはクロノスを庇護する力などない。だからといって、クロノスが拘束されているかもしれないのに、このまま何もせずに時間が経つまま待つことなどできない。

「……二十四時間は次の手を打てないんだよな」

　渡琉はこたつから出て立ち上がると、窓から外を眺めた。暗い闇が垂れ込めた外は、街並みの明かりがぼんやりと浮かんでいる。

「そうじゃ」

「なあ、助けに行こうぜ。どうせ館は裏にあるんだから、すぐじゃねえの」

　渡琉はまだこたつに入っている銀星を振り返る。銀星はどうにも尻が重い。

「……ううむ」

「ゲームの対戦者の俺には手は出せないはずだぜ。だろ？　そうだ、銀星はピザを食ったことねえだろ。あれはお好み焼きより美味いんだぜ。クリスピーな生地の土台に、とろけるチーズやカリカリのベーコンやサラミがのってる。熱々のそいつがどれほど美味いか……知りたいと思わねえか？」

　じ～っと銀星を見つめていると、舌をペロペロと出して鼻の頭を舐なめている。そんな姿を見られていることに気づいたのか、銀星はごほんと咳払いを一つすると、銀色の目を細めた。

「面倒なのは嫌だったんじゃが……仕方ないのう……」

「そうこなくっちゃな」

　渡琉が口笛を鳴らすと、天井からドスンとゼファーが降ってきた。

「俺様も行くぜっ！」

「……て、あんた。クロノスを捜しに行ってたんじゃねえのかよっ！」

「ああっ！　そうだっ！　けどよ、行こうとすると俺様に仕事がガンガンきやがるんだっ！　ようやく呼び出しが……」

　と、言っている間に小さな音がゼファーから響いてきた。また仕事の呼び出しが入ったのか、ゼファーは四角いカードを取り出して、悪あく態たいをつき始めた。

「いっ……いい加減にしやがれ────っ！　これは何かの策略だっ！　俺様とクロちゃんを引き離す暴略だっ！」

　鬼のような顔で怒鳴るゼファーだが、この男に少しでも期待したのが間違いだったのだ。

「じゃあ、ずっと仕事してたのかよ？　あんたにとってクロノスは命に代えても大事な存在だったんじゃねえの？　俺はそういうのガキだからわからねえけど、すっげ～期待はずれ」

「なんだってっ!?　俺様を侮ぶ辱じよくするのか？」

　鼻の頭に皺を寄せ、犬歯を剝き出しにして威い嚇かくしているのだが、こういう表情はいつの間にか見慣れた。

「してねえよ。ただゼファーは意外に仕事優先なんだな～って思っただけだ。じゃ、俺と銀星はクロノスを助けに行ってくるよ」

　渡琉がそう言うと、銀星はクルリと空中で一回転して、人型の姿に戻った。手にはキリスト教の司教が祭式の時に持つ杖つえに似たものを持っている。いつ見ても目を奪われてしまう美しい杖で、幾き何か学がく模様を描いたような複雑な装飾が施されていた。

　銀星が武器まで出したということは、かなり真剣になってくれているということだ。

「……俺様も行く」

「仕事じゃねえの？」

「俺様の純愛を馬鹿にするんじゃねえぞ」

　そんなの知らねえよ……と、言いたかったが、ゼファーも味方になってくれるというのなら、余計なことは口にしない方がいい。

「じゃあ、行くぜ」

「……とりあえず影を置いていくか。しばらくは影で居所を誤魔化せるだろうぜ」

　ゼファーはそう言っていつも持っている鎌を大きく振りかざし、こちらにも向けてきた。

「ちょっ……俺に鎌を向けるなよっ！　な、待てよ。影を置いていくってなんだよっ!?」

「魔の建物に入るとすぐに見つかっちまうだろ。だから影をここに身代わりとして置いて気配を固定しておく。そうすればしばらくだがこっちの動きを悟られずにすむってわけだ。別に魂をとろうとしてるわけじゃねよ」

　チラリと銀星を見下ろすと、大丈夫というように頷うなずいた。

「わかった。じゃあ……やってくれよ」

　渡琉がそう言うとゼファーは、ニィ～と嫌な笑いを浮かべながら、鋭いエッヂの鎌を渡琉や銀星の足元に振り下ろした。










　渡琉と銀星は魔の屋敷に潜せん入にゆうしていた。

　高い柵は銀星が渡琉を摑んで跳び越えて、簡単に敷地内に入れた。

　ゼファーと言えばエメリッヒをこの屋敷からしばらく引き離す細工をするため、天界へ向かい今はいない。

　深夜であることには変わりないのだが、敷地内は普通の夜とは違い、やけに闇が濃く感じられる。

　歩くと淀よどんだ空気がどんよりと身体にまとわりついてきて、何もついていないのに、空中にある何かを手で何度も払った。

　玄関まで来ると重厚な扉が立ちふさがっていて、来客を明らかに拒んでいる。

　屋敷の中にどうやって入ろうかと思案している銀星を後しり目めに、渡琉は扉を押してみた。すると意外なことに鍵はかかっておらず、音も立てずに扉はスッと開いた。

「入ってもいいみたいだぜ」

「嫌な感じじゃのう……」

　銀星は警戒していたが、渡琉は迷うことなく建物の中に足を踏み入れた。

　するとすぐさまホールの真ん中に倒れているクロノスの姿を見つけ、渡琉は駆け寄った。

「クロノスッ！　大丈夫か!?」

　床にうつ伏せに倒れているクロノスは目は閉じられていた。

　額にはうっすらと汗が浮かんでいて、もともと白い肌をしているのだが、今は血の気がない。長い黒髪は床に広がり、グッタリと伸ばされた身体からはまるで力が感じられなかった。

「クロノスッ！」

　閉じられた目が渡琉の呼びかけにうっすらと開き、驚いた表情へと変わる。身体をようやくといった様子で床から少しだけ浮かせたものの、ひどく辛そうに唇を引き結んでいた。

「苦しいなら無理に起きなくていいって」

　クロノスの尋常ならざる様子に渡琉は慌てて言った。

　何が彼を苦しめているのか渡琉にはわからないが、とても辛そうなのだ。

「こういう……無む謀ぼうなことをされては……いけません。ルシアス様の魂のおかげで……ここに入られても害はないものの……本来ならもっと……注意を払うべき場所なのですよ」

　クロノスはグッタリと床に身体を横たえ、しかし視線だけを上に向けて怒っている。

　自分の状況をまるで理解していないクロノスに、渡琉は呆れながらも笑いが漏れそうだ。

「あのさ、こんな時に説教はよせって。ほんとにクロノスって……なあ」

「いいえ……こういうことは……きちんと教えておかなければ……ならないことですから。私のことは……いいのです」

「毒でも飲まされたのか？」

　その問いにクロノスは小さく顔を横に振った。

　では原因はなんだというのだろう。

　どうしてクロノスが動くことができず、ここに倒れるままになっているのか、渡琉にはわからない。

「これは閃光の檻じゃ。ローズの印で結ばれておる。これを解除するにはローズでないと、無理じゃのぅ」

　銀星は床を見下ろして言う。その視線の先を追うようにして、渡琉も床を眺めると、二重の円の中に六芒星がうっすらと浮かび上がっていて、見たこともない文字が並んでいた。この絵や文字になんらかの力があるようだ。

「どうして……こちらに!?」

　クロノスはようやく出したというような声で渡琉に聞いてきたが、それこそが愚問だろう。

「それは俺のセリフだよ。なあ、銀星には解除できねえのかよ？」

　渡琉はムッとした顔でそう言い、人型に戻っている銀星の方を向いた。銀星は円の周りをぐるりと歩き、持っていた杖でトンと床を鳴らす。

「中身がどうなろうと構わんのなら無理やりできるが、勧すすめられんのう……」

「それじゃあ駄目じゃねえかよっ！　でも俺は円の中に入っても別になんともねえけど」

「閃光の檻は天界の者にはなんの意味もなさんのじゃ。じゃが、魔界の者にとっては最悪の檻なんじゃよ」

　銀星も円の中に入り、ううむと唸るが、渡琉にはまだその重大さがよく理解できない。

「どんなふうに最悪なんだよ？」

「時間が経つごとに魂が削けずられ、いずれ無に戻るんじゃ」

「え……ええっ！　たっ……大変じゃねえかっ！　引きずり出せねえのか？」

　渡琉はそう叫びながらクロノスの手を摑もうとしたが、弱り切った眼下の男は無駄だとばかりに顔を左右に振るだけだ。それを代弁するかのように銀星が言う。

「そりゃ無理じゃ。無理やりこの円から引きずり出したら身体がズタズタになるのう」

「ずっ……ズタズタって……ちょ、あんたら下界を間に挟んで、何やってんだよっ！」

　天界だろうが魔界だろうが下界に比べたら似たもの世界で、近所付き合いもあるはずだ。

　なのにどうして命を奪うような檻をここに作り、クロノスを閉じ込めているのだろう。

　渡琉からすれば仲間同士でいがみ合っているようにしか見えない。

「わしが作った檻じゃないぞ」

「いや、そうじゃなくて。それより、どうするんだよ」

　このままクロノスを置いていくわけにはいかないのだが、かといってクロノスをここから出す手がない。

「……ローズが作った印は兄であるルシアスなら解くことができるはずじゃ。同じ質を持つ光じゃからのう」

「そんなこと言われてもさあ……銀星じゃ駄目なのかよ？」

「わしの纏う光とルシアスの纏う光は質が違うんじゃ。まあ……そうじゃのう……お前さんの世界で言うと、『で～ＤえぬＮえ～Ａ』とかいうようなもんじゃ。それぞれちぃとずつ違うんじゃよ。じゃからの、ルシアスにやってもらったらどうじゃ？　一度はできたと聞いておるがのぅ」

　以前、飛行機事故の時に、ルシアスが出てきて助けてくれたらしいのだが、渡琉自身はあまりよく覚えていない。だからなぜルシアスが力を貸してくれたのかもわからないし、どうやって彼の力を呼び起こしたのかもわからない。

　覚えているのはただ、温かい光に包まれたことだけだ。

「あのな、じゃあ出てきてくれよって言って、そう簡単に出てくるもんじゃねえよっ！」

　魂と言われてもそれすらどこにあるのかもわからないのに、どうやって持ち主と話し合えるというのだ。普通に考えても無茶苦茶なことだろう。

「何事もチャレンジじゃっ！」

　銀星は力強くそう言ってコンコンと杖を鳴らす。

「チャレンジじゃ……って言っても……」

「このままじゃとクロノスは消えてしまうんじゃぞ」

　力なく横たわっているクロノスの姿を見下ろし、渡琉は頷いた。

　呼び出す方法などわからないし、会話ももちろんできたためしはない。魂という渡琉自身にもどこにあるのかわからない場所から、どう持ち主であるルシアスを呼び出せるのだろう。

「え～……あ……ごほん」

　銀星に凝ぎよう視しされる中、渡琉は周囲を見渡し、咳払いを一つする。

「出てこ～い……ルシアス～ピンチだぞ～。出てこい～、クロノスが大変だぞ～。マジやばいんだから、なんとかしろ～」

　手をすり合わせて呪じゆ文もんでも唱えるように口ずさんだのだが、銀星は可愛らしい顔を歪めて、嫌なものでも見るような目を向け、クロノスは眉間に皺を寄せ目を細めていた。

　二人の視線に急に羞恥が湧き起こり、渡琉は顔を真っ赤に染めた。

「お前さんは……まだ熱があったのかの？」

「なっ……なんだよっ！　これでも俺はまっ、真面目だっ！」

　銀星からすると馬鹿げた祈りに聞こえたのだろうが、本当に渡琉は真剣だったのだ。

「敵情視察か知りませんが、不法侵入はいけませんねえ。まずは挨あい拶さつが先でしょう？」

　今は耳にしたくない声が落ちてきて、驚いて頭上を見上げると、やはりエメリッヒが二階の手すりに手をかけて立っているのが見えた。だが、なぜかその隣にゼファーがいる。

「ゼファー……なんでそこにいるんだよ？」

「いやぁ、ほ～ら、俺様はクロちゃんさえ返してもらえたらそれでいいんだよなぁ。てなわけで、わりぃ！」

　やたらと愛想よくにこやかな表情で笑うゼファーに啞然と目を見開くしかない。

「お……お前っ！　なんて、使えねぇ奴なんだよっ！」

　天界に何をしに行ったんだと渡琉は怒鳴ろうとしたが、その答えをゼファーが先に告げた。

「俺様は別にガキに忠誠を誓ったわけじゃねえしよ。天界に行ったら、俺様がこっちにつけば、クロちゃんの裏切りはチャラにしてくれるって話でよ。こうなると、どっちを俺様が選ぶのかぁ、わかってくれっだろ～？　そりゃあ、ちった～ガキにも情が移ってたんだが、いや～わりぃ。これで俺様も苦渋の選択だったんだぜ」

　ニヤニヤと笑うゼファーの表情からはとても苦渋の選択をしたようには見えない。

「よく言うぜ。今のクロノスを見ろよっ！　あんたが本当にクロノスのことを考えてるんだったら、ここから助けてやるのが最優先じゃねえのかよっ！」

　渡琉が怒鳴ると、ゼファーはふて腐れたように手すりに両手をのせて、唇を尖とがらせる。文句があるのはこっちなのに、あの態度には心底腹が立つ。

「俺はクロちゃんの裏切りをチャラにしてもらうのも優先事項なんだよなぁ。こういうチャンスは滅多にねえんだよ。で、今のクロちゃんのこったけど、助ける方法が一つだけある。そうだったよなあ、じじい」

　ゼファーの言葉に渡琉が振り返ると、銀星がため息交じりに言った。

「この閃光の檻の中にあっても、ルシアスの光はクロノスを癒し庇護するんじゃ」

「だから……俺はルシアスをそう簡単に呼び出せねえんだって！」

　簡単に呼び出せるのなら最初からそうしている。

　だいたい、ルシアスと面と向かって一番会いたいと思っているのは渡琉だ。こんな騒動に巻き込んでくれたルシアスには一言どころか、山のように言いたいことがある。

「いや。触れるだけでいいんじゃよ。お前さんにはわからないじゃろうが、魂がルシアスだというだけでお前さんの身体は光に満ちているんじゃ。じゃから、この魔の館にあっても、お前さんは誰の守りも必要とせんのじゃよ。本来なら気分が悪くなったり、吐き気がしたり酷い目にあうんじゃ」

　なんだかよくわからないが、魂がルシアスだというだけで、この魔の館から守られているらしい。もっとも、風邪のような病気には対抗してくれなかったようだが。

「それを先に言えよ」

　渡琉は今も苦しそうにうつ伏せに横たわっているクロノスの手をそっと握りしめた。

　絡からめた指先はやけに冷たく、本当にこれでいいのかと不安になったが、クロノスが向けてくる瞳は凍えてはいなかった。

「これでいいのか？」

　問いかけるように周囲を見渡した渡琉に、にっこり微笑んだのはエメリッヒだった。どうもあのエメリッヒが笑うと、鳩みぞ尾おちのあたりがもやもやとして、嫌な気分になる。

「なんだかすげえむかつく画えだがよ。仕方ねえ。そうしてろよ、ガキ」

　ゼファーはそう言って姿を消し、エメリッヒだけが残った。

「私は歓迎しますよ。どうぞそちらでお気のすむまでごゆるりとおくつろぎくださいねえ」

「そういうことかの、エメリッヒ。すべて、お前さんの思いどおりにことが運んどるというわけじゃ」

　厳しい口調に渡琉は驚いてクロノスから顔を上げると、銀星とエメリッヒを交互に眺めた。

　銀星は見たこともないほど真剣な表情でエメリッヒを睨みつけている。可愛い少年の姿からは想像もつかないほど、大人びた怒りだ。とはいえ、もともと中身はじいちゃんなのだから、それは間違っていないのだろう。

　いや、そんなことは後回しでいいが。

「どういうことだよ、銀星」

「ここから出られないようにして、お前さんの動きを封じたんじゃよ。時間を止めてなんらかの行動を起こそうとしてもできなくなるようにのう」

「……そういうことかよ」

　渡琉の家の裏に屋敷を構えたのも、記憶操作までして渡琉の友人を巻き込んだのも、そうすればクロノスが一人でここにやってくることも、クロノスを拘束すれば渡琉がやってくることも、エメリッヒはすべて計算していて、そのとおりに物事を運んだのだ。
















「聡明なルシアス様の魂を持っているようですから大変心配したのですがねえ、君はたいそうなお馬鹿さんで安心しましたよ。では、失礼させてもらいましょうか」

　と言って背を向けたが、不意に立ち止まり二階から覗き込むようにしてエメリッヒは言葉を重ねた。

「……そうでした。君のお友達にも確かにこの屋敷に滞在していただいていますがねえ、会うことは許されませんし、捜しても無駄です。そうそう、第二の命令があんまりふざけていましたから、今度はそういう狡ずるをしないよう、彼の家族を人ひと質じちにさせていただきましたよ。結果が楽しみですねえ～」

「この……卑ひ怯きよう者ものっ！　ぜって～、許さねえからなっ！」

　渡琉が怒鳴ろうと、エメリッヒは楽しそうに笑うだけだ。

「負け犬の遠とお吠ぼえを耳にするのはとても心地いいですねえ。どんどん叫びなっさぁ～い」

　くすくす笑いながら去っていくエメリッヒに反論する言葉も浮かばず、渡琉は深いため息をついて、床に座った。

「……くそ。なんかもう、腹を立てるのも疲れたぜ。奴の手の中で知らずに踊っちまったものは仕方ねえか」

　身体中を駆け巡る怒りが噴き出す先を見つけられずに、渦巻いている。それでもこれ以上エメリッヒを楽しませることはしないのだと、深呼吸をして気持ちを落ち着けた。

「銀星、悪いけどさ、とりあえず、俺のミニ地球をここへ持ってきてくれないか？　俺はここでやれることをするよ」

　渡琉という人間の記憶を両親や友人から奪われたことを知った時の衝撃に比べたら、今知らされたことなど、大したことではない。

　もう、腹を括くくるしかないのだ。

「……じゃが……いや。そうじゃな。お前さんはここでクロノスの面倒を見てやる方がええ」

　深いため息をつきながら、銀星は杖を持ったまま、屋敷を出て行った。

「渡琉様……私のことは構わずに……行ってください」

　渡琉が手を握ることで少し楽になってきたのか、クロノスがぽつりとそう言った。だがまだ顔色は悪く、辛そうだ。それでも不思議と彼のもつ美貌は翳かげることがない。

「ここでもできることだぜ。時計だって持ってるし。問題が起きたらちゃんとやれるさ」

「私が渡琉様の足あし枷かせになるわけにはいかないのです……」

　そう言いながらも渡琉が摑んでいる手を払うことすらできないほどクロノスは弱っている。

　なのに変わらず強情な忠義に渡琉は呆れた。

「一度、言おうと思ってたんだけどさ、クロノスはいつも俺に何も言わずに勝手に行動してるけど、そういうのやめろよな。もちろん俺のためだって、わかってるし、なんていうか……理屈じゃなくて心が知ってる。けど一言でいいから、何をしにどこへ出かけるのか、俺に言ってくれてもいいんじゃないか？　それとも、クロノスにとってルシアスは信用できる相手だけど、俺はそうじゃないってことか？」

　クロノスが自分のことを思って行動してくれるのはありがたいが、そういったことを何も話してくれないことが不満だった。

　たとえ子供だから理解できないだろうと判断したことであっても、ちゃんと向き合って話してほしいのだ。そうしてくれなければ、渡琉はいつまで経ってもクロノスを理解できないし、信頼する気持ちもいずれ揺らいでしまうだろう。

　ルシアスとなら、あうんの呼吸で視線を交わすだけで理解し合えたのかもしれないが、渡琉は違う。ただの人間で、言葉にしてくれなければ、わからないことの方が多い。

「私はルシアス様と同じように、渡琉様も信頼しております。ただ、渡琉様に一言も告げなかった理由は、ご迷惑をかけたくなかったからです」

　クロノスは長い睫を伏せてそう言った。

　申し訳ないという顔をこれっぽっちも見せず、相変わらずクールな表情をしているクロノスに、本気で腹が立った。

　こちらは本音で話をしているのに、クロノスは渡琉を子供扱いしているように見えたからだ。

「何言ってるんだよ。俺には迷惑かけていいんだよっ！」

「……渡琉様？」

　なぜか不思議なものでも見るような表情を向けられ、渡琉はムッとした。

「他の誰でもねえ、俺だからいいんだっ！　そうだろっ！」

　もう一度そう叫ぶと、クロノスはようやく渡琉が真剣だということに気づいたのか、今度はじっと耳を傾けている。

「あのさ、俺はクロノスをマジで頼ってる。クロノスがいてくれて本当に助かってるんだぜ。魂をとられるかもしれないって、毎日ビクビクして過ごさなくてもいいからな。けど、そういうのは一方通行じゃなくて、クロノスだって同じように俺を頼ってくれて、初めて信頼関係が成り立つんじゃねえの？　違うのかよ」

　渡琉がそう言うと、クロノスは口元にうっすらと微笑を浮かべた。

　少しは渡琉が話していることを理解してくれたようだ。

「まあ……俺はお前からしたらすっげ～年下の、超ガキなんだろうけどさ。こういうのって年じゃねえはずだぜ。そりゃあ……俺は空を飛ぶこともできねえし、壁を突き抜けることもできねえ。頼りがいがないって言われたらそうなんだけど、ガキだってちゃんと頭があって考えることができるんだから、相談くらいしてくれよ」

「……ええ」

　クロノスは小さく頷いて目を閉じる。

　理解してくれたのか、そうでないのか、いつもどおりに戻ったクールな横顔からはわからない。

「本当にわかってんのか？　頼むぜ……」

　もう片方の手で頭を搔いて、渡琉はため息をつく。

　クロノスは目を閉じてまだ横たわっているが、蒼白いほどの肌の色が少し和やわらいできた。

　手を握るだけでこれほど効果があるとは驚きだ。こういう現実を目まの当あたりにすると、やはり自分の中にルシアスの魂があるのだと自覚させられる。

「渡琉様……ただ、これだけは……申し上げておきます。貴方はどうあっても……このゲームに勝たなくてはならないのです。私の存在が邪魔となるようでしたら……気遣いは無用です。迷うことなく……この手を離して……やるべきことを成すのですよ」

　クロノスは閉じていた目を開けると、切ないほど真剣な瞳を渡琉に向ける。

　だが、渡琉にはそんなことなどできない。

「俺は最後まであの変態に踊らされる気はねえよ。ぜって～何か出し抜く方法があるはずだ。俺はずっとそれを考えてるんだからな」

　もちろんいい方法はまだ浮かばないが、このままで終わらせる気はさらさらない。

　エメリッヒの勝ち誇った笑みを、屈辱で歪めさせるまで、諦める気もない。

「あの男を侮ってはなりません」

「侮ってるのは向こうで、俺じゃねえよ。だいたい、あいつは俺やノリの性格は知らない。ノリがたとえ俺のことを忘れていたとしても……ノリはノリだ。誰よりも人から与えられる痛みの辛さを知っていて、無意味に人を傷つけることなんてできないってことを知ってる」

　最後の命令はどういうものが出されるのかわからない。

　則義はきっと自分が負ける手を考えてくるはず。

　だが、渡琉は信じている。

　則義の魂を助け、自らの魂も助ける方法が必ずあるはず。

　渡琉には則義が持たない力があるのだ。そこに勝機があるに違いない。

「もし……だけど。いや……多分そうなりそうだけど……」

　一つだけ気がかりなことがまた脳裏を掠め、渡琉は思うまま口にしていた。

「……なんでしょう？」

「あんたらがいう下界で俺のことを知る人間が誰もいなくなっても……俺はここから離れないからな」

　クロノスのことだから、天界に戻りましょうと言いだしかねない。

　だが魂が誰のものだろうと、渡琉はこの世界で生きていきたいのだ。両親がいて、友達のいるここが渡琉の生きる場所だった。

「ルシアス様が望まれたのはこの世界で人間として生きることですが……渡琉様が望まないことも私は強要する気はありません。それに……お一人ではありませんよ。私がお側におります。銀星もきっと……一緒にいてくれるでしょう」

　それもまた楽しい生活になるかもしれない。

　一人で生きるより、きっといい。

「じゃ、ありがたく一緒にいてもらうよ。でもさ、俺の父さんや母さんの子供にはなれねえかもしれないけど……ノリや健吾とはもう一度友達になれるだろ？　それも新鮮でいいかもな」

　渡琉はただ笑った。










　監視されていると、落ち着かない。

　則義は、キャビネットの上に座って足をブラブラとさせているローズの視線を背後から感じながら、図書室から持ち出した本を見ているふりをしていた。

「あのう……気が散るんだけど……」

　肩越しに振り返り、背後にいるローズに言った。

「おんしがまたくだらない命令を出さぬよう、わらわは見張っておるのじゃっ！」

　随分考えて第二の命令を出したのだ。

　もくろみは当たり、則義の記憶しているやり方で火は消された。

　則義の記憶ではあの時一緒にいたのは健吾だったのだが、だからといって健吾が自分の対戦相手だとはとても思えない。だったら誰だということになるのだが、それは大した問題ではなく、相手はかなり仲のいい友達だという事実がわかったことの方が大事だ。

「……頭を使ったって言ってほしいけどね」

「ふん。馬鹿馬鹿しい。下界のサルの知能などたかが知れておるわ。その程度でいい気になるでないぞえ」

　じゃあ、自分は頭がいいのかと言いたかったが、今以上に嚙みついてこられそうで、やめた。

「別にいい気になってるわけじゃないけどさ。あの……聞いてもいいかなあ？」

　肩越しではなく、クルリと椅子を回してローズと向かい合わせになって聞いた。

　ローズは黙ったままパタパタと大きな扇子を振っていたが、則義がじっと答えを待っていると、仕方ないという表情で言った。

「よい。おんしは下界のサルじゃが、質問を許してやるぞえ」

「君って……実はいくつ？」

　見た目は九歳程度なのだが、言葉の内容や口調が随分と大人びているため、なんだかしっくりこないのだ。姿のことはおいて、実は三十歳と言われても、きっと信じてしまう。

「レイディに年を聞くでないわっ！　なんというくだらぬ質問じゃっ！　ほんに、下界のサルはなんと礼儀知らずなのじゃ！　どうしようもないのっ！」

　ローズは年を聞かれたことが気に障さわったのか、鬼のような顔で怒鳴った。

　聞いてはならないことを聞いたようだ。

「……ええっと。見た目に比べてすごくしっかりした大人に思えたから聞いてみただけなんだ。怒らせる気はなかったんだよ。ごめんね」

　すぐさま謝ると、ローズは顎を上げて横目でこちらを見下ろしながら、面白くなさそうな顔はしていたが、口を閉ざすことはなかった。

「……それで、おんしの最後の命令はどういうものにするつもりじゃ」

「まだ決めてないんだ」

　今までのことを冷静に思い返すと、どうも消された友達の記憶はすべて健吾とのものにすり替わっている。ということは、健吾との思い出はかなりの確率で、対戦相手の友達のものと重なっているということだ

「二つめまで命令を下していて、まだ一人も殺していないとは、おんしはサルより低脳ぞえ」

　ぴょんとキャビネットから飛び下りて、こちらに近づいてくると、持っていた扇子で則義の膝をパンパンと叩いた。

「恥を知れっ！　恥を！」

「一応、僕を応援してくれているようだから、僕に勝ってほしいってことだよね？」

　則義は扇子から逃れるように両膝を上げて、腕組みをしているローズを見つめる。

「おんしが勝ってくれんと、兄上様がいつまで経っても戻ってこんのじゃ」

　苛々と左右に行ったり来たりしながら、ローズは小さな声でそう言った。

「お兄さんが戻ってこないってどういうことなの？」

「……なっ……なんでもないわっ！　くらだぬことをベラベラ話しておらんと、さっさと次の命令を考えるんじゃっ！」

　ローズはカッと顔を赤らめて、背を向ける。

　不思議とその背から寂しさが漂ってきて、則義はふと思ったことを口にした。

「君も何か事情があるの？」

「下界のサルにわらわの高貴な事情など関係ないわっ！」

　気位が高く、やたらと命令口調で偉そうなのに、なぜかローズは憎めない。

「……僕が最初、この対戦に参加しようと思ったのは……勝てばどんな願い事でも一つ叶えてくれるって話だからなんだ。僕には茜っていう妹がいたんだけど、五年前に事故で亡くなって……僕が勝てば妹を生き返らせてもらえるから」

　そこまで言ってローズの様子を窺ったが、背を向けたまま振り返ろうとしない。それでも何も言わないところを見ると、聞いてはいるようだ。

「でも……ある人から僕のその記憶がおかしいってことを聞いて、自信が持てなくなったんだ。本当に茜はいたのか、いなかったのか。どっちなんだろうって。でもね、大事なことはそんなことじゃないってわかった」

　ローズがチラリとこちらを見て、また向こうを向く。

「本当にできたとしても、亡くなった人を呼び戻すなんて、しちゃ駄目なんだよね。それにね、僕が負けたら僕の魂を奪われることには納得してたんだけど、こういうのってやっぱり相手も同じ条件だったみたいで、僕が勝つと対戦者の魂が奪われるらしいんだよ。相手の魂を犠牲にして僕の願いを叶えるなんて……そんなの絶対によくないし、もし仮に本当に茜が戻ってきたとしても、茜は喜ばないと思う」

　ずっとそのことを考えていたのだ。

　誰かの身代わりで生き返ったとしても茜は喜ばないし、則義は一生、人の魂を奪ったことを後悔するだろう。もちろん、茜がそのことを知ったら──則義は言わないが──悲しむだろうし、逆に兄である則義を責めるに違いない。

　則義が覚えている茜はとても素直で優しい子だ。それが本当の記憶か、そうでないのか、もうどうでもいい。

　人の命を代償に、亡くした人を復活させるなんて決して許されないことだと、気づいた。

「下界のサルの命に価値などないぞえ。おんしらはいずれ死ぬんじゃ。いつ死のうがどうでもいいことではないか。下界のサルの考えはわらわには理解ができぬわ」

　ローズはようやくこちらに向き直ったものの、腕組みをしながら、不服そうに片足を鳴らしている。

「僕はそういう時、立場を置き換えて考えてみることにしてるんだ。僕がもし死んだ茜だったら、どうするだろうって。結局、僕は、茜にそういうことをしてもらいたくないと思ったんだ。もちろん……生き返ることができたらいいと思うかもしれないけど、誰かを犠牲にすると言われたら、断る。人によってそれでもいいって考える人もいると思うけど、僕の性格だと無理なんだよね。もし、次の人生があるのなら、それまで待つよ」

　則義がそう言って笑うと、ローズは冷ややかに目を細めた。

「人のことなどどうでもよいわ。わらわがよければそれでいい」

「自分だけがいいって考え方の人もこの世界でたくさんいるけど、そういう人はすごく孤独だよ。君にはお兄さんがいるみたいだけど……もし僕が君のお兄さんだったら……妹には人の気持ちのわかる優しい女の子になってほしいと思うよ」

「黙れやっ！　兄になったこともないくせに下界のサルがさもわかったように、わらわに説教するなど、つけ上がるでないわっ！　その偉そうな口を閉ざして、おんしはさっさとやるべきことをすればよいのじゃっ！」

　ローズは真っ赤な顔をして怒りを身体中から立ちのぼらせながら、壁を突き抜けて姿を消した。見慣れないその出入りの仕方に、則義は頭を搔きながら、ミニ地球の方に向き直った。

「やっぱり妹はいないみたい……」

　はあ……っとため息をついて、則義は頰杖をついた。

　いてほしかったような、そうでないような。

　それでも記憶には茜の姿が鮮やかに住んでいて、気持ちはやはり揺れている。

　とはいえ、どちらにしてもすでに則義の次の手は決まっていた。

　明らかに簡単に解決するような命令を入力すると、家族に危害を与えると、エメリッヒに脅おどされている。

　あの男は愛想のいい笑いをいつも浮かべているが、冷酷な光を瞳に灯していて、本気で怒らせない方がいいと則義の理性は警告していた。

「本気でやるんだ……」

　則義が思う友達とは違うかもしれない。

　だからこちらの意図に気づいてくれるかどうか、わからない。

　それでも則義が勝ってはならないのだ。

　相手は忘れさせられた友人かもしれないが、則義の友人らしい。

　きっと、苛めを許さない真っ直ぐな心を持っていて、友人思いの人間に違いない。

　大丈夫。則義の言いたいことに気づいてくれるはず。

　則義は一文字ずつ祈りを込めながらキーボードに最後の命令を打ち込んだ。

　だが、いつまで待とうと、対戦相手からの入力はなかった。








[image: ]









　ミニ地球の隣に浮かんだ画面には則義が打ち込んだ最後の命令が光っていた。

　渡琉はそれを何時間も、朝が来てもただ眺めているだけで、動かなかった。

　則義の最後の命令からすでに半日が経っている。

　ダウンジャケットを着ていても、底冷えする早朝の寒さが身に染みる。暖だんが欲しいと思いつつ、それを口にするとエメリッヒに負けを認めるようで嫌だった。

「寒くはありませんか？　お腹は空すいていませんか？」

　渡琉の様子に気がついたのか、クロノスはそう聞いてきた。渡琉がずっとクロノスの手を握っていたからか、身体を起こして床に座り、もうこちらの体調を心配している。

「俺は大丈夫。腹も減ってねえよ」

　確かに病やみ上がりにはきつい徹夜だが、こんな状態で眠れるわけなどない。

　渡琉は目を擦って息を吐き、もう一度、最後の命令を見る。





　≫〇時三十分・魔の第三の命令、実行。

　　中国北東部、新型インフルエンザが発生。






　則義の命令にどう対応すべきなのかすでに答えは出ている。

　だが、今すぐにそれを出すわけにはいかないのだ。

「どうしたんじゃ……時間も止めずに、何を待っとるんじゃ？」

　銀星が杖を持ったまま、ウロウロと渡琉の周りを歩き回っていた。

「いいんだ……これで」

　携帯を使い、ワンセグでニュースをチェックしながら、渡琉は成り行きを見守っていた。

　則義との最後の会話がここで役に立つとは思わなかった。

　もっともあちこち記憶が抜け落ちていたから、携帯からインターネットに繫ぎ、情報を検索しなければならなかったが。

　ただ、この新型ウイルスは、通常より潜伏期間が短く、半日で発病している。

　中国を訪れた旅行者が感染を知らずに日本国内に持ち込んだのが最初だ。ツアーの名前は「悠久の万ばん里りを訪ねて」。男女合わせて三十人。旅行会社の添てん乗じよう員いんは二名。

「このままじゃと……お前さんの負けじゃぞ？」

　銀星が本当に心配そうに、渡琉の顔を覗き込んでくる。

　だが、渡琉には渡琉の考えがあった。それを口にしてしまうと、エメリッヒに聞かれてしまうような気がして、言えないだけだ。

「大丈夫だって」

「もし……私のことを心配されているのでしたら……本当にいいのです。私を置いて行動に出てください」

　繫いでいる手を解ほどこうとしたクロノスの指先を、渡琉は再度しっかりと握りしめる。

「まだ、駄目だっての」

　本当に行動に移さなくてはならなくなったら、クロノスを置いていくしかない。それまでしっかりと体力を回復しておいてもらいたいのだ。

　もちろん、用事を終えたらすぐさま戻ってくるつもりだが。

「……渡琉様」

　クロノスは冷えた表情に焦りを滲ませているように見える。

「黙ってろって。俺だってちゃんと考えてるからさ」

　魂を渡す気はない。だが、まずは則義に勝ってもらわなければならないのだ。

　テレビのニュースはどこも特番をやっていて、けたたましく新型インフルエンザに注意を喚かん起きしている。

　中国にツアーで出かけた日本人の団体が感染したのを知らずに国内に持ち込み、爆発的に感染者が増えている。もちろん、日本だけでなく感染者は世界中に旅行者ルートで広がり、すでに手のつけられない状況に陥っていた。

　既存のワクチンは新型ウイルスには全く効力を示さない。

　唯一の頼みである薬は一社独占のものであるため、在庫が追いつかず、あちこちで品切れ状態になっている。インターネットのオークションでは大変な金額で薬が売られて、みなこぞって薬を得るため大金を積んでいた。

「普通の流行病の死者の数を超こえるんじゃないのかの……」

「潜伏期間が半日から一日みたいだな。抵抗力のない赤ちゃんや老人がまず死ぬと思う」

　本来なら訪れないはずの死を目の当たりにするのは辛い。

　いくらそれをリセットするつもりでいても、同じだ。

　どうしてこんなことになっているのか理解していながらも、自問自答してしまう。

　これでよかったのかと。

　渡琉が行動を起こすギリギリのラインは、最初の死者が出た時間から、二十四時間までだ。

　もっとも、数時間は早く戻らなければならないから、実際は二十四時間よりも早めに時間を戻さなくてはならないだろう。

　だから最初の死者がいつ出るのかを渡琉は待っていた。そしてできれば速すみやかに死者が二千万人を超えてほしいのだ。

　だが、事情があるとはいえそんなことを望む自分に自己嫌悪を感じ、こんな目にあわせたエメリッヒに、言い難い怒りが何重にも蓄積していく。

「次の手が考えられんとみえるのう。無駄じゃ、無駄じゃ。諦めるがよい。おんしの負けじゃ」

　ローズが、そう言いながら階段を下りてきた。

　九歳くらいにしか見えないのに、その態度はまるで女王のような威厳がある。また、少女のように可愛らしい顔をしているのだが、残酷なことを口にすると、不思議と大人びて見えた。

「負け犬は反論もできぬようじゃのう」

　会話をする気がないためただ無視をしているだけなのに、ローズはこちらがぐうの音ねも出ないとほど参っていると勘違いしているようだ。

「うるさいな。俺は諦める気はねえよ」

　携帯の画面に視線を戻した渡琉は、せわしなく移り変わるニュースを見つめていた。

「時間を戻したところでどうにもならぬわ」

　ローズは勝ち誇った顔で、階段の一番下の手すりに腰をかけると、楽しそうに両足を振った。

「そうかもな」

「おんしはこの世から消え、兄上様はもうすぐわらわのもとへ戻ってきてくれる。わらわはほんに嬉しいぞえ」

　大振りの扇子を広げ、ローズは何が楽しいのか、パタパタと振っている。

「あのさ……以前、クロノスにも似たようなこと言ったんだけどさ……。俺が……っていうか、俺の魂だけど、もし、無理やり天界に戻されたら……妹だっていうあんたを無視してやるからな。俺よりガキのくせに、我が儘で、高たか飛び車しやで、傲ごう慢まんで、えらっそうで、人の気持ちを理解できねえ妹なんか、俺はいらねえ。ルシアスもぜって～そう思うはずだ。だって俺がそう思ってるんだからな」

　そう言ってチラリとローズの様子を窺うと、怒りから顔を朱に染めて唇を震わせている。

「あっ……兄上様はそんな意地悪ではないわっ！」

「そりゃあ、ルシアスって奴は意地悪じゃなさそうだけどさ、本人が望んで俺の中にいるのに、それを無理やり連れ戻したりしたら、俺だったら恨むぜ。……ってことは、ルシアスもあんたを恨むってことだ」

　別にローズを怒らせるために言ったわけではなく、渡琉の正直な意見であり、ルシアスの気持ちを代弁しているつもりだった。

　だいたい、迷惑しているのは渡琉なのだ。

　ローズも転生したルシアスに対して文句を言いたいのかもしれないが、だからといって渡琉に対して憎しみをぶつけたり、腹を立てるのは見当違いも甚はなはだしい。

　ハッキリ言って、命がもう一つあるのなら、それをもらって渡琉はルシアスを分離してしまいたいのだ。

　もっともこの魂だからこそ渡琉が存在するというのなら、他に命をもらってもどうしようもないのだが。

　このあたりはとても複雑だ。

「噓じゃっ！　下界のサルが偉そうに言うでないわっ！」

「下界のサルって……なんだよそれ。ほんと、お前、何様なんだよ」

「わらわの名前も覚えることができんとは、おんしは記憶喪失も患っておるようじゃの」

　そういう意味じゃなくて……。

　ローズは渡琉を馬鹿にすることしか念頭になく、こういう相手と不毛な会話を延々と続けるのは疲れるし反論するのも面倒だ。

「お前がいるだけで邪魔だからさ、俺の視界から消えてくれって。ていうか、どっかに行けよ」

　これでもニュースをチェックしたり、ミニ地球の脇に浮かぶボードの様子を見つめたりと、今が一番忙しいのだ。それなのに延々と続くローズとの言い合いになど付き合っていられない。

　だがローズは相変わらず渡琉に絡んでくる。

「偉そうに、なんじゃっ！　わらわに命令する気かっ!?　なんと無礼な奴じゃえ」

「命令じゃねえよっ！　その、偉そうな言い方を耳にしてるとうんざりするんだよっ！」

　渡琉が怒鳴るとローズは手すりから飛び下り、さらに高笑いをしながら近づいてきた。

「偉そうとな？　わらわはおんしより高貴な身分じゃから当然じゃえ。下界のサルはサルらしくわらわの命令を聞けばよいのじゃ」

　円の中に座っている渡琉を覗き込むように腰を屈めて、ローズはニヤニヤとしている。

「全く……だいたい、お前は天界の奴なんだろ。そのくせして、なんだよ魔界のあ～んな、変態ちっくな奴の味方をしやがってよ。しかもお前の兄ちゃんの忠実な従者をこんなところに閉じ込めやがって。兄ちゃんがこいつを知ったら、そりゃもう……ただじゃおかねえだろうと断言しておいてやるぜ」

　渡琉の言葉に、ローズは急に声を上うわ擦ずらせた。

「こ……これはっ……当然の処分じゃ。クロノスはわらわの信頼を裏切ったんじゃぞ。この程度の罰ばつなど罰のうちに入らぬわっ！」

「この程度って？　クロノスは俺が触れてないと魂が消えるって言われたぜ。やりすぎだろ」

　顔をつきあわせて言い合いをしていると、銀星がとうとう間に割って入ってきた。

「二人ともいい加減にせんか。渡琉、お前さんは自分がするべきことに集中するんじゃ。ローズ、お前さんは自分のことばかり言っておらんと、ルシアスの気持ちをもう少し考えてやれんのかの。お前さんこそ一番の理解者であるべきじゃろうて」

「余計な忠告じゃ、もうろくじじいっ！」

「じゃから……わしはもうろくなどしとらんぞっ！」

　今度は銀星とローズが言い合いになりそうになるのをクロノスが止めた。

「ローズ様、何度も申し上げましたが……ルシアス様は望まれてここにいらっしゃるのです。私の口からでは大変おこがましいことですが、どうかルシアス様を許して差し上げてください」

　酷い目にあわされているのに、ローズがルシアスの妹であるからか、クロノスの口調もどちらかというと厳しくはなく、淡々としている。

「そうじゃ。ローズよ、お前さんは間違っておるぞ。ルシアスが望んだことじゃよ。この子に当たっても仕方がないじゃろうて」

　ローズのことは二人に任せ、渡琉は刻々と変わっていくニュースの内容を見つめていた。

「……あっ！」

　対戦画面に一人目の死者が出たとカウントされた。その数字は同じ数字を僅かも表示することなく、増えていく。

　どのニュース番組も感染ルートを追い、みなが家に引き籠もり、人との接触を避けようとしている騒ぎが伝えられている。

　それでも感染していることを知らずに移動した旅行者達が、行く先々でウイルスをまき散らし、ようやく自分が感染していることに気づいた時には遅かった。

　新型ウイルスはいずれ世界の人口地図を書き換えると言われていたが、これほどとは思わなかった。今までに出会ったことのないウイルスに対し、人間の免めん疫えきは全く無力なのだろう。

「ものすごい勢いじゃの……」

　銀星が対戦画面に刻々と増えていく死者の数字を見つめながら驚きの声を上げた。

　目を逸らしたくなるほど、嫌な数字だ。

　ものの一時間もしないうちに、死者の数が魔の目標である二千万人を突破した。

　画面には死者の数が相変わらず加算されていくその下に、『魔の勝利』の文字が浮かんだ。

　そこで渡琉はまず時間を止めた。

「いや～今回は魔界の勝ちですねえ～。でもちょっとばかり拍子抜けですよ。そこの君、何もせずに負けるのを待つなんて、お友達を思ってのことですか？　友情はいいですねえ。友情は」

　勝ち誇った顔で階段を下りてくるエメリッヒに渡琉は言った。

「ノリはもう自分の望みを言ったのか？」

「ええ、もちろん。叶えて差し上げましたよ」

「じゃあ、とりあえず魔の勝ちが確定したってことだよな？」

　渡琉はエメリッヒに向かってニコリと笑った。

　だが妙な笑顔を向けてくる渡琉に対し、エメリッヒは怪訝な表情を浮かべて目を細める。

「そうなりますよ。君、頭は大丈夫ですかぁ～？」

「俺はまともだっての」

　エメリッヒと言い合っていると、天井を突き抜けてやってきたゼファーが目前に立った。

　鋭い鎌はいつも以上に研とがれているようで、渡琉の顔が鏡に映ったようにはっきりと見える。

「よ～、ガキ。こうなったら覚悟を決めて時間を進めるんだな。まあ……俺様もやりたかねえが、これも仕事だからなあ……」

　ゼファーはやけに嬉しそうにそうに近づいてくる。もともとゼファーの仕事だと言えばそうなるのだが、この変わり身にはほとほと呆れた。

「この私がそれを許すと思っているのか、ゼファー……」

　ゆるゆると立ち上がったクロノスが両脇の剣を抜いて、渡琉の前に立った。ようやく立てるまで回復したようだが、彼の纏う殺さつ気きほど、足元はしっかりしていない。

「ええっ！　クロちゃん……それは勘弁してくれよ～。俺様はクロちゃんと争うつもりはねえんだぜ」

「二人ともちょっと待てって。まだこれからだろ。俺は時間を戻すんだからな」

　持っていた金の懐中時計を目の前に出して、渡琉は言った。

　そんな渡琉にエメリッヒがフンと鼻を鳴らして、馬鹿にする。

「魔の勝利は確定しているんですよ。何を言ってるんですかねえ……」

「そう思うか？　だったら、もうしばらく見てろよ」

　そう言って渡琉は止めていた時間を進め、すぐさま時計を〇時二十五分にあわせると竜頭を押し、時間を戻した。

　すると、目の前が白い閃光に包まれ、一瞬、目が眩んだ。
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　次に目を開くと、渡琉はクロノスの手を握ったまま床に座って、ミニ地球を眺めていた。

　だが、時間を戻しても影響を受けないエメリッヒが相変わらず階段の一番下の段に立っていて、怒りの形ぎよう相そうを浮かべていた。

　渡琉はすぐさまミニ地球を眺めて、則義の最後の命令が打ち込まれるのを待った。

「時間を戻したところで、そ～ら、画面にはすでに『魔の勝利』と出ているでしょう？　私達には時計の力は及びませんからねえ……もちろん、時間を戻したところで魔の勝利が確定した今、撤回できないのですよ～。ああ、愉ゆ快かい、愉快。どうにもならないという言葉はなんて素す敵てきなのでしょうねえ。なのに、君は往おう生じよう際ぎわが悪いお馬鹿な子供で困りますよ。ゼファーくん、さっさと魂をいっただいちゃいなさ～い。君の仕事でしょう」

　エメリッヒに押され、ゼファーは渋々という顔で渡琉に近づいた。鎌は左右の肩で柄を橋渡しして持ち、両手で支えている。

　その視線は渡琉の前に立つクロノスに向けられているが、普段は狂犬のような顔をしているのに、クロノスに睨まれたからか、捨てられた子犬のような目になっている。

「……面白い余よ興きようだな、ゼファー」

　クロノスは静かにそう言い、鋭い目をゼファーに向ける。

「いや……その……なんだなあ……ガキはまだなんかやる気でいるしよ。クロちゃ～ん。そんな目で見ないでくれよ。俺様だってな、いろいろと悩んだんだぜ」

　ゼファーの行動も気がかりだが、渡琉は則義の命令が打たれたらすぐに自分の命令を実行できるよう、ポチポチとたどたどしい手つきでキーボードに命令を打ち込んだ。

　あとは則義の命令が表示されたらすぐさまこちらの命令を出せばいい。

「よし、来たぞっ！」





　≫〇時三十分・魔の第三の命令、実行。

　　中国東北部、新型インフルエンザが発生。







　≫〇時三十一分・天の第三の命令、実行。

　　新型インフルエンザに対する抗体をすべての人が持っていた。






　渡琉がすぐさま自らの命令を出し、待つ。

　すると、思ったとおりの文字が表示された。





　≫第三の命令、死者ゼロ。継続なし。







　≫結果・魔界の勝利及び天界の勝利







　≫両者は一つだけ願いを入力せよ。






「俺の願いはただ一つだ」





　≫人々から消された緋野渡琉の記憶を元に戻すこと。






　渡琉がそう打ち込むと、またチカチカと画面が光り、文字が現れた。





　≫願い確定。────終了。






「はあ？　どういうことなんです、これは……」

　エメリッヒが上擦った声でそう言い、片眼鏡モノクルを正して、再度、画面を見つめる。

　渡琉以外の者がみな、この不思議な結果に狐きつねにつままれたような顔をしていた。

　だが、クロノスだけが冷えた美貌に笑みを浮かべ、なんだか誇らしい表情をして、剣を鞘さやに収める。

「あんたら天界や魔界の住人には俺が時間を戻したところで、なんの影響もない。そうだったよな、銀星？」

　渡琉は銀星の方を向き、同意を求めた。

　どうして今更そんなことを聞くんだという表情をしながらも、銀星は頷く。

「ああ、そうじゃ」

「俺はこの世界の時間は戻すことができて、もちろんこの世界の住人であるノリも影響を受ける。俺は時間を止めた時には影響は受けねえ、戻した時は記憶はそのままだけど、影響は受ける。ってことは、俺とノリは二十四時間前に戻ってやり直しができるってことだ。実際、この対戦のやり直しはできてた」

「そうなるのう」

　うんうんと銀星はさらに頷きながらも、渡琉の意図を計りかねているのか、首を傾げている。

「でもこのミニ地球は天界製か魔界製か知らねえけど、あんたら異世界のものだ」

「そうじゃ」

「だから、時間を戻したところで一度、確定したことは取り消せない」

「それも、そのとおりじゃよ」

「でも、対戦者の俺が時間を戻したらノリとやり直しができるってことは、今度、俺が勝てば、天界の勝ちが次に確定することになるってことなんだよ」

　してやったりの顔をエメリッヒに向けると、ようやく渡琉が何を言わんとしているのか理解したのか、目を大きく見開いた。

「……そ……それはどうなんじゃろうか。いや、そうなっとるのう……」

　銀星はクロノスを見て、またミニ地球の画面を眺め、浮かんだ文字を確認していた。

　だが、ゼファーは「だからどうなんだよ？」と言って驚きに満ちた顔をしていた。

「ものすごく変な状態になるけど……時間を戻すことで魔界の勝ちと天界の勝ちが同時に確定されたってことなんだ。……ってことで、仲良く引き分け。しかも二人とも勝ちだから、どちらの魂も奪われないってことで、終了。終わりっ！」

　引き分けに持ち込むために、渡琉は則義が勝つまで待ったのだ。

　本当にそうなるかどうかは内心ドキドキものの賭けだったが、結果は見てのとおり。ホッと胸を撫で下ろして、ようやく安堵のため息が漏れる。

　これでどちらの魂も奪われずにすむのだ。

「そ……それは、君！　大変な詭き弁べんですよっ！」

　エメリッヒは怒りの形相でそう怒鳴り、大げさに手を上下に振って近づいてくる。渡琉を捕まえて八つ裂きにでもしてやろうかというほど、怒りで顔を歪めていた。

「そういや、これって閃光の檻とかいうんだよな？　あんたは入れないはずだぜ」

　渡琉が言うと、エメリッヒは癇かん癪しやくを起こしたように「きいっ！」と甲高い声を上げ、円を描くようにグルグルと檻の周りを苛立ちを表すように歩き、立ち止まる。

「私はっ……そういう反則はみ・と・めっ・まっ・せ～ん！」

　エメリッヒはヒステリックにそう叫び、長い髪を振り乱している。

「あんたが認めるとか認めないとか、そんなのどうでもいいんだよ。俺は時間を戻して、自分のやるべきことをした。で、引き分けに持ち込んだ。言っておくけど、これって反則というより、そっちのシステムの欠けつ陥かんだぜ。ま、結果は出ちまったんだから、誰がなんと言おうと、終わり。また百年後だぜ。まあ俺もいくらなんでも次の参加はできねえと思うけど。だいたいあんたは魔界の偉い貴族なんだろ？　天界のちっちぇ～問題なんて、ほっとけばいいんじゃねえの？」

　少しエメリッヒを持ち上げて、後あと腐くされなく帰ってもらおうと渡琉は考えた。下手に怒らせると、どこまでも根に持つタイプに見えたからだ。

「……ゴホン。まあ、私もそれなりに地位のある貴族ですから～。このようなちっちゃい問題に関わることもないんですがねえ……」

　気分がよくなったのか、エメリッヒはまんざらでもない顔で言う。

　あと少しばかり持ち上げておいた方がよさそうだ。

「だろ？　ええっと、あんた、ワン・ツー・スリーだったよな？」

　エメリッヒの順位を、記憶が曖昧なまま渡琉は口にした。

　だがそれが間違いだった。

「……なんですそれは」

「ええっと、あんたの地位の順番だったはずだけど……」

　なんかまずいことを口にしたのだと気づいたときには、遅かった。

「ひゃっ……百二十三番目ですっ！　なっ……何が、ワン・ツー・スリーですかっ！」

　エメリッヒは怒ってる。

「いや……その……そういうつもりで言ったわけじゃあ……なあ、銀星」

　銀星に助けを求めたが、無駄だった。

「わしは知らんぞ」

「はは……まあいいじゃん。とりあえずあんた、百二十三番でも偉いんだろ？」

「でもとはなんです、でもとは。こっ……こここ……この私を愚ぐ弄ろうするとはい～い度胸ですねえ。……このままですむと思わないことですよ。ふははははは────っ！」

　エメリッヒは怒りで顔を歪めながら笑い、空中で一回転をすると、目映まばゆい閃光を発した。

　一瞬、目が眩んだが、視界が戻ってくる頃には、エメリッヒもミニ地球の姿も消えていた。

　ようやく天魔杯争奪戦ゲームは終わったのだ。

「ふはは……って。いつの時代の悪役だよ……まったく。ていうか、まずったなあ……」

　目を擦りながら深いため息をついていると、銀星がローズに近づいていた。

「ローズ。もう終わったんじゃぞ。クロノスを解放してやってもいいじゃろうて」

　銀星がやけに優しい口調でローズにそう言った。

　だが、ローズは拳こぶしを震わせ、顔を左右に振る。

「わらわは……兄上様を連れ戻すのじゃっ！　どうしても必要なのじゃっ！」

　先程の剣けん幕まくとはやや趣おもむきが異なり、どことなく必死さが漂っている。

　もしかするとローズにはただ兄を連れ戻したいという以外に、何か理由があるのかもしれない。

「さっきからルシアスを連れ戻すことにこだわってるけど、何か特別に事情でもあるのか？」

「……わ……わらわは……兄上様がおらんと大人になれんのじゃっ！」

　ローズは視線を逸らせたまま、そう怒鳴った。

　だが、渡琉にはその意味がよくわからないし、銀星はいつしか猫の姿に戻って目を丸くさせ、クロノスは眉間に皺を寄せている。ゼファーは拗すねているのか、唇を尖らせてあぐらをかいて座っていた。こっちの会話には興味がないようだ。

「……は？」

　尋ねるように銀星の方を見たが、銀星は二本足で立って腕組みをしたままだった。

「いや、聞いたことありゃせんぞ」

「わらわは好きでこのような姿をしているわけではないわっ！　もっと背が高くて、ボン・キュ・ボンじゃっ！」

　ローズはせわしなく両手を上下に振って、癇癪を起こした子供のように怒鳴った。

　姿もそうだが仕草も子供のように見えるのだが、言い分を聞いていると違うようだ。

「……ええっと……スタイルのいい大人ってことを言いたいのか？　銀星みたいに単に年をサバ読むために子供の姿でいるわけじゃねえの？」

　渡琉にとって天界の奴らの姿など子供に見えようが大人に見えようが、猫に見えようが、どうでもいいのだが、ローズは違うようだ。

「レイディに失礼であろう、下界のサルめっ！　わらわを侮辱するつもりかっ！」

「別に侮辱してるわけじゃなくて……」

　変な方向に話が変わってしまっていて、渡琉は困惑しながら、頭を搔いた。

「そういえば……以前は大人の姿をしておったのう。じゃがお前さんはもともとがその姿で、わしとは逆に大人の姿を好んでいただけじゃったはず。何が問題なのかのう？」

　銀星はローズの側までやってきて、その姿を不思議そうに見上げる。

「……ガルディア様に……ちょっとしたおしかりを受けて変身の力を封印されてしもうたんじゃえ。じゃが、わらわは大人がよいのじゃ。このような姿では恋もできんのじゃ」

　ローズは銀星を見ることも、渡琉の方を見ることもなくあさっての方向を向いたまま小さな声で言う。あまり大きな声では言えないことのようだ。

　もっとも渡琉の興味は初めて聞く名にあった。

「ガル……なんとかって、そいつ誰だよ？」

「十二神の中で一番偉い男じゃよ。お前さん……何をやらかしたんじゃ」

　一番偉いということは、ルシアスより上位に位置するということだ。ルシアスの力も凄いと思っているのに、その上だ。きっととんでもなく凄すさまじい力を持っているに違いない。そんな相手を怒らせるとは何をやったのだろうか。

「そんなことはどうでもよいわっ！　兄上様ならガルディア様のお怒りを解といてくださるはずじゃ。わらわでは駄目なのじゃっ！」

　ローズは原因を口にしたくないようだ。

「なあ、その一番偉い奴がお前をそんな姿にしたのなら、兄ちゃんだって簡単に聞いてやれないと思うぜ。その……ガルなんとかに謝るしかねえだろ？」

　渡琉が呆れたように言うと、ローズはジロリとこちらを睨みつけてきた。

「優しい兄上様じゃから……きっとわらわの頼みを聞いてくれるはずじゃ。おんしとは違う」

「ええっと……俺は魂をとられることなく、ゲームを終えたしさ……ってことは、悪いけど君の望みは聞いてやれないってことなんだけど……」

　と、渡琉が言うと、今まで偉そうな態度をとっていたローズが突然大きな目に涙を浮かべ、ありえない声で泣きだした。

「……うわあああ～ん。いやじゃ～。大人になれず、永遠にこの姿じゃなんて、嫌っ、嫌っ、嫌じゃ～……！」

　だが、ローズが床に座り込んで泣いているというのに、クロノスでさえ宥めようとしなかった。もしかすると天界ではいつもこの調子なのかもしれない。

「ちょ……泣くなよ。あのさあ、俺もよく覚えてねえんだけど……まあ、時々兄ちゃんが出てくるらしいぜ」

　一度しか出てきていないのだが、ローズを宥めるためにそう言う。ローズは座り込んだまま顔を上げ、目を擦った。

「……それは本当かえ？」

「そうだったよな、銀星？」

「わしは見とらん」

　確かにそうなのだが、銀星は会話を合わせてくれない。

「クロノス」

「ほんの一瞬ですが、私はルシアス様とお話しいたしました」

　クロノスはいつもの仏頂面に感情の伴わない声でそう言った。

　ローズはルシアスの妹ではあるのだろうが、ルシアスに対するような忠誠心や誠実さは持っていないようだ。

「ほらな。だからさあ。また出てきたらお前のことをちゃんと伝えてやるからさ……な、クロノス？」

　同意を求めるとクロノスは小さく頷いた。

「そのようにいたしましょう」

「だからしばらく待ってくれるか？　ぜって～ちゃんと言ってやるからさ。それでいいだろ？」

　涙を拭うローズに渡琉が言うと、チラリとこちらに視線をよこす。

　だが、大きな目には疑惑が浮かんでいた。

「それが嫌なら、その……ガル……なんとかさんに自分でちゃんと謝って力を戻してもらうしかねえぞ」

「無理っ無理っ、無理じゃっ！」

　この件に関しては即答のため、よほどガルディアには謝れない状況のようだ。

「じゃあさ待ってろよ。いいじゃん、その姿も結構可愛いぜ」

　見た目は可愛いし、別に大人でなくてもいいような気がする。もし問題があるとすれば、彼女の高慢で鼻持ちならない性格の方だ。

　もっとも今は大人に変身できないことが決定してショックを受けているからか、まだ素直だ。

「……本当か？」

「ああ。なあ、可愛いよな？」

「ええ」

　と同意したのはクロノスだけだった。それでもローズは機嫌をよくしたのか、にっこりと微笑んだ。

「そうじゃ。わらわのこの美貌は幼くとも隠しきれぬわ」

「じゃ、この閃光の檻……だっけ？　解除してやってくれよ。だいたい、クロノスはルシアスの従者だろ。兄ちゃんにこれがバレたらそれこそなんの願いも聞いてもらえねえぞ」

　今度こそローズも渡琉の言葉を聞き入れて、円の側に腰を下ろすと、何かを払うように手を左右にかざした。すると床に描かれていた円や文字が消えた。

　クロノスはついと何かに躓つまずいたように身体を前に少し倒した。渡琉がすぐさまそれを支える。

「大丈夫か？」

「私は大丈夫です。ずっと渡琉様が力を与えてくださっていましたので」

　クロノスは何事もなかったように立ち、銀星は猫のように四つ脚になって前足で顔を洗っていた。ゼファーは面白くなさそうな顔をしていた。

「なあ、ローズ。実感がねぇけど、マジでみんなから消された俺の記憶は戻してくれたのか？」

「もう戻したえ。わらわは仕事が早いんじゃ」

　ローズは、そう言いながらまだ気になるのか、自分の姿を何度も見下ろしていた。

　それぞれ思うことはあるだろうが、とりあえず騒動は終わったのだ。

「全部、終わったことだし……帰……」

　終わったのだという安堵から、張りつめていた気がフッと緩んだ渡琉は珍しく立ちくらみを起こした。

「大丈夫ですか？」

「あ……大丈夫。何も食べずに徹夜したことなんてなかったからかもな」

　クロノスに支えられた手をやんわりと解き、渡琉は顔を洗うように頰から額へと撫で上げた。

　なんだかもうグッタリしていて、早くベッドに倒れ込みたい。

「じゃあ、俺様がなんか食い物探してこようか？　ああ、添い寝だってしてやるぜ」

　ゼファーが明らかに悪くなった立場をなんとかよくしようとしてか、気味の悪いことを口にするものの、クロノスの冷えた眼差しだけでなく、銀星からも睨みつけられていた。

「いや……ほら。な、俺は俺なりに……だな。クロちゃんのことを心底考えて……」

「今回のことについては、同情の余地は欠片かけらもありゃせんぞ」

　銀星は爪を出した前足をゼファーに向け、頰を膨らませる。

「じじいはどうでもいいんだよ。なあ、クロちゃん。やっぱ怒ってるのか？」

　へらへらと笑いながらこちらに近づくゼファーだったが、クロノスはもう視線を向けようともしない。

「渡琉様、行きましょう」

「ああ……」

　クロノスに押されるようにして歩き出そうとしたが、肩越しに見えるゼファーが珍しく渡琉に助けを求めるように手を合わせている。

「なあ、俺様を無視しないでくれよ……クロちゃん。……そこのガキ。なんとか言ってくれよ。俺様は別に裏切ったわけじゃねえんだぜ。まあ、俺様も気苦労があってだなあ……」

　行く手を遮るように回り込んだゼファーに渡琉は肩を竦めた。

「お前さあ、そういうのって都合よすぎじゃねえの？　だいたい……」

　馴れ馴れしく肩に回そうとするゼファーの手を払い、館から出ようとした渡琉に、聞き慣れた友達の声が聞こえた。

「渡琉っ！　待って、渡琉っ！」

　階段を駆け下りてきたのは則義だった。

　こちらのことを思い出してくれているようだから、ローズの言ったとおりに記憶は速やかに復活したようだ。とはいえ、確かに同じ屋敷内にいるとは聞いていたが、則義の勝ちが決まった段階でエメリッヒが自宅へ送り届けているとばかり思っていたから渡琉は驚いた。

「ノッ……ノリっ!?」

「渡琉……無事でよかったね。こうやって渡琉を見て、ホッとした」

　則義は息を切らしながらも、渡琉の手を摑んで勢いよく上下に振る。

「ああ……うん。俺もノリが無事でよかった」

　にこやかな表情で則義はホールに立っている天界の人間をぐるりと見渡すと、驚くべき言葉を口にした。

「ええっと、この人達が天界のクロノスさんに、ゼファーさん、猫が銀星さん？」

「……クロノスやゼファーが見えてるのかっ!?　いや、そんなことよりこいつらの名前をどうして知ってるんだよ？」

「僕が勝つつもりはなかったけど、画面に勝ったって表示が表れてさ。一つだけ願いを叶えてやるってエメリッヒに言われたから……対戦相手がどういう人物か教えてほしいって言ったんだ。でも、しばらくすると、僕が勝ったのに、対戦相手も勝ったことになっていて、びっくりした。そういえば、渡琉は時間を操れるんだって？」

　どこまで説明したんだよとエメリッヒに問い詰めたい気分だ。

「え……あ……なんていうか……俺はノリがあっさりそれを信じてくれてるのがすっげ～びっくりなんだけど」

「この数日起こったことを考えたら、渡琉のことを聞いても驚きはなかったよ」

　妹のことはすっかり記憶から消されたようだが、今の記憶を残しておいていいのか、渡琉にはわからない。もちろん則義のことはよく知っているし、受け入れてくれるのなら、ありがたいのだが。

「渡琉……問題発生じゃ」

　突然銀星が、先程まで渡琉がチェックしていた携帯の画面を覗き込みながら、前足を上下に振って呼んだ。

「……どうしたんだよ？」

「大変じゃ、エメリッヒが保険をかけておいたようじゃ」

　ワンセグでニュースを見ていたのか、銀星は銀色の目を驚きに大きく見開いている。

「保険……？」

「お前さんが止めたものとは違う新型インフルエンザが発生しちょるぞ」

「なんだってっ!?　ちょ、ちょっと見せろよっ！」

　銀星の持っている携帯を取り上げて画面を見ると、話題は新型インフルエンザの話でもちきりだった。とはいえ、感染はまだ中国東北部でのもので、他の国には飛び火していないようだ。

「いや……ちょっと待て。インフルエンザは少なくとも一日から二日発病までに時間が必要だろ？　あ、俺が止めたのは半日で発病するやつだったけど……エメリッヒが無理やり発病させたとか言わねえよな？」

　いくらなんでもさっき捨てゼリフを吐いて、すぐにできるものなのか。

「エメリッヒがしたのかどうか、わらわも詳しくは知らぬわ。百年ごとのゲームは別じゃが、本来はこの世界に手を加えることは天界も魔界も、許されておらんえ。おんしの場合は人間の身体に兄上様の魂が納まっているから、扱いがややこしいらしいがの。じゃがおんしがあんなふうにエメリッヒを馬鹿にしたからのう。怒り狂うて暴走しても仕方ないえ」

　ローズがまるで世間話でもしているかのように、サラリと言った。

「俺は馬鹿になんかしてねえよっ！　じゃなくて最初から計画してたんじゃねえのか？」

「そんなことわらわは知らぬわ」

「お前の性格悪すぎだぜ。ガル……なんとかも腹を立てる気持ちわかるな」

「何を言うておるんじゃっ！　おんしらが何に対してどう重要に感じるかなど、わらわにわかるわけなかろうぞ。下々のサルの興味など、知りたくもないえ」

　まあ、下界の人間の生き死に自体、彼らにはあまり重要なことではないのだ。そんな彼らに今の差し迫った状況を理解しろと言っても無理なのだろう。

　だが問題はこれからだ。

　いずれやってくるだろうと言われている新型インフルエンザが、自然に発生して猛威をふるうのは仕方がないことだ。もしそうなら渡琉も何もせず家に閉じ籠もり、嵐が去るのを待っていたかもしれない。

　だが、きっかけをエメリッヒがつくったとなると話は別だった。

「とりあえず……時間を止めて対策を練った方がいいよな」

　渡琉はチラリと則義の方を見る。則義は目が合った瞬間、何もかも理解しているかのようににっこりと笑う。
















「僕のことはいいから、行きなよ。でも全部すんだら、渡琉とゆっくり話したいな。なんだか僕……一晩中語り合いたい気分なんだ」

　則義の言葉に渡琉は頷いた。

「じゃあ、待っててくれよ」

「わかった。あ、そうだ。渡琉、これだけ先に言っておくよ。……ありがとう」

　則義に背を向け、金の懐中時計を使おうとした渡琉の手が、その言葉に止まった。

「え？」

　肩越しに振り返ると、則義は鼻の頭を撫でながら、照れくさそうに言った。

「僕は自分が負けるつもりだったんだ。だって、いくらなんでも自分が勝った時の代償が大きすぎたから……。なのに勝ってしまって本当にどうしようと思った。でも、渡琉はどうやったのかわからないけど、引き分けにしてくれた。僕……本当に嬉しかったよ。ありがとう」

「……ええっと……そういうのいいんだって。巻き込んだのは俺関係だし……ああもう、俺こういうの苦手なんだよな」

　真剣に感謝されると渡琉は困ってしまう。

　だいたい、本来友達をこんなことに巻き込んだりしないものだ。

　逆に怒鳴られてもおかしくない状況だった。

　なのに則義は感無量という口調で感謝の言葉を口にする。本当に困る。

「じゃあ……僕、待ってる。渡琉、がんばってね。渡琉ならきっと大丈夫」

　則義が笑顔の状態で時間を止めた渡琉は、一つ深く深呼吸をして、言った。

「話は戻るけどさ。日本に新型インフルエンザを広めたのは……旅行者だったよな。感染したのを知らずに夜の便に乗って、機内で発病して……成なり田た空港でウイルスをまき散らすんだった」

　確か、ツアーの名前は「悠久の万里を訪ねて」だった。男女合わせて三十人。旅行会社の添乗員は二名の大所帯だ。

　一人か二人なら空港で押し止められそうだが、三十二人もいる。

　彼らを飛行機から出さずにどうやって隔離してもらえばいいのだろうか。

「飛行機はまだ飛んでるんだよな……」

　以前、大破することがわかっていたバスをなんとか止めようとして時間を戻して警告したものの、誰も信じてくれず、結局事故は起こった。もちろん、時間を止めてバスの中の人間を渡琉が一人で引きずり出して助けたのだが。

　こういう経験から、これから先起こることに対し、注意を喚起してもそうそう信じてもらえないことがわかる。

「渡琉様、ただ、その飛行機に乗り込んだ乗客が果たして感染を広める人々なのか、わからないですよ。前回とは違うのですから……」

　クロノスが淡々とした口調で、恐ろしい事実を渡琉に知らせた。

「……あっ……そうか。え、じゃあ……どうするのが一番いいんだよ？」

　誰を病院に入れたらいいのか、どこで止めたらいいのか、相手が特定できない場合、動きようがない。

「感染ルートが特定できない状態では、できることは何もないでしょう。それに、北京ペキンからやってくる飛行機はすべて成田に着くわけではないはず。名な古ご屋やかもしれないし、関西かもしれません」

　さらにクロノスは残酷な現実を告げる。

　そう、日本にウイルスが入ってくる経路は、成田が一番最初だとは言い切れないのだ。

　だからといって、知っているのに何もしない、できないと簡単に納得はできない。

「……え、あ……でも……とりあえず、成田に行こうぜ。ていうか……悪いけど連れていってくれないか？　ほら、前みたいに……ひとっ飛びしてくれよ」

「……渡琉様。今回は静観する他ないように思われますが」

　クロノスはあくまで冷静に今を判断している。渡琉とは違って状況をきちんと把握し、適切な答えを出しているのだろう。

「でもさ、行ってみたら何かできるかもしれないだろ？」

「渡琉。もう家に帰った方がええんじゃないかのう……へたすりゃ、お前さんもよからぬウイルスを伝う染つされてしまうかもしれんのじゃぞ。そうなると、お前さんの言う、嫌な終わり方が待っとるかもしれん。もう、やり直しはできんことじゃ。無理はせん方がええ」

　銀星はまるでこの先を見てきたかのように言う。

「わらわはどうでもよいわ。じゃが……そこの下界のサルの記憶はこのままにしておけんじゃろうのう。確かに一時的に願いは叶えてやるが、すべてが終わったらわらわが記憶を修正して、白紙に戻さねばならぬのじゃ。これがわらわの仕事じゃえ」

　ローズは全く状況を把握しておらず、動かない則義を指さしながら、後回しにしてほしいことを口にする。ゼファーはクロノスに冷たくされたことでふてくされているのか、相変わらずあぐらをかいて唇を尖らせていたが、とりあえず静かにしてくれている。

「いや、そういう記憶のことは後にしろよ。じゃなくて……ちょ……銀星、クロノス。なんでそう簡単に諦めるわけ？　行けば絶対何かできることがあるって」

　渡琉は諦めることが嫌いだ。

　誰も知らない嫌な未来を見てしまったのに、何もせずに傍観しているなんて、絶対できない。

　死者の数がみるみる増えていった恐ろしい新型インフルエンザだ。

　目の当たりにしたのは、止まることのない、死者の数。現実に死者を見なくても、それがどれほど恐ろしく、悲しいことなのか渡琉でさえ想像ができる。

「エメリッヒが手を加えたかどうか、断定はできませんが、これはいずれ起こることだったのですよ。何十年かに一度起こる、大きなウイルスの変異です。下界が何度となく晒されてきた進化の過程に起こるもので、渡琉様がここで行動を起こされても、何も変わらないでしょう。逆に、いずれ起こることであったのに、築かれる死の数だけ、渡琉様が後悔したり責任を感じられるのではないかと、私はそちらを危き惧ぐいたしております」

　もちろん渡琉だって世界中で起こるすべてのことをどうにかできるとは思っていないし、責任を負おうとすること自体が傲慢なことだ。

　だが、今回は自然に起こったわけではなく、天界と魔界が百年に一度の天魔杯争奪というふざけたゲームを下界の人間に無理やり押しつけた末の出来事だ。あのエメリッヒが手を加えたかもしれないというだけで、自分に責任があるような気がする。

　このまま見て見ぬふりをして、自分だけ安全圏で嵐が去るのを待てと言われても、とても無理な話だ。

「……これはあんたら側サイドの奴がやらかしたことだぜ。普通なら俺じゃなくてあんたらがもっと責任を感じていいはずだろ？　なのになんだよっ！　そういうさ、下界では何が起こっても私達には関係ありませんっていう態度ばっかとるんじゃねえよっ！　いい加減腹が立ってきた。俺を連れていくのか、いかないのか、どっちなんだよっ、クロノスっ！」

　渡琉がクロノスに向かって怒鳴ると、ゆっくりと手を前に出してきた。

　行きましょう……ということだろう。

「それでいいんだよ」

「じゃあ、銀星。ノリとその……ローズって子を頼むよ」

「それは構わんが……無理するでないぞ。何があってもお前さんが負うべきものは何もありゃせんのじゃからのう。放っておいてもエメリッヒはこのことで厳しい罰を受けることになるじゃろうて。お前さんが手を出す必要はないんじゃよ」

　銀星は髭を震わせて、心配そうにそう言った。

　あとはゼファーだが、チラリと視線を向けると相変わらず愛想よく笑っているが、顔が引きつっている。

　ゼファーはまたいつ裏切るかもしれない男だ。残していくより、目の届くところで監視する方がいいだろう。

　こういう男でも役に立つことがあるかもしれない。

「わかってる。それで……と。ゼファーはついてきていいけど、また裏切ったら、クロノスにぶちのめしてもらうからな」

　ゼファーは窺うようにクロノスの方をチラリと見たが、ブリザードでも巻き起こしそうなほど冷たい視線を向けられ、肩を竦めていた。

　それでもクロノスについていけることが嬉しいのか、「クロちゃんにこれ以上嫌われたくないからな」と信用ならない言葉を口にした。

「では、いいですね」

　クロノスの言葉に渡琉は頷く。

「ほんに、下界のサルは往生際が悪いのう……」

　ローズの呆れた声を背後に、渡琉はクロノスに連れられて空中に飛んだ。
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　空港に着いた渡琉はすぐさま途方に暮れることになった。

　今までは結果に至る過程を見てから時間を戻し、過程に新たな手を加えることで結果を変えるよう努力をしてきた。

　けれど、結果はわかっているのに過程がわからない今、何をどうすれば結果が変えられるのか、いい案が思い浮かばないのだ。

　検疫ブースでは靴底の消毒の実施が行われていたし、サーモグラフィーが置かれ、発熱している旅行者はいないかのチェックもされていた。

　一部の人々は緊張していたが、大抵の人々は自分達には関係がないという表情で、楽しかった旅行の話題で盛り上がっている。

　もちろん今は時間を止めているため、何を話しているのかはわからない。

　人々は蠟ろう人形のよう動かず、数え切れないほどの人がいるのに、静寂が支配していた。

　ただ、いつもとその感覚が違う。

　最近気づいたことなのだが、時間を止めると音のない世界を体験することができるが、本来、意外なことにそれはなんとも言えない不安を湧き起こさせるものなのだ。

　初めて時間を止めた時は感動と驚きばかりで気づかなかった。

　何か緊急事態に遭遇して止めた時は、危機を回避することばかり頭にあり、そういったことに気づく余裕がないこともある。

　もちろんずっとというわけではなく、時間を止めてそこに慣れるまでの間、いつもこう座っている椅子の座り心地が違うというような感覚を味わうのだ。

　人間はどれほど静かな場所にあっても、小さな音を耳にしている。湖こ畔はんの静かなロッジにあっても、深い洞どう窟くつの中にあっても、音というのは完全に遮断できるものではないのだ。

　だから本当の静寂は普通に生活している上ではないから、今の状態に何かが違うという変化を感じるのだろう。

　なのに、いつもはそうなのに、今は不思議とその違いを感じない。

　時を止めた状態にすでに慣れたか、いろいろありすぎて気が回らないかどちらかなのか。

「……くそっ！　ウイルスに感染してる奴をどう特定したらいいんだよっ！」

　あちこち走り回りすぎて、息が切れそうだ。

　身体の節々が痛み、嫌な頭痛まで復活している。まさか風邪がぶり返したんじゃないだろうなあと思いつつも、渡琉は両膝に手を置き身体を折り曲げながら、息を整えた。

「特定できたとして、全部の感染者を隔離することは、できないはずですよねえ～。本当に君という人間は、身の程知らずですねえ～」

　上空からエメリッヒの声が落ちてきて、驚きに顔を上げる。すると、嘲ちよう笑しようを浮かべたエメリッヒが天井の飾りに跨ってこちらを見下ろしていた。

「ゲームは終わったのに、どうしてこんなことをするんだよっ！」

「おや、私が何かしたと本気で思っているんですかねえ……」

「……違うのか？」

「今の君は限定された力でしかこの世界の時間を操作できないのですよねえ。それが時間にどういうひずみを生むのか、おっや～、クロノスくん、きちんと教えてあげていないのですかぁ。それはそれは大変いけませんねえ」

　エメリッヒは楽しそうにそう言い、くすくすと笑っている。

　クロノスは剣を抜いて構えると、エメリッヒを威嚇するように睨みつけていた。

「聞いてるけどな、俺はそれを信じてねえんだよ」

　時間と運命はそれぞれ密接に関わっているらしい。

　決定したことを時間を戻して修正すると、小さなひずみができる。ひずみが積み重なると、それを解消するために、大きな出来事が起こるというのだ。

　以前起こった飛行機事故のように。

　だが渡琉はその意見に賛同するつもりはない。運命は自ら切り開くもので、決まった未来などないと信じている。

　何よりそんなひずみの存在を認めてしまうと、目の前で起こる事故を止められなくなるし、家族や友人が大変な事故に巻き込まれるのを知っても、渡琉は何もできなくなってしまう。

　もちろん世界で起こるすべての不幸を自分がなんとかしたい、できると考えているわけではない。ただ、目の前に横たわった危険や事故を避けるため、自分ができる範囲で精いっぱいなんとかしようとしているだけだ。

　そして、なんとかできる時計を持っている。

「人間はいつもそうなんですよ。目の前に正しい答えがあるのに、認めようとしないんですよねえ。だいたい君が余計なことをするから、ウイルスが自分で変化したんでしょう。あれもまあ生きてますからねえ。彼らも淘とう汰たされないように、常に変化して、進化する。人間だって同じですよ。ウイルスが身体に入ってくると抗体を作って対抗する。まあ、その過程で負ける人間も出てきて犠牲は多少出るでしょうが、その間にワクチンなり薬なりを作る智恵で切り抜けてもらいましょう。そうやって人類はインフルエンザと闘ってきたんですからねえ。我々が関与する隙間などどこにもないんですよ」

　エメリッヒは自分こそが正しいとでも言うように、語る。

　確かに今までも普通のインフルエンザは毎年やってきたし、新しい型のインフルエンザもすでに警告されてきている。それに伴い政府は薬を蓄たくわえようとしていたが、目標値には達していないと聞いたことがあるし、水みず際ぎわの堰せき止めもどれほどの効果があるのか、わからない。

　それでも新しい型のインフルエンザは百年遡さかのぼるだけでも、いくつもある。なのにこれから蔓まん延えんしようとしている新しいインフルエンザをたった一人でどうにかしようとすることこそ、傲慢な考え方なのかもしれない。

　渡琉は時間を操作する力を得た。

　だからといって、それはどんなことでも解決できる力ではないのだ。

「渡琉様。耳を貸してはいけません。あのようにもっともらしいことを言い、貴方様の力を削そごうとしているのですよ」

「……」

　エメリッヒに賛同しそうになっていた渡琉だが、クロノスの言葉に我に返ると、顔を左右に振ってエメリッヒの言葉を頭から振り払った。

「俺はこれからどうなるのか知ってしまったんだよ。知っていて……何もしないなんて俺にはできないんだっ！」

「じゃあ、どうぞ。お好きになさいませ。私は一向に構わないんですよ。下界でどれほどの人間が死のうと、関係ありませんからねえ。もっとも、ゼファーくんのような魂を導く者達は大忙しでしょうが」

　勝ち誇った笑みを浮かべるエメリッヒに、反論する言葉が見つからない。

　あるのは自分には何もできないという、虚むなしさばかりだ。

「……」

　時間を止めていても何も変わらない。

　時間を進めて警告したとしても、きっと止められない。果たして高校生の渡琉に何ができるというのだ。問題は、仮に誰かが真剣に聞いてくれたとしても、ウイルスの流行を止める有効な手だてが、ないことだろう。

「じゃあ、こうしましょう。いくら時間が操作できるとはいえ、この件に関しては手出しできないことを、もうそろそろ理解できているはず。でも、もし君がどう～っしても、なんとかしたいというのなら、方法がありますよ」

「……結局、俺の魂をよこせってか？」

「渡琉様、なりません。ゼファー……いいか、手を出すな」

　クロノスは渡琉の前に立ちはだかると、肩越しにそう言い、次にゼファーを睨みつける。

「おっ……俺様は何もするつもりねえぞ。これ以上、クロちゃんに嫌われたくねえからな。でもなあ。……なんか妙なんだけど……俺様の話聞いてみる？」

　ゼファーは手を左右に大おお仰ぎように振り、ボソボソとそう言ったが、クロノスに「黙れ」と言われて口を閉ざす。

　エメリッヒの味方になるつもりはないようだが、こんな時にまた自分の話を蒸し返そうとするゼファーにげんなりする。あの男の頭にあるのはクロノスに許してもらうことばかりなのだろう。

「本当にそれで……助けてくれるのか？」

「そうですねえ～。プラス、その肉体を私にいただきたい。いいでしょう？　魂を抜き取ったらどうせ用済みでしょうし、私に愛めでられる方が、火葬されるよりはいいはずですよ」

　たとえ魂を抜かれてこの身体が肉にく塊かいになったとしても、エメリッヒに愛でられることを想像するだけで、ゾッとする。

「それはちょっと……火葬がいい」

「渡琉様、いけません。その決断は間違っております。今はエメリッヒに頼ることではなく、自らの力の限界を知ることです。これは渡琉様が魂を差し出してまで、背負うべきことではないのですよ」

「……かもしれないな」

　クロノスのいう言葉を渡琉も理解している。

　だが、エメリッヒが何か手を加えたのではないかと疑いがどうしても拭えなくて、渡琉は鳩尾のあたりに痛みを感じているのだ。

「ずっと時間を止めているわけにはいかないでしょう？　さっさと決めてくれませんかねえ」

　どうしてだろう……。

　ふとあることが渡琉の脳裏を過よぎった。

　エメリッヒがああ言うということは、彼には何か手があるのだろうか。

　魔界の者は疫病を広げたりそれを消したり簡単にできるというのだろうか。

　だがインフルエンザがいきなり消えたらそれこそ大騒ぎになる。記憶操作ができるローズがさらにエメリッヒの頼みを聞くとは思えない。そんな混乱をこの下界で起こせる権限が彼に与えられているのだろうか。

　だいたいゲームはもう終わったはずだ。

「ちなみにどうやってあんたは新型インフルエンザをなくすんだ？」

「それはお・た・の・し・みで～すっ！」

「……どうして言えないんだよ？」

「君に言う必要があるんですか？　いいですから、さっさとどうするのか決めるんですね」

　エメリッヒがそこで口を閉ざすと、静寂があたりを包む。

　何かが変だった。

　この不安を全く感じない静寂が、気になって仕方がない。

　時間を止めてこんなふうに不安を感じないことが気になるなんて、おかしいのだ。

　いや、もしかすると自分の中の魂が、警告を発してくれているのかもしれない。

「ここには完全な……静寂がない」

　ぐるりと周囲を見渡し、渡琉はエメリッヒを睨みつけた。

「渡琉様？」

「クロノスは気づかないか？　この世界は変なんだ」

　渡琉の言葉にクロノスは肩越しに振り返り、クールな美貌をしかめる。

「……だから俺様もさっきからそう言ってるだろ」

　黙り込んでいたゼファーが面倒くさそうにそう言い、いまだ理解できないクロノスだけが説明を求めるように渡琉を見下ろす。

「俺が時間を止めると……いつだってこう……ちょっとした不安みたいなものを感じるんだ。多分、全く音のない世界に馴染めないからだと思うんだけど……それが……ここでは感じない。きっと音として認識はできないけど、ここでは全く音がないというわけじゃないんだと思う。そんな世界で思い当たるのは……例のミニ地球だけだ。あれの中に入れるんだろ？」

　渡琉がそう言うとエメリッヒの表情が曇り、ゼファーはこれが言いたかったのだと言わんばかりに口を開いた。

「だからな、俺様もなんか尻座りが悪かったんだってよ。新鮮なこう……魂の匂いがしねえんだ。てことは、ここの人間はみんな張りぼてってことだな。つうか、俺様はそれをずっと言おうとしてたんだぜ～。でもよ、クロちゃんも聞いてくれなかったしなあ……」

　ゼファーは得意げだが、渡琉は呆れたように横目で睨みつけ、さらにクロノスに冷たい視線を送られて肩を竦めていた。

　気づいたのならさっさと言えばいいのに、呆れて文句を言うのも疲れる。

「では、ここは仮想バーチヤルの世界……そうなのかっ！　そういえば、お前が屋敷で姿を消した時、閃光が走ったな。あの時かっ！」

　クロノスが叫ぶと、エメリッヒは両手を上げて、やれやれとため息をついた。

「……全く、お前達にはとことん失望しましたよっ！　せっかくこの世界で君の人生を終わらせてやろうとしていたのに……あああっ……もううう。すべての計画をブチ壊された上、人間ごときにワン・ツー・スリーと愚弄されたまま魔界に帰るつもりはありまっせ～んっ！」

　エメリッヒがそう叫ぶと、彼の着ている衣裳が瞬時に黒く染まり、カラスの羽のような黒い影が背後を覆う。そのまま頭上をすべて覆うほど広がった影から守るよう、渡琉の身体にクロノスの腕が回された。

「渡琉様っ！」

「あ……あいつはなんなんだよっ！」

　クロノスに庇かばわれて目の前が真っ暗になったかと思うと、次に目に飛び込んできたのは、魔界側が建てた屋敷のホールだった。

　すでに消えたはずのミニ地球がホールの真ん中で浮かんでいる。

　何が起こったのか理解できずに、ローズと銀星が階段の下できょとんと突っ立っていた。クロノスは渡琉を自らの背後に押しやり、エメリッヒを迎え撃とうとでもいうように、剣を構えている。

「何があったんじゃ？　もしかしてわしらは等しく騙だまされとったのかのぅ？　そ……そうじゃ。あの光か？　あの時に策略にはまったのかの……」

　銀星が後ろ足で立ち、キョロキョロと周りを見回している。時間は確かに渡琉が止めたことを示すように、則義がマネキンのように立っていた。

「わらわは……気づかんかったえ。さすがじゃのう……エメリッヒ」

　ローズは感心しているが、そういう問題ではない。

「その話は後だ。クロノス、エメリッヒは負けを認めて今度こそ帰ったのか？」

「いえ。違うようです」

　周囲を窺いながらとりあえずの危険が去ったのか、クロノスは剣を鞘に収めた。だが、その表情は厳く、一いち分ぶの隙もない。

「奴は外だぜ、クロちゃん。今度は本気でやばいもんをまき散らす気のようだぜ」

　屋敷の天井を突き抜けるようにして下りてきたゼファーが、まるで仲間の悪事をチクるように告げた。ゼファーはクロノスの信頼回復に必死のようだ。

「やばいものって……なんだよっ!?」

「多分、疫病のウイルスじゃ。エメリッヒは妙なものも飼っとることで有名じゃからの。もっとも、下界でそんなものをまき散らすことは天魔双方許しておらん。あやつは罰を受けるつもりで行動に移ったんじゃて。よほど頭にきたんじゃろうなあ」

　銀星は淡々と告げたが、渡琉には驚くべきことだ。

　何をまき散らそうとしているのか知らないが、止めなくてはならない。

「クロノスッ！　俺を連れてエメリッヒを追ってくれよっ！　疫病なんてまき散らさせるわけにはいかないだろっ！」

　そう渡琉が叫ぶと、クロノスは渡琉の手を取り、屋敷の天井を突き抜けると空へ舞った。

「……っうあ」

　クロノスのフィールドに守られていることはわかっているのだが、眼下に見える建物があまりにも小さく見え、落ちたら即死だという恐怖が身体をブルッと震わせる。

「大丈夫ですよ」

「あ……うん。わかってるんだけどやっぱほら……慣れねえんだよな……あっ、クロノスあれじゃねえのかっ!?」

　目前に入道雲のようなマスタードグリーンの塊かたまりが浮かび、徐じよ々じよに空を覆っていく。その中心にエメリッヒの姿がある。だが、彼が好んで着ていた金の刺繡が入った白いマントはすでになく、黒い大きなカラスが翼を広げたような姿に変わっていた。

「さあ、今度は小細工なしですよ～。君が時間を止めていようと、魔界で培ばい養ようしたこの可愛いウイルスは影響を受けません。空から地上へどんどんまき散らされてますからねえ。君が時間を進めたら、すぐさま私の可愛いウイルス達が街を襲い、屍しかばねの山を築いてくれるでしょう」

　血走った目でエメリッヒはこちらを睨みつけ、ふははと笑う。

「そんなことをしたら、あんたは魔界から罰を受けるんじゃねえの？　人間の命なんてどうでもいいって思ってるんだったら、そんなことのために罰を受けるのはバカバカしいだろ？　だからやめとけって」

「罰？　それが無効になる唯一の手があるんですよねえ……」

　ギラギラと瞳を光らせてエメリッヒは舌なめずりをし、渡琉の目を射抜くように見つめてくる。心臓を摑まれたような、嫌な気分だ。

「なんだよ……それ」

「お前の魂を食らうことだあっ！」

　エメリッヒが唐突に迫ってくるのを、クロノスが二本の剣で止めた。それでもろくろ首のようにエメリッヒの首だけが伸び、クロノスの背後にいる渡琉の目の前でにたりと笑う。

「うわああっ！」

「ゼファーッ！」

　クロノスがそう叫ぶと、唐突に渡琉の首根っこが摑まれ、引き離された。

「まあなんだ。いろいろ誤解はあったがよぅ。ちゃんとほら、俺様も助けてやってるだろ？　な、クロちゃんにそこんところ、後でちゃ～んと、説明してくれよ」

　エメリッヒを止めようとするクロノスを遠くに見ながら、渡琉はゼファーに摑まれていた首を撫でた。

「でも……クロノスは大丈夫なのかよ？　エメリッヒは妖よう怪かいみたいになってるんだぜ。あんたも加勢した方がいいんじゃねえの？」

「クロちゃんはあの程度の雑ざ魚こに負けやしねえよ。俺様はガキのお守もりだ。……つうか、なんでもいいけどよ、ガキはすっことがあんじゃねえの？」

　ゼファーは面白くなさそうにクロノスとエメリッヒの様子を眺めている。彼にとっての関心は相変わらず自分の信頼回復だけに向かっているようだ。

　もっとも、確かにゼファーの言うよう、渡琉にはしなければならないことがあった。

「……わかってるよ」

　だが、インフルエンザウイルスの時もいい方法が見つからなかったのだ。種類は違うとはいえ、やはりあれほどの数のウイルスを自分の力でどう消滅されたらいいのか、わからない。

「なんでもいいから、やれよ。俺様も魔界の奴らが昇天させた魂を案内するのは、いい気がしねえし、さっさと終わらせて俺様はクロちゃんと話をしてぇんだからな」

「わかってるって！」

　止めている時間を解除し、進めたらどうなる？

　すでに蔓延しているウイルスが人々の身体に入り込み、数え切れない人の命を奪うのだ。

　だが、それがわかっていても渡琉は全能の神じゃない。

　ただ時間を戻して、以前より少しばかりいい未来にできるだけだ。

　それでも渡琉にとっては身にあまるほどの力だと思う。

　なのに今の状況を変えるには、力が足りない。

　一度やったように、人間の身体に抗体を作ることはできないのだ。

　何よりも、一度時間を戻しているため、時間を戻すことはもうできない。

「ゼファー」

「あ？」

「……どうしていいのか俺……わからねえ」

　ゼファーに聞いても仕方がないことなのだが、渡琉は思わずそう呟いていた。

「俺様に聞くな」

「……くそっ！」

　ゼファーに聞いたのが間違いだったのだ。

　違う。

　今の問題に集中しろっ！

　頭をフル回転させて考えるのだ。

　ウイルスについて則義にいろいろ聞かされた。

　自分でも調べたはずだ。

　ウイルスも生きている。

　人間だって生きている。

　どちらも死にたくないと思ってる。

　だから、ウイルスは人間に感染すると、自分が滅ぼされないよう、体内で戦う。

　だが、ウイルスは宿主を殺したいとは思っていない。

「俺の中には……いるんだよ、それをなんとかできる力を持った奴がさ……」

　答えを見つけたが、後は自分の中にいるルシアスが力を貸してくれなければならない。

　渡琉は強く願った。

　自分の両親も、親戚も、親友も、クラスメイトも。自分が知るあらゆる人達や、知らない人も含めて、こんな馬鹿げたことで命を奪われたくないと。

　明日はきっといつもどおりの日常がやってきて、いつもと変わりのない年末年始を送りたい。

　特別な何かを求めているわけではない。

　ただ、いつもの日常がいつもどおりにやってきてほしいだけだ。

　時間を自由に操ることのできる力を持つルシアスだからこそできる。

　この魂の持ち主ならきっと同じように考えてくれるはず──。

「頼むよルシアス。俺の中にいるってことは、今はあんたもこの世界の住人なんだぜっ！　だったら、力を貸してくれ────っ！」

　そう絶叫すると同時に身体から怒ど濤とうのごとく光が噴き出し、渡琉の意識は飛んだ。










「……なっ……ちょっと、クロノスくん待ってくださいよ。私の可愛いウイルスちゃんに、これは何をするつもりなんですかっ！　うひゃっ……翼に穴がっ！」

　鬼のような形相をしていたエメリッヒが、上空から降り注ぐ虹色の光に、顔を歪めた。

　虹色の美しい光はウイルスを覆い、エメリッヒの黒い翼にいくつもの穴を開けた。

　クロノスには振り返らなくてもわかる。

　ルシアスが渡琉の強い気持ちに応えるように、本来の力を解放しているのだ。

　降り注ぐ光は紛れもない、ルシアスのもの。

　振り返って神こう々ごうしい姿を目にしたい気持ちに駆られながらも、目前のエメリッヒをこのままにはしておけない。

「どうしてあのルシアス様が出てくるんですかっ！　私は聞いていませんよっ！」

　エメリッヒは歯ぎしりをしながら、クロノスが止めている腕とは別に、背から新しい腕を二本生やすと、渡琉の方へ伸ばそうとした。クロノスは持っていた剣をエメリッヒの肩に突きさすとそのままにして、自らの腕を本来の姿に戻した。

「あの方の命を狙う者はこの私がすべて排除する」

　かぎ爪の鋭い手でエメリッヒの背から生えた腕を根元から引き抜くと、絶叫が上がる。だがどんな懇願の声にも揺るがないクロノスの誓いは、エメリッヒの首を摑んで締め上げていく。

「……わっ……私は好きで……このようなことをしているわけじゃないんですって……だから落ち着いてください」

「言ったはずだ。排除するとな」

　漆黒の瞳が赤く炎の色を帯びている。

　怒りが静かに身体から立ちのぼり、クロノスの本来持つ闇が溢あふれ出そうとしていた。

「クロノスくん……あの閃光の檻ですが……もう一つ逃げ出せる手が……あったはずですよねえ。どうして……本来の力を取り戻すために真の姿に戻らなかったのです？」

「その言葉に私が動揺するとでも思うか？」

「……次に戻れなくなることを恐れたのでしょう？　今の姿を保つのはとても大変そうですからねえ……。君の持つ闇は……誰よりも深く……業ごうが深い」

　この男に言われなくてもわかっている。

　自分が何者なのか理解できず、数え切れないほどの命を奪い、ただ苦痛に喘あえいでいた。

　そんな闇の中で孤独に生きてきたクロノスに、ルシアスが光を与えてくれたのだ。

　暖かな光はクロノスの冷え切った心を温め、ルシアスの微笑みに癒された。

　ルシアスに出会えたからこそ、クロノスは救われたのだ。

「ここはお前の世界ではない。去れ」

　クロノスはエメリッヒの首を摑んだまま持ち上げ、光の渦にその身を放り投げた。

　闇はすぐさま光に溶け、エメリッヒの絶叫だけが残される。

　時間の止まった世界に光が満ち、包まれているウイルスの時が変化していく。

　だがその光も徐々に景色に溶け込み、いつしか止められていた時が進みだして、人々の営いとなみが戻ってきた。

　ウイルスは確かに人々の上に落ちていったが、誰もなんの変化も見せなかった。

　ルシアスの力はウイルスに進化という時間の経過をもたらし、人の身体に有害なものではなく、共生をさせたのだろう。

「なるほど」

　クロノスは腕を数度振って元に戻してから、剣を収める。

　振り返るとゼファーが気を失った渡琉を抱き上げ、こちらにやってくるところだった。

「……なんだよ、クロちゃん。始末してやりゃよかったんじゃねえの？」

「外野がこれ以上増えると困る」

　消すのは簡単だ。

　だがそうなると今度は魔界の者がさらにやってくることになる。

　それは避けたいのだ。

「それで……なんだ。ええっと……クロちゃん、俺様はちゃんと味方だっただろ？　なあ、もう許してくれよ。俺様の一いち途ずな恋心がちょっとばかり暴走しただけなんだからよ」

　ニコニコと似合わない笑顔を浮かべたゼファーから、クロノスは無言で渡琉の身体を奪った。










　渡琉は夢を見ていた。

　膝まである草のような葉っぱがどこまでも広がっていて、それは白っぽく光っている。

　不意に視線を感じて振り返ると、そこには足元まである長い金髪を持った人が立っていた。

　肌き理めの細かい白い肌。瞳は薄紫。

　女にも見える容貌だが、表情は穏やかで、一言では言い難い、温かい雰囲気を纏っている。

　まるで光を纏っているような柔らかな衣裳を着ていて、風もないのに淡い金髪を飾る髪飾りや、ケープが揺れていた。

　渡琉は一目でそれがルシアスだとわかった。

　不思議と声が出なかった。

　ルシアスも語らない。

　ただ、微笑を浮かべて、何もかもわかったように頷く。

　なぜか渡琉の胸は急に熱いものでいっぱいになった。

　こんなに綺麗な人を見たことがないのだ。

　こうやって向かい合って立っているだけで、魂が洗われていくような感じがする。

　高貴で無垢な魂がそこにあるのだ。

　それが自分の中にあるのが信じられないほど、声をかけることすら躊躇われるような神々しさもある。

　声が出せないため、渡琉は心の中で強く思った。

　力を得たことによる悩みを。

　ずっと心に澱おりのように淀んでいた苦痛を。

　様々な疑問を。

　ただ、強く心に思い浮かべた。

　ルシアスはすべてを理解した様子で、もう一度、頷いた。

　渡琉が悩んでいたことを許してくれているのだ。

　そのことに心が気づいて、涙が溢れた。
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「……渡琉？」

　則義の声に目を開けると、渡琉はベッドに横になっていた。

　風邪がぶり返したようで身体が怠い。

　それでも渡琉はゆるゆると身体を起こした。

「大丈夫？」

　則義は椅子に腰かけて、渡琉を心配そうに見つめている。

　渡琉はすぐに自分の状況が把握できず、しばらくキョロキョロと周囲を見回した。

　いつの間にか時間が進んでいるのだ。

　金の懐中時計はいつものとおり、ポケットに入っている。

　では、すべてが終わって元どおりの日常が時を刻んでいるのだろうか。

「……ここは……俺の部屋……だ。あれっ……あれからどうなって!?」

「全部すんだみたいだよ。みんなで渡琉の家に戻ってきたんだ」

　みんなと言うことは、則義の記憶はしっかりと残っているようだ。

「そ……そっか。あのさ……ウイルスがどうなったのか……知らないか？」

「それは聞いてないけど……あんまり時間がないから、僕の話を聞いてくれる？」

　則義は真剣な表情でそう言うと、少しずれた眼鏡を人差し指で正す。

「いいけど。なんだよ、改まって」

　渡琉はベッドに座り、則義の方を向いた。

「もう少ししたら、僕の今の記憶がすべて書き換えられるらしいんだ。例のミニ地球で戦ったことも、願い事で叶えられて知った渡琉のことも全部、消されるんだって。そういう規則で……僕は知っちゃいけないことをいろいろ知ったらしいんだ」

　残念そうに話す則義とは逆に、渡琉はホッと胸を撫で下ろしていた。

「え……あ、そうなんだ」

「ちょっと寂しいかな。これってさ、ずっと渡琉が僕達に黙ってることだったんでしょ？　あのバスの事故も、渡琉は知っててやり直していた……ってことをさ。それを知らされてなかったことがちょっぴり寂しいかな」

「ごめんな。話せたらよかったんだけど……」

　話したところで馬鹿にされるか、変人扱いされるのも嫌だったから話せなかった。

　いや、誰に言われたわけでもないが、そもそも話していいことではないはずだ。

「ま、今回は忘れてあげるけどさあ、もし一人で抱え込むのが辛くなったら……また話してくれる？　最初はきっと混乱するし、びっくりすると思うけど……きっと僕は受け入れられると思う。健吾だってそうだと思うよ。今だって受け入れてるから、大丈夫だよ。絶対、馬鹿にしたり、変なことを言いだしたって言わない」

　則義の言葉に、渡琉は記憶を消されると聞かされてホッとした自分を恥じた。

　友達は心の底から渡琉を心配してくれているし、力になってくれようとしている。

「……わかった」

「ちゃんと頼ってよ。僕達は親友なんだからさ」

　その言葉に渡琉は胸が熱く震え、涙が浮かびそうになるのを、グッと堪えた。

　これ以上、則義の心配を煽あおるわけにはいかない。

「ありがとう、ノリ」

「じゃ。僕……そろそろ帰らなくちゃ。僕が帰らないと、あのローズちゃんが記憶操作ができないんだってさ。変だよね」

　則義はくすくす笑って立ち上がると、部屋の扉のところへ歩いていく。

「ノリ……」

「何？」

　ノブに手をかけて則義は振り返った。

　天と魔の代理人として対戦しながら、則義は渡琉を信じてくれていた。則義は渡琉を忘れていたのにもかかわらずだ。もちろん、渡琉も信じていた。

　あの思い出を共有できないのは確かに寂しいことかもしれない。

「俺だけはノリの言葉を忘れないから……ノリがどれだけ助けてくれたのかも……さ」

　則義と友達でいてよかった。本当に渡琉はそう思う。彼が対戦相手だったからこそ、渡琉はきっと最後までがんばれたのだ。

「うん」

　則義が部屋から出て行くのと入れ替わりに、クロノスが入ってきた。

　相変わらず仏頂面で、クスリとも笑わない表情に、渡琉は不思議と日常が戻ってきたことに気づかされた。

「熱がありますので、横になっていた方がよろしいかと」

「……風邪……ぶり返したみたいだな。それでさ、エメリッヒは？　ウイルスはどうなったんだよ？　ていうか、今は何日なんだ？」

　渡琉は興奮しながら矢や継つぎ早ばやに口にしたが、クロノスは静かに椅子に腰を下ろし、起こしていた渡琉の身体をベッドに倒した。渡琉は渋々毛布を引き上げ、息を吐く。

「エメリッヒは魔界に帰しました。それとともにミニ地球も消え、ウイルスは無害に変化し、今日は三十日、お昼前です」

　クロノスは冷えた眼差しのまま淡々とそう言う。

「完結な説明、サンキュ。で、ミニ地球の中のことだけど、あそこでも時間は止まってたよな。あれって、本物の世界と中が完全に繫がってたから俺の力が使えたのか？」

「ええ。ですがもう終わったことですので、お忘れください。……それより少し眠った方がよろしいですね。風邪というより、時間を戻すことが多かったために、身体がダメージを受けています。ゆっくり眠れば明日には起き上がることができるでしょう」

　クロノスは渡琉の毛布をそっと整える。

　渡琉はただじっと天井を眺めながら、言った。

「……なあ、クロノス」

「なんでしょう？」

「夢で会ったぜ。ルシアスって奴にさ」

　あの姿を思い出すだけで、なぜか胸が痛む。苦しみという痛みではなく、感激に打ち震えた記憶を思い出して、胸がいっぱいになるのだ。

「いかがでした？」

「あんなに綺麗な人は初めて見たぜ。こう……顔が綺麗とかそういうんじゃないんだ。あ、そりゃ綺麗は綺麗なんだけど……見ているだけで心が洗われるような感じがした。まるで……光を纏っているような神々しさがあったんだ」

　神様など信じたことなどないが、ルシアスはまさにそれだった。

「ええ。素晴らしい方ですよ」

「俺……俺がずっと考えていたことを許してくれたんだ」

「何を考えていたのです？」

　クロノスが不思議そうに渡琉の顔を覗き込んでくる。

「新型インフルエンザが発生したのを知らされた時に、悩んだことがあるんだ。あれがもし自然に発生したものだったら……俺にそれがなんとかできる力があったとしても、それをどうにかしいようなんて考えること自体、俺自身の驕おごりのような気がしたんだ。でももしそれで両親とか友達とかが病気になって死にそうになったら……やっぱりなんとかしたいと考えたと思うし、行動してたと思う。それってさ、なんだかすっげ～都合のいいことみたいに感じて……力を使うことに対して自己嫌悪を感じてたんだ」

　人間は様々なウイルスと戦ってきた。

　そうやって種は強く進化し、また智恵で切り抜けてきたのだ。大昔からそうやってきたことなのに、渡琉がなんとかしようなんて、おこがましいことではないのか。

　これは事故から身を守ることとは少し違う。

　避けて通ってはならないことなのではないか。

「ルシアス様はなんとおっしゃっていました？」

　いつもはクールなクロノスの表情に、珍しく微笑が浮かぶ。

「声は聞こえなかったし、俺も言葉は話せなかった。でも俺の考えていたことに……すごく温かい笑顔で頷いてくれたんだ。俺……なんだかすごく救われたような気がした」

　夢の中でのことを思い出し、渡琉の目にはまた涙が滲んだ。

　大きな力を得ている今、自分がどうあるべきなのか、そんな疑問に少しだけ光が見えたような気がした。

　普通は悩むものだと。

　正しい答えは決して一つではないのだと。

　その中で最善の答えを見つけることが大事なのだと気づいた。

　間違った答えを選んでしまうかもしれない。

　もしかすると渡琉にとってのみ正しい答えかもしれない。

　それでも必ず選択をし、出たその結果に責任を負わなければならないのだ。

「……俺……本当に救われたんだ……」

　涙が頰を伝い、それを隠すようにクロノスの手が覆い被さる。

　渡琉はその手を払うことなく、ただ静かに泣いた。
















　渡琉は夕方までぐっすり眠り、夜はお腹いっぱいご飯を食べて、翌日の昼まで夢も見ないほど泥のように眠った。

　そうして、まるで付き物が落ちたようなすっきりとした気分で目覚めた。

　昼まで眠ったからか、寝すぎで少し頭痛がするが、しばらくすると消えるだろう。

　渡琉は歯を磨きながら妙な印が額から消えているのを確認し、窓を開けてあの魔の館が消えているのを確かめる。

　以前そうであったように、だだっ広い野原が広がり、あの鬱蒼と茂った木々に囲まれた屋敷は消えていた。そこに二人の人影が見える。跡地に問題がないか調べなければならないと言って出かけていった、クロノスとゼファーの姿だった。

　渡琉が外の景色から目を逸らし、ほっと一息ついたところで電話が鳴った。

「……あ、ノリ。おはよう……あっ、今さ、起きたんだ」

　相手は則義だった。

　記憶がどうなっているのかと、少しばかりドキドキしたものの、則義はいつもどおりだ。

『明日のことだけど、健吾が夜にお参りして除じよ夜やの鐘かねを突いてから、初日の出を見に行こうって言うんだけど、どうする？　僕はいいけど風邪治った？』

「気力で治すよ」

『わかった。じゃあ、時間が決まったら連絡するね』

「サンキュ」

　電話を切り、渡琉は大きく一つ伸びをすると、キッチンに向かった。その足元を銀星がついてくる。

「……ピザはどうなったんじゃ？　食わせてくれる約束じゃ。わしはどうしてもピザが食いたいぞ」

　猫の姿の銀星がそういってパジャマを引っ張ってくる。

「あ、そう約束してたな。じゃあ、昼飯はピザを注文するか」

　渡琉がピザの注文をしようと受話器を上げたところで、玄関のベルが鳴った。

　誰が来たんだろうと、受話器を置いて玄関に向かい扉を開ける。

　そこには母と父が立っていた。

　父は松葉杖を使って、ようやく立っている。よくその姿で帰ってきたと驚くほどだ。

「渡琉～ただいまんぼう～」

　見た目は男前の父親が、どうしてこんなくだらないダジャレを言うのか、渡琉にとって永遠の謎なぞだ。

「……なんだよ、帰ってきたのか？　年末年始はアメリカで過ごすって言ってたよな？」

「母さん、ほら渡琉が不満そうだぞ。だから言っただろ。この年頃は親が家を留守にすると、女の子を家に呼ぶもんなんだよ。だから親がいると邪魔なんだ」

「何言ってるの、お父さん。渡琉、なんだか心配だったから帰ってきたのよ。やっぱりほら、家族そろって年を越したいでしょう？　お父さんもちょっと歩けるようになったし、無理やり連れて帰ってきたわ。それに、ほら、ローズちゃんもお兄ちゃんと一緒じゃなきゃ寂しいって言うからね」

　なんだか恐ろしい名前を口にされ、渡琉は一瞬、凍りつきそうになった。

「ロ……ローズちゃんて？」

「いやねえ妹でしょう。とぼけているところを見ると、今起きたんでしょう？」

　母の亜也子がくすくす笑っている背後から、あのルシアスの妹のローズがひょいと顔を出した。

「ただいま帰ったえ」

　ローズはにっこりと言うより、ニヤリと可愛らしい笑顔を歪めた。

　もう、何がなんだか、渡琉にはわからない。

「さあ、旅の疲れを癒すのはお風呂ね。早いけど、沸わかしましょうねえ～」

　亜也子は父を支えながら玄関を上がり、嬉々としてリビングに向かう。

「ちょ……ちょっと待て……ちょっと待ってくれよっ！　普通に考えても緋野ローズなんておかしいと思わねえのかよっ！　待ってって！」

　渡琉が怒鳴るのを無視して両親は視界から消えた。

　玄関に残されたローズはニヤニヤしている。

　ということは、この偉そうで、口の悪いローズまでもこの世界に残るというのだろうか。

　それはあまりにもストレスがかかりすぎる。

「ちゃんと記憶操作してあるから心配しなくていいんじゃぞ。わらわの仕事は完璧じゃえ」

「……おまっ……お前っ、そういう問題じゃねえよっ！」

「わらわも……いろいろ反省したんじゃ。これでも、おんしに迷惑をかけて悪かったと思うとる。ま、レイディのわらわがこれほどまでに反省しておるのじゃ。おんしもわらわを女王のごとく敬うやまい奉たてまつるんじゃぞ」

　ローズはそう言い、大きな扇子をバサバサと振りながら、玄関を上がってリビングに向かった。それを見送りながら、渡琉は絶叫する。

「ていうか家は土足禁止だっ！　ブーツは脱いでいけっ！」

　戻ってきた日常は、いつもどおりの日常ではなかった。











あとがき






　はじめましての方も、以前からご存じの方も、こんにちは。

　あすかと申します。

『刻ときの王国キングダム』の第二弾です！　今回新たに登場するのは、魔界の変態（笑）エメリッヒと天界のツンデレ美少女、ローズです。

　副サブタイトルどおり、渡わた琉るを中心とした様々な絆きずなをテーマにしています。そう書くとなんだか堅い感じがしますがお話は弾けたものとなってます（汗）。

　彼らの会話に笑ったり、頷いてもらったり、時にはちょっぴり考えてもらえたら、いいなあと思います。そして読み終えた後、ああ、楽しかったと少しでも思っていただけたら……私にとって何よりの幸せです。どうぞ、楽しんでやってくださいね。

　また、こちらは一冊ごとに完結したお話ですので、どこから読まれても全く無問題です♪　でもこのお話を読んで興味を持たれた方はぜひ、一冊目も手に入れてやってくださいね。

　イラストは引き続き凪なぎかすみさまに描いていただいています。

　表紙のラフをいただいて、ローズのあまりの可愛さに、私の創作意欲がマックスに！

　すぐさま担当さんに「短編を書いていいですか～。イラストに触発されてどうしても書きたいんです」と訴え、ローズが主人公の「はじめてのおつかい」ができました。イラストの力は本当に偉大ですね。凪さま、今回も素晴らしいイラストをありがとうございました。

　担当さんとはローズのぬいぐるみで盛り上がりました。

　実は最初、パンダだったんです。でも却下されてしまいました（笑）。次はレッサーパンダだったのですが、これも駄目。最終的に○○○になりました。確かにローズが持って可愛い感じなのは○○○なのかも。

　そうそう、今回は私的なハプニングのため締切が守れず、何度も締切を延ばしていただいて、ありがとうございました（汗）。担当さんには本当に、平謝りです～。まだまだ未熟者ですが、どうぞこれからもよろしくお願いします。

　編集部宛に〝感想＋80円切手〟同封の方にこちらの番外ＳシヨートＳストーリー「肉球、愛と裏切りの日」の手作り小冊子をお送りします、よろしければお声をお聞かせくださいね。

　この作品を少しでも楽しんでいただけたことを心から願いつつ、また皆様にお会いできることを楽しみにしています。

　ここまで読んでくださって本当にありがとうございました。





あすか　拝












※この「あとがき」は２００７年１月に書かれたものです。
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　ローズにとって下界は、驚くべきことばかりだった。

　まず、家では靴を脱がなくてはならない。食事の時間が決まっている。朝起きた時、夜眠る時歯を磨く。寝る時はパジャマに着替える。なんでも夜は寝るものらしい。

　移動は歩くか自転車。他に自動車、バス、タクシーなどというものに乗るそうだ。

　人間は空を飛んだり、建物を突き抜けたりできないらしい。

　とても不便だ。

　扉をいちいち開け閉めしなければならないし、出かける時は玄関に鍵をしなければ、泥どろ棒ぼうという人間が入ってきて、大事なものを持っていくらしい。入った瞬間にフィールドに閉じ込められるよう罠を仕掛ければいいのに、そういったことはできないそうだ。

　だが、一番、ローズにとっての不満は風呂が小さいことだった。

　浴室にはバラの花も飾られていないし、大きな窓もないし、素晴らしい景色も見えない。

　脚は伸ばせるものの、箱に押し込められているような気がする風呂は、湯ゆ浴あみをしてくれる女中もいないし、喉ごしのいい飲物も出てこない。

　本当に最悪だ。

　それでも興味深いこともある。

　ハンバーグとカレーは美お味いしい。宝石のように見える色とりどりのキャンディはどれも甘くて、思わず笑顔が浮かぶ。

　テレビというものは面白い仮想の話をたくさんやっていて、メロドラマはゼファーと一緒に食い入るように見てしまう。

　危険なのはテレビショッピングだ。

　見ていると思わず電話をかけてしまう魔法があの番組から発せられている。ローズは何度も呪文をかけられ、無意識に電話をかけようとしているところを、渡わた琉るに阻止された。あれは恐ろしい番組だろう。

　ローズからすると泥棒という人間より警戒が必要だ。

　下界で母親になってくれている亜あ也や子こはとても優しくて、本当にローズを可愛がってくれる。もちろん悪いことをしたら──ローズ自身は悪いと思わないことだが──真剣に叱しかってくれるのだ。そんな亜也子がローズは大好きだ。父親の政まさ夫おはちょっとばかり年末一緒にすごしただけなのでよくわからないが、ダジャレを口にしては、一人でウケて笑っていた。

　ダジャレがよく理解できなかったが、人と円滑に付き合うための、話術の一つらしい。

　ローズにはとても真ま似ねはできないのだが、人間は空を飛んだり壁を突き抜けられない分、他の能力を伸ばさなければならないのだろう。

「ローズちゃん。悪いんだけど、おつかいに行ってくれないかしら？　ちょっと仕事でトラブルがあったらしくて、お母さんお休みなのに会社へ行かなくちゃならないのよ。渡琉は友達の家へ遊びに出かけているし……いいかしら？」

「構わぬ。わらわが行ってくる」

　どうせリビングで銀ぎん星せいと一緒にテレビを見ながら暇にしていたローズだ。

　そろそろ外へ出かけたいと思っていたところだった。

「よかった。じゃあね、これがお金の入ったお財さい布ふ。必要なものはこれに書いてあるから。買い終わって残ったお金でお菓子を買ってもいいわ。商店街の場所はわかるわね？」

　亜也子はひまわりを象ったポシェットにお金の入ったがま口財布を入れて、必要なものを書いたメモを入れる。

「そのような心配は必要ないぞえ」

「落とさないように気をつけるのよ。声をかけられても知らない人にはついて行っちゃ駄目。もしも何かあったら『助けて！』と、大声で叫んで周囲の人に助けを求めること。いいわね？」

　亜也子は心配そうにそう言い、ポシェットのファスナーを閉めると、ローズの肩に斜めにかけた。ひまわりの形をしたポシェットはローズのお気に入りだ。

「そうそう。ローズちゃん、自分の携帯も持っていきなさい。何かあったら渡琉を呼び出したらいいわ。どうせお友達の家でだらだらしているだけだと思うから。はい、これでいいわね」

　閉めたファスナーをもう一度開けて、携帯を入れると、今度こそしっかりと閉め、ポンポンとポシェットを叩く。

「心配せんでも、大丈夫じゃ。わらわはレイディだからの」

「ええ。ローズちゃんはしっかりしてるから、お母さん心配していないわ。じゃあ、お母さん行くわね。出かける時は鍵をちゃんと閉めるのよ」

　亜也子が慌ただしく家を出て行くと、ローズも玄関に向かった。

「わしも行こうかの」

　玄関でブーツを履いていると、銀星がやってきた。なぜか背中に小さなリュックを背負っている。

「わらわは一人で大丈夫じゃえ」

「わしはおつかいというものに行ったことがないんじゃよ。楽しみじゃ～」

　銀星は頰を膨らませて、髭や尻尾をピンと立てると、意気揚々としている。別についてくるなと断る理由もない。

「まあよいわ。もうろくじじいもついてくるとええ」

　ブーツを履いて立ち上がり、銀星を振り返る。すると銀星は目を細めて嫌そうに頰を歪めていた。

「のう、ローズ。じじいはまあ許すが、もうろくはとってくれんかの」

「おんしはもうろくしとるではないか」

「じゃあ、わしは貧ひん乳にゆうローズと呼ぼうかのう」

「わっ……わらわは貧乳ではないわっ！」

　両手で胸を押さえ、ローズは顔を真っ赤にして叫んだ。

　大体この姿は仮の姿だ。もっとスタイルのいい大人に変身できるはずなのだが、今のところ力を制限されているためにできない。

「わしももうろくしとらんぞ」

　ここは一つ、お互いに譲歩し合うしかないようだ。

「……銀星」

「なんじゃ、ローズ」

「わらわの足手まといになるでないぞ」

「お前さんもじゃ」

　二人は仲良く（？）商店街に出かけた。










　家から少し歩いたところに、商店街がある。そこを抜けてさらに行ったところに、渡琉の学校があるのだが、今日の用事はここだ。

　アーケードが百メートルほど続き、通りの左右に様々な商店が建ち並ぶ。

　正午を少し過ぎていたが、かといって夕食の食材を買い求める時間には早いためか、買い物客はまばらだ。

「それで、何が必要なんじゃ？」

「亜也子ママはメモを入れておると言っていたぞ」

　ローズはポシェットから二つ折りになっているメモを取り出し、広げた。漢字は苦手だが、メモはすべてひらがなで書いてあって、ローズにも読めた。

「おとうふいっちょう、ながねぎいっぽん、ほうれんそうさんたば、のりひとふくろ」

「豆とう腐ふは豆腐屋じゃのう。長ネギとほうれん草は八や百お屋やじゃ。ノリは……渡琉の友達じゃの？　ノリ一苦労か？」

　メモを覗き込んで銀星は言う。

　ローズも最後のものがよくわからなかった。もしかすると亜也子が句く読とう点てんをつけるのを忘れているのかもしれない。

　二人とも海の苔りを知らなかったのだ。

「ノリ、人、梟ふくろうではないのか？」

「もしかすると人間には通じる品物かもしれんのう。メモを見せて品物を出してもらうとええじゃろうて」

　顎を前足で撫でながら、銀星はよい案だろうと、ニンマリと笑う。なんとなく負けたような気がして、ローズは面白くない。それでも他に『のりひとふくろ』の意味を知る方法がなく、不満ながらも同意した。

「そうするとよいわ」

　まずは豆腐屋に向かい、メモに書かれているように「とうふいっちょう」と言った。すると豆腐屋の親おや父じが「お嬢ちゃん、豆腐は絹かな、木も綿めんかな、それとも焼き？」と聞いてきた。

「布か木かなど食えぬものを口にされても、わらわは知らぬわ。だいたい、とうふはとうふであろう。それとも布からできたものや、木からできたものがあるのかえ？　なら、わらわはそんなゲテモノなどいらぬわっ！」

　ローズは真剣にそう怒鳴ったのだが、なぜか豆腐屋の店主は周囲に響き渡るほどの声で笑うと、三つとも袋に入れて差し出してきた。

「面白いお嬢ちゃんだねえ。きっとお母さんがどれを買ってきてほしいのか言わなかったんだろうね。よし。じゃあ、今日だけサービスだよ」

　食べられない豆腐をもらっても仕方がないが、どれか食べられるかもしれない。ローズはとりあえず三つとも持って帰ることにした。

「……ああっ、お嬢ちゃん。お金お金。豆腐一丁の代金でいいから、お金を置いていってくれないかな」

「お金。ああ、そういえば、下界では金というものを欲しいものと交換するのであったな」

　ローズはポシェットからがま口の財布を出すと、千円札を店主に渡した。そこで店を出ようとしたローズを銀星が止める。

「おつりじゃ」

「……おつり？」

　驚いているローズに、店主が戻ってきてジャラジャラとしたコインを手渡してきた。

「はい。おつり。気をつけて買い物するんだよ。それと、こういう時はちゃんと『ありがとう』って言うんだ。お節せつ介かいだけど、お礼をきちんと口にできない子は、立派な大人になれないからね」

「あ……ありがとう」

　ローズは渋々そう口にすると、店主はさらに気をよくして頭をグリグリと撫でてくれた。

　子供扱いをされると腹立たしいが、頭を撫でられることは、そう悪くなかった。

　次に八百屋に行き、長ネギ一本とほうれん草三束を問題なく買い、お金を払う。『のりひとふくろ』のことを八百屋のおばさんにメモを見せて聞くと、それが出てきた。

「はい、これが海苔一袋だよ。おつかいご苦労様」

　また頭を撫でられたローズは、やっぱり渋々「ありがとう」と口にした。

「のう、ローズ。わしはこれ以上、荷物を持てんぞ」

　ローズが海苔の袋を銀星のリュックにグイグイと押し込めることに不満を漏らす。

「何を言うておるんじゃ。レイディに荷物を持たせるつもりかえ？」

　海苔の袋の角が出ていたが、ギュッと奥まで詰め込み、ファスナーをしっかり閉める。だが、ネギだけは全部入りきらずにひょっこりと顔を出しているが、仕方ないだろう。

「若者のくせにお前さんは老人に荷物を持たせるのかのう」

「なんじゃ、都合のいい時だけじじいを強調するのかえ？　じゃが、わらわはおつりを持っておる。菓子を買うてもおんしに分け前はないぞえ」

　ローズがそう言うと、よぼよぼした姿を装っていた銀星が二本で立ち上がり、リュックをしっかり背負い、シャキシャキと歩きだした。

　食い意地の張ったじじいは食べ物で釣つるのが一番だ。

「……あれは、なんじゃ？　いい匂いがするのう。魚の形をしておるぞっ！」

　銀星は二本脚で屋台に走っていく。ローズは慌てて銀星を追いかけた。

「おじょうちゃん。たい焼きどう？　焼き上がったばっかりで美味しいよ」

　必死に見上げるとようやく見える茶色の魚からいい匂いがする。足元にいる銀星が「たい焼きを食べたいんじゃ。わしはこれがええ。もうろくでもじじいでもええから、これを買こうてくれんか」と小声でうるさい。

「たい焼きは甘いのかえ？」

「そうだね、表面はカリカリに焼いた生地だけど、中身は熱々のつぶあんが入ってるんだ。つぶあんは甘いよ。尻尾までたっぷり入ってるから、絶対おすすめだ」

　ローズはキャンデーが欲しかったのだが、目の前で焼き上がったばかりのたい焼きも気になり、二つ買い求めた。

　一つは銀星に渡し、もう一つを丁てい寧ねいに包んでポシェットに入れた。

「お前さんは食わんのか？」

「立ち食いなどレイディには、はしたない行為ぞ。わらわは家に帰ってからゆっくり味わうのじゃ。……あっ、あれは……なんじゃ？」

　帰る途中、ローズは自分を見つめるぬいぐるみに目を奪われた。

　フカフカの白い身体に、長い耳、真っ赤な目に、首につけられたピンクの大きなリボン。

　その、愛らしい生き物はローズに連れて帰ってくれと訴えていた。

「ここは……玩おも具ちや屋じゃのう。いろいろ楽しそうなものを売っておるようじゃ」

　ウィンドウにべったりと前足をくっつけて銀星は中を覗いている。だが、ローズは店内に踏み込み、ウィンドウに飾られていたぬいぐるみを摑んだ。

　抱きかかえてさらに確信したが、丸い目がやっぱりローズに訴えている。

「お嬢ちゃん。そのぬいぐるみが欲しいのかな？」

　店主が店の奥からやってきて、両手をにぎにぎと合わせている。

「そうじゃ。このぬいぐるみとやらが、わらわに連れて帰ってくれと訴えておるのじゃ」

　ローズはぬいぐるみを抱きしめ、店主が取り上げようとする手を払う。

「お嬢ちゃん、お金は持ってきてるのかな。そのウサギのぬいぐるみは三千円するよ」

　言われてローズはがま口の財布の中身を確かめてみたが、十円玉が二枚と、一円玉が三枚あるだけだった。

「これでは……足らぬのか？」

　がま口財布の中身を見せてローズは聞いたが、店主は顔をしかめた。どうも足りないようだ。

「全然、足りないよ。駄目駄目、ぬいぐるみを渡してくれないかい？」

「嫌じゃっ！　これはわらわのものじゃっ！　無礼者っ！」

　ウサギのぬいぐるみはローズの側にいたがっているのだ。

　手離すことなどできない。

「お嬢ちゃん。無理を言わないでくれないかな。ただでは渡せな……ねっ……猫が二本脚で立って……でっ……電話をしてるっ！　猫がっ！」

　言い争いをしている脇で、銀星がローズの携帯を使って渡琉を呼び出していた。

「三千円って……お前なあ。月の小遣いの半分以上じゃねえかよ」

　しばらくしてやってきた渡琉は、そう言いながらも店主に三千円を払ってくれた。

　ローズは包装するという店主を無視し、しっかりと胸にウサギのぬいぐるみを抱いていた。

「君、この猫と交換でもいいんだが……そうだ、猫を私に譲ゆずってくれないか？　この猫、二本脚で立って、君に電話していたんだよっ！　驚きだ。な、少しならお金を払ってもいいよ」

　銀星を指さして必死に懇こん願がんする店主に、渡琉は呆れた顔をして、なぜかローズと銀星を睨みつける。

「猫は売り物じゃねえよ……。ほら、お前ら帰るぜ」

　渡琉は銀星のリュックを持ち、もう片方の手でローズの手を握って歩く。

　ローズはその手をやんわりと解いて、ポシェットからまだ温かいたい焼きの包みを取り出して、渡琉に差し出した。

「……なんだよ？」

「ぬいぐるみとやらの……礼じゃ。わらわに心から感謝をして、受け取るがええ」

　そう言いながら、どことなく照れくさくて、ローズは渡琉の方を見ることなく言った。

　渡琉は包みをすぐに受け取り、中身を確かめて嬉しそうな声を上げる。

「たい焼きじゃないか～。なんか久しぶりだな。家に帰ったら食うよ。ローズもいいとこあるじゃん。サンキュ」

　食べたことのないたい焼きを渡琉に渡したことには後ろ髪を引かれるものの、代わりにとてもいい気分になれた。

　また、しばらく歩いたところで、渡琉が思い出したように銀星の頭を軽く小突く。

「ていうか、猫が二本脚で立って携帯を使うんじゃねえよっ！　銀星は反省しろっ！」

　ローズはそんな二人を見ることなく、胸に抱いたウサギのぬいぐるみをギュッと抱きしめて、微笑した。

















著者

あすか

Asuka




奈良県在住。７月３日生まれ。蟹座のＡ型。

今回お初の登場は魔界の変態エメリッヒと、ツンデレ美少女ローズです。新たに巻き起こる騒動を楽しんでくださいね。たとえ一カ所であっても、貴方の心に残るシーンがございましたら幸いです。










イラスト

凪かすみ

Kasumi Nagi




７月27日生まれ・獅子座・ＡＢ型・鳥取県在住。

イラストを担当させて頂くようになってからレース・フリル熱が急上昇中です。

いつか自分でもレース編みに挑戦してみたい今日この頃。
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